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　序章







　鮮せん血けつにまみれた銀色の刃やいばが、からからと音を立てて床ゆかを滑すべる。

　己おのれの右顔面に歪いびつな傷きずを生み出した凶きよう器きが、不運な侍じ女じよの足下まで辿たどり着く様さまを黒髪の少年は黙だまって見つめていた。

「……誰か！　……ゼ、あっ、あの方が、誰か……!!」

　一いつ拍ぱく遅おくれて取り乱した侍女が、悲鳴の一部を修正しながら走り去っていく。人ひと気けのない離り宮きゆうの廊ろう下かを駆かけ抜け、遠ざかっていく彼女の背中が赤く霞かすんで見えるのは、いまだどくどくとあふれ出す血が右みぎ眼めに入ったせいだろう。

「さすが宰さい相しようイーダル閣かつ下かが吟ぎん味みした使用人だ。……ああ、いてて」

　年齢の割に大きな手で右眼をこすり、眼球に損傷がないことを確認しながら少年は痛みに顔をしかめる。ゼオルディス殿でん下かがまた、などと、大きく騒さわいでくれることを期待していたのに。

　だがそんなことはもうどうでもいい。傷の痛みも流血も気にならない。

　今ゼオルディスの心を占しめるのは、たったひとつの願い。

「早く来て、母さん」

　口に出した瞬間、散々直せと言われてきた言葉遣づかいに戻ってしまったことに気づいた。

　癖くせでつい周りを見回してしまい、次いでそんな自分にいら立ちを感じた。だが、呼び方などどうでもいいと思い直した。

「早く来て、母様。……母さんでも母様でも、もうどっちでもいいから。来てくれれば、いいから」

　きっときっと、今度こそ、来てくれる。これだけの血を流したのだから。こんなに痛い思いをしているのだから。

　真っ赤なドレスも、いつまでも続く舞ぶ踏とう会かいも、着き飾かざった男たちとの楽しいおしゃべりも。すべての幸せを捨てて、来てくれる。

　早く来て、母様。早く。早く。

　早く。







「結局、来てくれなかったけどな」

「……ゼオ様？　あの……もう、時間のようです」

　右眼の上を縦に走った傷を歪ゆがませ小さくつぶやいた王子に、銀髪の美少女がおずおずと愛称で呼びかけた。

　国教〈翼つばさの祈いのり〉の教えに則のつとった、染しみ一つない純白の花嫁衣装が彼女の華きや奢しやな体を包んでいる。元々色素が薄いせいもあり、その姿はまるで初雪の精のように儚はかなげで美しい。

「ま、雪はこの時期、もうとうに消えているんだが……ああ、いや、なんでもない」

　窓の外、すっかり春めいたまぶしい青空を見上げての戯ざれ言ごとに、彼女は余計に不安になったようだ。うつむいて押し黙る花嫁に、ゼオルディスは傷を引きつらせながらいつものように笑う。明るく、快かい活かつに。

「さあ行こう、ミューゼ。俺の愛いとしい花嫁。つわりは治おさまっているようだが、何かあればすぐに言えよ？　お前ひとりの体ではないんだからな」

　まだふくらみの目立たぬ腹部にちらりと視線をくれながら言った後、ついでのようにその兄へと話しかける。

「お前ももっと喜べよ、フロリアン。俺が約束を守る男だとこれで分かっただろう？　お前の妹は晴れてこの国の王おう妃ひ。お前自身も伯はく爵しやく閣下だ」

「……そうですね」

　フロリアン・マーベルは無表情にうなずいた。妹の美び貌ぼうを鋭するどくし、近寄りがたくしたような印象の彼は、本日も「穢けがれ無き銀ぎん騎き士し」なるあだ名どおりの銀の甲かつ冑ちゆう姿すがたである。

「さあ、行こう。待っていても幸せは来てくれないんだ。こちらから行ってやらないとな」

　礼装に身を固め、マーベル兄妹を従えたゼオルディスは、深しん紅くのマントをなびかせて歩き出す。父が、母が、みなが望んだ幸福に向かって。








　第一章　国王新生







　シルディーン王国中央部、王宮を擁ようするエルナンド地方。

　四方をスタンバール、オーデルといった古くから権力を維い持じする大貴族の領地に囲まれたこの地は、全く海に面していないという点でも〈翼つばさの祈いのり〉を拝する国の王が住まうに相応ふさわしい。王宮内にはもちろん、随ずい所しよに由ゆい緒しよある大聖堂が建こん立りゆうされている敬けい虔けんな土地柄だ。

　とはいえ八十年ほど前に国内を席せつ巻けんした下げ克こく上じようの嵐は、この地にも容よう赦しやなく吹き荒れた。〈翼の祈り〉は貴族と王家の搾さく取しゆを正当化する教えである、と叫さけんだ農民たちは各地の聖堂を破壊し、時の国王が彼らの一部に爵しやく位いを与えると発はつ布ぷするまで事態は収まらなかったのだ。

「ああ、ですが私たちの信しん仰こうが報むくわれる日が、ようやく来たのですね……!!」

　潤うるんだ目元にハンカチを当てながら、貴族の老婦人が感激の嗚お咽えつを漏もらす。似たような光景は、春の日差しに照らされた王宮の中庭のあちこちで見受けられた。

　前国王ランドレイ・フィラル・ド・シルディーン崩ほう御ぎよよりわずかに十日。本日は彼の息子、「図書館の幽ゆう霊れい」と称されるゼオルディス王子の戴たい冠かん式しきである。

　王家が財政難に陥おちいって久しいため、数人の庭師がかろうじて体てい裁さいを整えていただけの中庭は、春の花々で埋うめ尽くされている。揃そろいのお仕着せに身を包んだ楽士の演奏も見事で、晴れがましい演出に人々の心は一層浮き立ち、涙ぐんでいる者も少なくない。

「〈光の翼の間ま〉や聖堂ではなく、あえてこの中庭で、というのも実に新しん鮮せんだ」

「新国王陛へい下かのご意向だそうですわ。初代エルナンド陛下も、ただの草原に過ぎなかったこの地に王国を築きずかれたのですもの。我が国の新しい出発には、相応しい場所ではなくて？　神もきっと、至いと高たかき国より見守っておいでだわ……」

　本日は、神のいます天上の国さえ見通せそうな見事な快晴。澄すみ渡る空の青さに王国の未来を重ね、参列者たちはほうと感かん嘆たんの息を漏らす。

　だが一方で、周囲とは全く違ちがった意味で興奮している者もいた。

「見事な花々ですわね!!　これだけの用意をするお金は、やっぱり教団かラグラドール、それとも宰さい相しよう閣かつ下かの……、もが」

　どこからか樹ごと持ってきたらしい、大輪の花を無数に咲かせた薔ば薇らを眺ながめながら大好きな金の話を始め、速攻で隣となりにいた夫に口元をふさがれた小柄な少女。亜あ麻ま色いろの髪と眼鏡めがね以外これといった特とく徴ちようがないものの、物ぶつ騒そうな二つ名で有名な「死神姫」アリシア・ライセンである。

　仮装舞ぶ踏とう会かい用の「魔女」衣装から、急きゆう遽きよ用意された薄緑のドレスに着替えているが、大層なあだ名とは裏腹の地味な容姿に変わりはない。胸部の貧ひん弱じやくさもいつもどおりだ。

「頼むから静かにしていてくれ、アリシア。……そら、一番金のかかっている見せ物がもう始まるぞ」

　大だい嫌きらいな薔薇の匂においに顔をしかめつつ、ある意味妻より危険な台詞せりふを口にしたのは、黒髪に黒い瞳ひとみの体格のいい男。「吸血鬼」の衣装を脱ぬいでも、黒ずくめであることには変化のない〈強きよう〉公こう爵しやくカシュヴァーン・ライセンだ。

　ゼオルディス王子主しゆ催さいの仮装舞踏会に招まねかれたライセン夫妻は、突然もたらされた「国王崩御」の報のため、他の招しよう待たい客と同じく王宮に留とめ置かれていた。そのまま本日の戴冠式に強制参加させられている訳である。

　カシュヴァーンの言うとおり、中央に作られた壇だんを取り囲んでひそひそしゃべっていた参列者たちが黙だまった。花々に飾かざられた壇の上に、どんな花より耳じ目もくを集める人物が進み出たためだ。

「ようこそおいで下さいました、聖女アーシェル様」

　すでに礼装姿で壇上に立っていたゼオルディスが、不敵な笑みを浮かべながらゆっくりと膝ひざをつく。

　通常シルディーンにおける戴冠式とは高位の〈翼の祈り〉の聖職者を招き、聖油を用もちいた聖別の儀ぎ式しきを行った後、王おう冠かんを授さずかるというもの。ランドレイの時に〈翼の祈り〉がよこしたのは当時第二階かい梯ていの地位にあった聖職者で、「なぜ第一階梯の者が来ないのか」と宰相イーダルはかんかんだったとか。

　しかし今新たな王となる王子の前に立ったのは、第一階梯のさらに上位に在ある〈翼の祈り〉の根こん幹かん。淡あわい金色の髪と背負った翼をかすかな風にそよがせる、硬こう質しつな美び貌ぼうの少女。

　めったなことでは人前に姿を現すことがなく、常に神秘の薄うす膜まくの向こうにいたはずの彼女の存在こそが、此こ度たびの戴冠式をこの上なく価値あるものとしているのだ。

「ゼオルディス・フィラル・ド・シルディーン。聖女アーシェルの名において、貴公を始し祖そエルナンドに連つらなる者、シルディーン王国第十三代国王と認める」

　それまで静かに流れていた演奏がぴたりとやんだのに合わせ、翼持つ聖女が感情のない声で宣せん言げんする。

　次いで彼女が足下にひざまずいたゼオルディスの黒髪に王冠を載のせた瞬間、中庭を満たす感激は最さい高こう潮ちように達した。














「エルナンド陛下の再来だ……!!」

「聖女アーシェル万ばん歳ざい!!」

「シルディーンに栄光あれ!!」

「ゼオルディス新国王陛下に永遠の忠誠を!!」

　熱っぽい声が次々と上がる。感かん極きわまった何人かが気絶したようだが、慌あわてて駆かけ寄るべき使用人たちも、眼めの前で行われる神話の再現に心奪うばわれてしまっている。

　何百年かの昔、人が神を信じなくなった時代、ただひとり神への信仰を貫つらぬいた少女アーシェル。迫はく害がいを受け、海へ身を投げた彼女をひそかに支し援えんしていたエルナンドという若者は、翼持つ聖女となったアーシェルと神から王権を授かり、シルディーン王国の基き礎そを築いたとされている。

　輝かがやかしい伝説の再来は、この場に集つどった者たちのほとんどが地方伯はくだからこそ、より胸に響ひびくのだ。シルディーン各地の地名にその名を刻きざむ彼らは、かつての領主家でありながら大半が没ぼつ落らくし、血筋が絶たえてしまった家さえある。

　けれど再び歴史は繰くり返す。建国神話が再生された今、それに続く栄えい誉よも息を吹き返すに違いない。

　万ばん雷らいの拍はく手しゆを送り続ける地方伯たちの切なる願いを、ゼオルディスは正しく汲くみ取ったのだ。







「確かに、素晴らしい見せ物ですわね……!!　アーシェル様にお会いするだけで大変なお金がかかりますし、次の戴冠式は国王陛下に何かあった時ですもの……!!」

　集う人々ににこやかに手を振るゼオルディスを見つめ、アリシアはまた危険なことを口走った。幸い周りも盛もり上がっているので誰の注意を引くこともなかったが、アリシア自身はすぐに、瞳を翳かげらせて拍手をやめてしまった。

「……私の眼が悪いせいかもしれませんけど……アーシェル様もミューゼ様も、あまりお元気ではなさそうですわね……？」

　アリシアも領主の座を追われた地方伯フェイトリン家の令れい嬢じようであり、亡なき両親は死ぬまで過去の栄光を取り戻そうとあがいていた。もう一度王家と地方伯が力を持つ時代が来るかもしれないと、はしゃぐ気持ちも分からないでもないが、今は周囲の喧けん噪そうから置いてきぼりの二人の少女が気になって仕方がない。

〈翼の祈り〉第二階梯の聖職者、緋ひ色いろの髪の美青年ナディールに何事か話しかけられているアーシェルは、上じよう機き嫌げんの彼とは対照的にひどく顔色が悪い。立ち上がったゼオルディスに手を引かれ、うつむき加減にその側に立ったミューゼ・マーベルも同様である。

　ミューゼは普段から丈夫そうではないのだが、純白の花嫁衣装が先の舞踏会での主題にしていた「生いけ贄にえ」のそれに見えるのはなぜなのだろうか。貧びん乏ぼう貴族の娘むすめが望まれて王おう妃ひに、しかもすでに身ごもっているとくれば幸福の絶頂のはずなのだが、本当に未亡人だったこともあるアリシアよりよほどの悲ひ愴そう感かんを漂ただよわせている。

「……まあ、お前が見ている方向には空しかないがな、アリシア。だが……確かに花嫁お二人は、幸せいっぱいという訳ではなさそうだ」

　相変わらずの妻の視力にやんわり突っ込みつつ、カシュヴァーンは戴冠式から結婚式へ、慌ただしく切り替わっていく光景を苦にが々にがしい顔で眺めている。

　元々婚こん約やくしていたゼオルディスとミューゼだけでなく、ナディールとアーシェルもまたここで婚儀を執とり行うとの話はすでに広く知らされていた。結婚後、アーシェルは人の娘となって別の名を名乗り、ナディールは彼女の夫として教団を指導する第一階梯の座を手に入れる。

「……次代のアーシェルは、例の娘たちの誰かか」

　周囲をうかがいながらカシュヴァーンが口にしたのは、アリシアがラグラドールにある〈翼の祈り〉の本ほん拠きよ地ちで出会った次代のアーシェル候補たちのことだ。懸けん命めいに「聖女」たらんとがんばっていたあの少女たちと共に、アリシアの脳内に浮かんだのは彼女たちよりもっとあどけない笑み。

「パーシア様……」

　先代の聖女アーシェル、パーシア。先々代の聖女ソルラスカに命を狙ねらわれ心を病やみ、童女のような振る舞いを続けていた彼女が殺されたと教えてくれたのは、当代アーシェルだ。

　無言のまま、カシュヴァーンが頭を優しく撫なでてくれる。気き遣づかいにほんのりと「おなかが痛い」想いもしたが、薄い胸を満たす漠ばく然ぜんとした不安はぬぐいきれない。

「本当にあのクソ王子、いや今はクソ王か、周囲の人間を不幸にする天才だな……女だけじゃなく、男もほとんど不幸そうじゃないか」

　ともすれば大きくなる声を苦労して制御しながら、カシュヴァーンが喉のどの奥でうなった。

　いつもの銀の甲かつ冑ちゆう姿すがたで参列しているミューゼの兄フロリアンにも、伯はく爵しやく位いが授けられたのだそうだ。ゼオルディスの近きん侍じという立場からすれば遅すぎるぐらいだが、人形めいて整った美貌は相変わらず無ぶ愛あい想そうこの上なく、嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの入り交まじった視線を弾はじき返している。

　潔けつ癖ぺき症しようで世渡り下べ手たなフロリアンは以前から王宮内で浮いた存在だったが、妹を使って出世したと陰かげ口ぐちを叩たたかれているのだ。そしてフロリアンに嫉妬のまなざしを送る者たちには、ゼオルディスの「友達」にしてセイグラムの元主あるじ、マーベリック・クリストンも含ふくまれていた。

「それにしても、いくら玉座の空位が好ましくないとはいえ、国王崩御から十日足らずで即位、婚礼……手回しのいいことだ。なあ？　ルシアナ」

　皮肉げにカシュヴァーンが見み下おろした先、小花を散らしたベールの下で紅あかい唇くちびるが小さく笑んだ。「恥ずかしがり屋」などという理由で舞踏会に引き続き顔を隠しているのだが、わずかに覗のぞく口元がかえって男心をそそる。

「そのようですわね。おまけに列席者は先の舞踏会同様、ほとんど地方伯ですもの。ラグラドールの方々もいらっしゃるのに、よろしいのかしら？　お怒りになる方が後でたくさん出てくるでしょうに」

「未亡人」の仮装を脱ぎ捨て、清せい楚そな薄紫のドレスに着替えた銀髪の美少女……に化けた「死神」、ルアークである。

　カシュヴァーンが領主を務つとめるアズベルグ地方の貧乏貴族の娘、という肩書きで舞踏会に潜もぐり込んだこの少年は、かつては〈玩おも具ちやの兵隊〉なる暗殺部隊に身を置いていた。現在はライセン夫妻の「息子」となっているルアーク、もとい「ルシアナ」が急にいなくなるのも不自然なので、現在も女装継けい続ぞく中である。

「この中庭ですべての儀式を行うのも、新興貴族外はずしの一いつ環かんだろうな」

　四方を建物に囲まれた中庭の作りを見やりながら、カシュヴァーンは皮肉っぽく笑った。

「王宮の外から国民がここを見ることはできん。あの臆おく病びような前国王陛下だって、戴冠式は向こうの聖堂で行い、式が終われば王宮の露ろ台だいから国民に手を振るぐらいはしたはずだぞ？」

　一見開放的なこの場所は箱庭だ。戴冠式を行うこと自体は触ふれを出しているようだが、呼ばれなかった者たちはかえって怒いかりを募つのらせるだろう。

「そうですわね、これから外に出られるようでもないですし。私のおじさまのような、没落した地方伯のさらに縁者まで呼んでいただけているのに……」

　さり気なく失礼なアリシアの言うところの「おじさま」、姪めいをカシュヴァーンに売り飛ばしたヘイスダム・ジェンガー伯爵は、それは嬉うれしそうに周囲の人間と話している。

　ヘイスダムとは一度顔を合わせたから、舞踏会の時から招待されていたことは分かっている。しかしアリシアの生まれ故郷であるフェイトリン地方の現領主、フェイトリン五家の面々は誰ひとりいないのだ。

「……そうだよな。クルセージュ王国との戦いを本気で懸け念ねんしているなら、今現在権力を持っている貴族を招集すべきだよな……」

　複雑な面おも持もちで同意したのは、ライセン夫妻の被ひ後こう見けん人にんであり、地方伯レイデン家の当主ティルナード・レイデン伯爵。「狼おおかみ男おとこ」の仮装はもうしていないのだが、やや女顔の彼がうなだれていると子犬がしょんぼりと耳を垂たれているように見える。

　宰相イーダル・スタンバールの手による国王の暗殺。衝しよう撃げきの事実を大々的に発表したゼオルディスは、イーダルの暴走を止められなかった己おのれの不ふ甲が斐いなさを悔くやむ風を見せつつ、こう続けた。

『玉座の空位は敵国の望むところだろう。喪もに服す期間を守ることばかり考え、我が国不利の状況を長引かせることは、亡き父上の遺い志しに反する』

　実際のランドレイは怪あやしい錬れん金きん術じゆつ師しにすがってでも永遠の生命を得たい、誰にも玉座を譲ゆずりたくないと考えていたと元王女エルティーナはこぼしていたが、死んだ人間は口がきけない。かくて美しい大義名分のもと、暗殺という外聞の悪さから密みつ葬そうされたランドレイの存在は、伝説の再現を果たした息子の存在感に上書きされ、人々の記憶から速すみやかに抹まつ消しようされてしまった。

　しかしゼオルディスは、以前より仮想敵国と名指ししていた西の大国クルセージュとの戦争を匂わせる一方で、現実に国内で力を持っている新興貴族たちを無視している。北西の小国、傭よう兵へい国家ラグラドールの者たちは舞踏会から引き続き儀式に参加させているのに、だ。

　最近だいぶ考えを改めてはいるものの、地方伯として誇ほこり高いティルナードには悩ましい状況であろう。

「ティ、ティルナード様、元気を出して下さいな」

　アリシア付きのメイドからレイデン伯爵夫人になることが決まった巨乳の赤毛美人、ノーラが未来の夫の手を取り懸命に慰なぐさめる。

「地方伯として、力を持っているかどうかは関係なく……愛する者のために戦えるあなたのことを、私は……好きになったのですから……」

　いつもは勝ち気で強気な発言が多いだけに、殊しゆ勝しような言葉は相手の胸に響く。まして手を握にぎった拍ひよう子しに力がこもり、豊かな胸が余計に強調されて見えるからなおさらだ。

「ノーラ……、いたぁッ!!」

　心配りに表情を和やわらげ、そっと未来の妻を抱き寄せようとしたティルナードの手の甲を小型の鞭むちが見舞った。眼鏡を押し上げながらじろりとノーラを睨にらむのは、黒髪をひとつに縛しばった青年である。

「強公爵閣下の愛人志願だったくせに何をぬけぬけと抜かすか、この雌めす猫ねこ」

「なんで僕のほうを叩くんだ、セイグラム！」

　教育係兼執しつ事じのセイグラムに引っぱたかれた手をさすりながらティルナードは抗こう議ぎするが、途中でふと我に返って、

「あ、そうか、お前なりにノーラに気を遣ってくれてるんだな……」

　ようやく二人の仲を認めてくれたのかと、笑みを浮かべるティルナードだったが、セイグラムは淡たん々たんと続けた。

「第一ティルナード様が沈しずんでいらっしゃる真の理由は、地方伯云うん々ぬんだけではない。──例の男絡がらみで、スタンバール家への処しよ遇ぐうを憂うれえていらっしゃるのでしょう？」

　嬉しそうな表情から一転、ティルナードがばつの悪そうな顔でうつむく。裏切り者の前後見人、イーダルの息子ユーランのことをまだ気にしているというのは図星だったらしい。

　セイグラムなどの使用人まで戴冠式への出席を許した一方で、ゼオルディスはスタンバール家へは厳げん罰ばつを下した。国王暗殺の大たい逆ぎやく犯はんだから仕方がないとはいえ、内容といい速さといい、眼を見張るものがある。

　まず国王崩御の発表と同時に、爵位と領地を取り上げ、スタンバール一族の財産の大半を国庫へ没ぼつ収しゆう。本人の葬そう儀ぎを禁止し、特に近しい親族は幽ゆう閉へい。

　多産家で有名なイーダルには多くの子や孫が存在していたが、彼らが姻いん戚せき関係を結んだ先には今も次々に王家の名による監かん査さが入っているとか。国王暗殺に関与していないか調べるため、という名目だが、実際はそれを盾たてにして忠誠を強要して回っているらしい。

　地方伯至上主義者だったイーダルなので、縁えんを結んだ先も大半が地方伯。この場に集った者の中にも大勢いるが、反逆罪の適用をちらつかせての詰きつ問もんに震ふるえ上がった彼らは、今後新王の従順な下げ僕ぼくとなるだろう。

「……ごめん」

「謝る必要はありません」

　しょんぼりティルナードが謝っても、セイグラムは素そっ気けなくそう返すだけだ。そこへ、不要な時に勘かんの鋭するどいアリシアが無む邪じや気きに口を挟はさんだ。

「そうね、スタンバール家への処置は、確かに厳しいものだったから……だけどセイグラム、レイデン伯爵様は今はユーラン様以上にあなたのことをもがもが」

　カシュヴァーンとルアークがほぼ同時にアリシアの口元をふさいだ。

「アリシア、だからここであまり余計なことを言うな。俺だって死ぬほど言いたいことはあるが、我が慢まんしてやってるんだぞ？」

「まあ、強公爵閣下、我慢は体によくありませんわ。例えばどんな？」

　ルアークの茶々に、カシュヴァーンは鼻を鳴らして答えた。

「あのクソ王を今すぐぶん殴なぐりたもが」

「カシュヴァーン様、いけません！　お腹立ちはごもっともですが、あなたの発言のほうがよっぽど直接的で危険です!!」

　必死に手を伸ばして主の口をふさいだのは、彼の執事を務める穏おだやかな顔立ちの金髪の青年、トレイスである。ただでさえカシュヴァーンの声はよく通るのに、戴冠の儀も終わった今、誰が聞いているか分かったものではない。

「なんだトレイス、兄貴風を吹かせやがって」

「執事としてご忠告申し上げているだけです!!」

　年齢も身長もカシュヴァーンのほうが上に見えるが、実際はトレイスが二歳年長だ。幼おさな馴な染じみ二人がわあわあやり始めた横で、ノーラは悲しそうにつぶやいた。

「……申し訳ありませんわ、ティルナード様。私ってば、まだまだあなたのことをよく知りませんのね……」

　しょげるノーラを、ティルナードが一生懸命力づける。

「とんでもない。セイグラムは僕の執事でいつも側に控ひかえているんだから、僕のことを知っているのは当たり前だ。ノーラにもこれからたくさん知ってもらえばいいし……、僕もノ、ノーラのことを、もっとたくさん、知っていきたい、なッ、うわっ、ジェダ!?」

　もう一度ノーラの肩かたを抱こうとしたティルナードの腕うでを、細身の銀髪の青年がいきなり摑つかみ取った。謎なぞの茶袋、としか言いようがない仮装は解いているが、「日差しに弱い」という理由をつけ頭ず巾きんで顔を隠している。

「失礼しました、レイデン伯爵。ですがまだ夫婦となった訳でもないのに、公衆の面前で破は廉れん恥ちな真ま似ねはお控え下さい」

　少し前からティルナードの護ご衛えいを務めるジェダが、どこかの陰いん険けん執事のような口調で言った。ルアークの『兄』であるその戦せん闘とう能力は、弟には劣おとるものの一般人が勝てる相手ではない。

「よくやったジェダ。今後もその調子で頼むぞ」

「はッ」

　セイグラムに褒ほめられ、ジェダは従順に頭こうべを垂れる。

　ルアーク同様暗殺者として生きてきた期間が長いため、人付き合いが非常に下手なジェダだ。それを自覚しているため、あちこちに人間関係構こう築ちくの師を求めた結果、今ではすっかりセイグラムに染そまってしまっている。

「おいセイグラム、ジェダも、レイデン家の当主は誰だと……!!」

　ティルナードは憤いきどおるが、セイグラムは主君の抗議を無視して小声で言った。

「こうなると、やはりコゼット嬢じようを選ばなくて正解でしたね。下へ手たに彼女と婚約などしていれば、レイデン家がどんな難なん癖くせをつけられたか分かったものではありません。そういう意味では雌猫、今回に限ってはお前に感謝してやる」

「……一応ありがとう、と言っておきますわ陰険眼鏡……全く、私が正式にレイデン家の女主人になったら、覚えておきなさいよ……？」

　復ふく讐しゆうを誓ちかうノーラに、恐怖小説大好きなアリシアは「私も協力するわ！」と瞳を輝かせている。

　現金な妻の頭をため息交じりに撫でながら、カシュヴァーンもコゼットのことを口にした。

「コゼット嬢は、まだお目覚めではないようだな」

　先日の舞踏会にて故イーダルの娘であり、ティルナードと結婚すべしとして紹しよう介かいされたコゼット。最終的にアリシアのメイドになることに決まった彼女はとにかく臆病で、何かあるとすぐ気絶してしまう。

「アリシアの部屋でまだ寝てるよ。ま、今の状況だとたとえ目覚めてもすぐ気絶しちゃうだろうから、眼を覚まさないほうが本人のためでしょ。……それにしてもあの子にとっても、ティルぼっちゃんとのこと以前に、スタンバール一族に戻らなくてよかったみたいだねえ」

　こっそり普段の口調に戻り、ルアークも苦笑交じりに賛同した。

「こうなることを計算してあのお嬢さんを押しつけてきたんだろうな。全く、ノーラ様々だ」

　ティルナードに特定の相手がいなければ、話を受けていた可能性もあったのだ。正直助かった、とため息をつくカシュヴァーンに、アリシアは珍めずらしくおずおずと声をかけた。

「あの……コゼット様をメイドに迎える件ですけど。私のわがままでライセン家の立場が悪くなるようでしたら、よろしいんですのよ……？　他に行き場のないコゼット様ならきっと安いお給金で働いて下さるでしょうけど、私は元々自分のことは自分でして暮らしていましたし、メイドがいなくても……もが？」

　カシュヴァーンが手を上げ、静かにアリシアの口元をふさいだ。

「コゼット嬢は大勢の眼の前で父親に捨てられ、お前に拾われたんだ。新国王陛下もそのことを認めていたし、何よりあの方はアリシア、お前のことを気に入っている。今さらあのお嬢さんの件で言いがかりをつけてきたりはせんさ」

　お前のことを気に入っている、あたりで盛せい大だいに眉まゆ根ねを寄せたカシュヴァーンだったが、なんとか平静さを保たもってこう結んだ。

「それに、お前も知っているように、俺はできるだけ傷ついた女を見たくないんだ。幸いアズベルグは信心深い土地柄なのだし、コゼット嬢は適当な修道院に入るのがいいだろう」

　メイドを母にもつ出生の事情から、女性の不幸に敏びん感かんなカシュヴァーンである。怪かい奇き趣しゆ味みにあふれた己の家でコゼットが幸せに働けるとも思っていないらしく、さり気なく誘ゆう導どうした。

「そう、ですか……？　それならいいのですけど……」

　表情の晴れない妻をカシュヴァーンは困ったように見つめた。

「だから、そんな顔をしないでくれ、アリシア。お前が悲しむ姿は、中でも一番見たくない。……おい、誰か何か食い物を持っていないか？　味はとにかく、量が多い物がいいんだが」

　食い意地の張った妻の機嫌を手っ取り早く取ろうと、きょろきょろし始めたカシュヴァーンの上着の裾すそをアリシアはきゅっと握った。

「私も、カシュヴァーン様が傷ついたり悲しんだりするお姿は見たくありませんわ」

　だから、コゼットのもたらす影響が気になるのだ。視線はいつものように空の彼方かなたに向かっているが、真しん摯しな妻の訴うつたえにカシュヴァーンがはっとした顔になった。

「──でも、お姿が見えないのが、一番、嫌いや……です。この間の約束、守って下さいますわよね……？　……あっ」

　舞踏会の夜、聖堂にて離れない、どこにも行かないと誓ってくれたが、その前には「場合によっては他の誰かと再婚してもいい」などと遺ゆい言ごんめいた台詞を口にしたのだ。

　状況は混迷を極め、今後どうなっていくのか分からない。不安を覚え、すがるアリシアのあごをカシュヴァーンがくいと持ち上げ、しっかり眼と眼を合わせてくる。

「カ、カシュヴァーン様、お顔、近……、わ、私の顔、見たくなかったのでは……？」

　話が違う。混乱するアリシアに、カシュヴァーンは仕方ないじゃないか、とうそぶいた。

「そんな可愛かわいいことを、そんな可愛い顔で言われたら、顔も唇も近づけない訳には……、おい、トレイス、痛い！」

　靴くつ先さきを思いきり踏ふまれ、カシュヴァーンが執事に抗議した。

「痛いじゃありませんよ、いい加減にして下さいカシュヴァーン様!!　いくらご夫婦だとはいえ、少しは時と場所を考えていちゃいちゃなさって下さい!!」

　関係者だけでこそこそ話し合っている間にも舞台は調ととのえられ、二組の花嫁花はな婿むこが今まさに中庭の壇上に再登場しようとしているところなのだ。トレイスの言い分はもっともだが、カシュヴァーンは子供のように言い返した。

「我慢は体に悪いらしいじゃないか！　いろいろあって相当鬱うつ憤ぷんが溜たまっているのはお前も分かっているはずだ、少しは発散させてくれてもいいだろう!?　悪口もだめ、いちゃいちゃもだめなら、俺には昼寝と乗馬ぐらいしか趣味が残らんのだぞ!!　ここでそれをやれと言うのか!?」

「他の二つよりはましですからね！　お望みでしたら寝具と馬は用意しますよ!?」

　やけくそになったトレイスの声こそが大きくて、周囲がざわめき始める。

「さすがトレイスは幼馴染みね、言い合いでカシュヴァーン様の鬱憤を発散させてあげるなんて」

　まだ少し赤い頰ほほを手で冷やしながらアリシアが微笑ほほえめば、ルアークが笑って肩を竦すくめた。

「まあまあ、お二人とも。なんならこれからはトレイスと一緒に絵でも描いたらいかがです？　強公爵閣下」

　趣味のひとつでも作ればどうかとそそのかす、その声に盛大なファンファーレが重なる。戴冠式の際の荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きから一転、華はな々ばなしい音楽はもちろん結婚式の始まりの合図だ。

「……くそ。俺は女が傷つく姿は見たくないというのに……」

　いまだトレイスの画力について正直な感想を言えないでいるカシュヴァーンが、悔くやしそうにひとりごちた。

　顔の傷のせいでいつも薄笑いを浮かべているように見えるゼオルディス、美貌を薄うす化げ粧しようと優美な笑みでさらに飾り立てたナディール。楽しげな二人の花婿のすぐ側で、この場で最も咲き誇るべき二人の花嫁は無表情にうなだれている。

「アーシェル様はナディール様のことをお嫌いだそうだからともかくとして、ミューゼ様は国王陛下のことが好き、とおっしゃっていたのに……」

　とても望んで式を挙あげているようには見えない花嫁たちに、アリシアも眉根を寄せた。

　望まない結婚については、アリシアだって二回もやった。しかし与えられた状況を柔じゆう軟なんすぎるほど柔軟に受け止めることがアリシアの特技であり、一度目の結婚相手であるブライアンに明らかに小こ馬ば鹿かにされても特につらくはなかった。見栄っ張りフェイトリン、名前以外売る者のない哀あわれな娘との誹そしりは事実だし、金持ちとの結婚自体は望むところだったからだ。

「……結婚して一緒に過ごすうちに、すごく好きになる可能性は、あるけど……」

　カシュヴァーンとの二度目の結婚について考えるうち、ちょっぴり「おなかが痛」くなってきたアリシアだが、アーシェルとミューゼもそれぞれの花婿と幸福に暮らしていけるのだろうか。今の時点では、あまりそうは思えないが。

「まあ、国王陛下もナディール様もお金持ちではあるのだろうし、楽しい恋愛は愛人とするという手もあるわね……」

「そうですね。ですけどあのご様子では、お二人とも愛人どころか籠かごの鳥にされてしまいそうですわ」

　花嫁二人より、むしろアリシアの瞳に漂う憂いを見かねたように、ルアークがささやき返す。

「──おい、言っておくが馬鹿な考えを起こすなよ、ルシアナ。お前は俺たちの連れなんだ。お前が下手な真似をすれば、こっちも責任を問われるんだからな」

　へらへらした態度の下に誰よりも大人びた思考回路を隠す『息子』が、かすかに身動きしたのを察したのだろう。妻の肩を抱き寄せながらカシュヴァーンが小さく釘くぎを刺さすと、ルアークは「あんたって本当にいい男だよね」と笑った。

「ふん、しかし本当にどういうつもりなんだろうな。戦争がしたいのかしたくないのかよく分からん、やっていることが矛む盾じゆんだらけだ。第一このやり方では、戦争の前に内戦になるぞ……？」

　故イーダルが切望していた、王家と地方伯の権けん威いの復活。ゼオルディスが目指しているのは明らかに同じ理想なのだろうが、やり方までもがあまりにも理想主義的過ぎる。

　戴冠式にも結婚式にも呼ばれなかった新興貴族が、こんな扱いをされて新国王にいい感情を持つはずがないのだ。

「……カシュヴァーン様」

「大丈夫だ、アリシア。俺はここにいる。どこにも行かない」

　戦争、内戦といった不ふ吉きつな言葉に心細くなり、思わず夫の名を呼べば、カシュヴァーンはしっかりと手を握り締めてくれた。

「……だから、楽しい恋愛は俺だけとしてくれよ」

　ついでのような念押しに、アリシアは赤くなりながらうなずいた。







　結局誰が暗殺されることもなく、二組の婚儀はあっさりと終了した。

「あそこで昼寝をしたい」「馬でクソ王とナディールの野郎の顔の上を散歩してやりたい。徒歩でもいい」「トレイスに絵を描かせ……いや、なんでもない」などなど、ぶつぶつ言い続けていたカシュヴァーンだったが、言うだけで終わった。いかに鬱憤が溜まっているとはいえ、ろくに準備も整っていない状態で表立って反逆するなど正気の沙さ汰たではないからだ。

　滞とどこおりなく進んだ婚礼の儀式の中、変わったことと言えばただひとつ。誓いの口づけをアーシェルがかたくなに拒こばんだので、ナディールはやむなく彼女の額ひたいに口づけて儀式を終了させたことぐらいだ。

　その際、ナディールが何事か花嫁にささやいたのにアリシアは気づいた。式が終わり、さらに何人かが感激して気絶するのを尻しり目めに、そっとルアークに尋たずねてみる。

「ねえルシアナ、ナディール様はさっきアーシェル様……ではないのよね、もう。クロエ様になんとおっしゃったの？」

「アリシア様は、耳はよろしいのですよね……いえ、わたくしにもよく聞こえませんでしたわ」

「今夜覚えていなさい」などという言葉をアリシアに聞かせるのはためらわれたらしく、ルアークが曖あい昧まいに逃にげる。

　アーシェルの名と背負った翼を捨て、今後は「クロエ」と名乗ることとなった少女はこの先に待ち受ける運命を憂えてか、かすかに唇を嚙かみしめていた。彼女を得たことで第一階梯に登りつめたナディールは、シルディーン新国王と手を取り合って、〈翼の祈り〉の教えを捨てたクルセージュへ天てん罰ばつを下すと熱弁を振るっている。

「……ああ、くそ、やっと終わったんだからさっさと花嫁たちを休ませてやれ」

　もう見ていられん、とカシュヴァーンはできたばかりの夫婦二組から眼を逸そらす。祝しゆく辞じを述のべたい参列者に何重にも取り囲まれ、ミューゼなど今にも倒れそうだ。

「ええと……あ、オーデル侯こう爵しやく様も嫌そうな顔をなさっていますから、あちらをご覧になります？」

　夫とは不仲のジスカルド・オーデル侯爵が浮かべたしかめ面つらを指してのアリシアなりの気遣いに、カシュヴァーンは大きなため息をつく。

「個人的には胸がすく光景ではあるが、オーデル侯爵夫人とガーゼット侯爵閣下まで一緒ではな……」

　本当に優秀ではあるんだあのクソ王、とぼやくカシュヴァーンの視線の先では、オーデル侯爵夫妻とグラネウス・フィラル・ド・ガーゼット侯爵がそれぞれの表情で、喜びに沸わく地方伯たちを眺めている。

　イーダルの処分を決めた後、ゼオルディスは姉であるエルティーナが降こう嫁かしたオーデル家当主ジスカルド、カシュヴァーンがひそかに次代の王とすることを目論もくろんでいたガーゼット家当主グラネウスを宰相に指名した。これまた「王家と姻戚関係でもないスタンバール一家が、長く宰相家を独占したからこうなった。血縁であるおじさまや義に兄いさまなら俺も信頼できる」との大義名分つきの命令であり、二人ともその言葉に逆らえなかった。

　本日は百ゆ合りの花を逆さまにしたような奇妙な帽ぼう子しをかぶり、悪趣味な着き道どう楽らくぶりをいかんなく発はつ揮きしているグラネウスは、元々ゼオルディスに同情的な面があった。故ランドレイと同年代という落ち着きもあり、いつもの穏やかで優美な所しよ作さに変化はないが、ジスカルドの美しい面おもてにはいら立ちの色が濃こい。艶つややかな金の髪を、先ほどから不機嫌な様子でさかんにいじっている。

　その妻であるエルティーナの表情は、夫とグラネウスの中間、といったところか。時折「弟」ではなく「男」の顔で接してくるゼオルディスのことを彼女は嫌っているが、元王女という立場もあり、今は静観する構えのようだ。

「スタンバール一族は王家の権威を維い持じするために、あえて姻戚関係にならずにいたんだろうにな。……うっとうしいじいさんだったが、気の毒なことだ」

　なんの証しよう拠こもない。だから誰も何も言わない。しかし宰相による国王の暗殺といった単純な発表を、少なくともカシュヴァーンの周囲は誰も信じていない。

　苦いため息をつく夫の顔を見上げているアリシアの耳に、折しもこんな会話が聞こえてきた。

「しかし国王陛下は、その、新興貴族のひとりも呼ばずにすべての式を終えられて、大丈夫なのか？」

「むしろ呼んだほうが危ない、とお考えらしいぞ。あんな成り上がりどもがここにいたら、ほら、元宰相のようにおかしな考えを……あっ、いや、おい、よそう」

　なるほど、とうなずき合う壮そう年ねんの貴族たちのささやきが突然ぶつりと途切れた。この場に存在する唯ゆい一いつの成り上がり貴族、カシュヴァーンの鋭い視線に気づいたからである。

「新興貴族外しの理由付けにまで使われたのか。……お望みどおり、強くたくましい王が誕生したようでよかったな、じいさん」

　成り上がりめが、とあからさまに自分を蔑さげすむイーダルのことをカシュヴァーンは快こころよく思っていなかった。しかしあの厳格な老人が彼なりの信念に則のつとって生きてきたことは分かっているため、いいように使われた挙げ句の末路に同情を禁じ得ないようだ。

「──息子のユーランを〈翼の祈り〉に入れたのも、王家に有利になるように、というお考えだったんだろうにな」

　乾いた声でティルナードもつぶやく。途と端たんにセイグラムとノーラとジェダの視線を浴あび、「いや、ごめん、もう大丈夫だから！」と慌てている様にアリシアは微笑んだ。

「よかった、レイデン家のみんなはすっかり仲良くなったようね」

「……ジェダさんは、あんまりセイグラムさんに感化されすぎないといいんだけどね……」

　嬉しいような困ったような表情で相あい槌づちを打つルアークの声を聞きながら、アリシアは改めて国王陣じん営えいを眺めやった。

　華やかな人の輪、終わらない美び辞じ麗れい句く。けれど明るいのはゼオルディスとナディールだけで、それ以外の人間の表情は冴さえない。

　と、グラネウスが周りに断ってから動き始めた。何をするのかと思ったら、アリシアたちのところに向かってくる。

「……ガーゼット侯爵閣下」

「カシュヴァーン、アリシア、少しいいかね？」

　穏やかに微笑みながら、グラネウスが話しかけてきた。

　白しら髪が交まじりのきつく巻いた金髪の上におかしな帽子さえ乗せていなければ、相変わらず優雅な老ろう紳しん士しぶりだ。手に、きちんと封ふうをされた書簡を持っている。

「カシュヴァーン、ノーラを養女とする件だが、話は先にまとめておいた。必要な手続きはすべてすみ、ゼオにも許可を得ている」

「！　感謝しますが……しかし」

「おかしな条件などはつけられておらんよ。あの子もみなの前で認めたことだ、今さら横よこ槍やりを入れはしないだろう」

　カシュヴァーンの懸念を読み取り、グラネウスは小さく笑んだ。

「……それにあの子は、たぶん……いや、話したいことはたくさんあるのだが、あまりお前たちと話しているとまたとやかく言われるな。私は一度戻ろう」

　言葉を濁にごすグラネウスの瞳は憂いに満ちている。ゼオルディスについて語る時、いつも彼はこんな風に少し切なそうな、曖昧な物言いになる。

　アリシアも、ゼオルディスと王家が何か秘密を抱かかえていることだけは気づいていた。例の「魔法の言葉」をはじめ、ゼオルディス自身が折に触れ、手がかりめいたものをちらつかせるからだ。

　しかしカシュヴァーンやルアークは、それは彼の手であり、うかうかと乗ってはいけないと再三アリシアに言い聞かせている。

　政治的な思おも惑わくもあるのだろうが、二人が純じゆん粋すいに心配してくれているのだとは分かっている。だから正直、気になって気になって気になってたまらないが、言いつけを破ろうとは思わない。

　けれどその一方で、いつも優しく穏やかなグラネウスの顔に落ちた疲ひ労ろうの翳かげりが気になった。

「ガーゼット侯爵様、その……大丈夫、ですか？　目立つのは、あまりお好きでないのでしょう……？」

　見た目は派手派手しいグラネウスだが、趣味人を公言する彼はこのような晴れがましい場へ出ることを好まないはずだ。その上宰相など、まあきっと領地も増えてお金は儲もうかるのだろうけど、と思いながらアリシアが聞くと、グラネウスは瞳を細めて笑った。

「愛いとしい我が『娘』、そんな顔をしないでおくれ。大丈夫、と断言できないところがつらいが、今のところ私には何も問題はないよ。お前たちに関わった時から、もう一度政治の表舞台に立つことは分かっていたことだからね」

　それより、と物もの憂うげな瞳は派手な美貌の青年へと向かう。

「心配なのは、ジスカルドだな。若く自信に満ちているだけに、屈くつ辱じよくに耐たえることに慣なれていない」

「……そのようですね。早まった真似をされなければよろしいのですが」

　ジスカルドとは不仲で有名なカシュヴァーンだが、その心中は察して有り余るようだ。

「エルも心配しているが、立場上なかなか難しいのだよ。そもそも女性の手助けを喜ぶ男でもないしな……、おっと、では、また後ほど」

　ゼオルディスに手招きされたグラネウスは、書簡をカシュヴァーンに渡して去っていった。

「エルティーナ様も、本当はオーデル侯爵様のために何かしてあげたいんでしょうけど、ご本人がお望みでないならどうしようもないですわね……」

　夫婦仲は冷さめきっている、互いに愛人作りに忙いそがしいと噂うわさのオーデル侯爵夫妻であるが、妻のエルティーナは夫を一いち途ずに愛している。読書家仲間でもある彼女の心中を憂え、アリシアはぽつりとつぶやいた。

「……そうだなあ、この際天てん罰ばつが下ったってことにすれば……、ッ!?」

　カシュヴァーンに釘を刺されたことを忘れたか、何やら不ふ穏おんなつぶやきを漏らしたルアークの表情が引き締まった。わずかに遅おくれ、カシュヴァーンも全身に緊きん張ちようをみなぎらせ、アリシアを胸元に抱き込む。

「リーランス男だん爵しやく！」

「分かっている!!」

『弟』からの偽ぎ名めいでの呼びかけに応じながら、ジェダもティルナードとノーラを背に庇かばう。トレイスとセイグラムもそれぞれの主家の人々に寄り添そうように構えた。

　ライセン家・レイデン家一同が防戦体勢を作り上げた瞬間、一陣の風が春の花々を散らした。黒い影が音もなく、できたばかりの二組の夫婦の前に出現する。

「まあ、まるで私が『死神姫』になった時みたい」

　結婚式にやって来た「死神」を思わせる黒い影。一度目の結婚式を思い出し、場違いな胸のときめきを覚えたアリシアだったが、あの時影……ルアークが現れたのは式の最中だった。そして、一瞬で花婿を殺して去っていった。

　今忽こつ然ぜんと姿を見せた影は、まるで式が終わるのを待っていたようだ。手にしているのは武器ではなく書状で、黒く見えるのは衣装のためというよりも、髪と肌の色のせい。

「……まあ、あれは、ギゼ……？　……」

〈玩具の兵隊〉で常に一番だったルアークを深く憎にくむ永遠の二番手。シルディーン人と傭兵国家ラグラドールの民の間に生まれ、両国から差別を受ける〈灰色〉の少年、ギゼだった。







「貴様……!?」

　普段のルアークによく似た、体の線をぴたりとなぞる黒い服を着たギゼの登場に、ナディールは眼を剝むいた。だが次の瞬間、慌てて口に出しかけた名前を飲み込む。

〈玩具の兵隊〉解散後〈翼の祈り〉教団に身を寄せているギゼのことを、無論ナディールは知っているはずだ。しかし〈玩具の兵隊〉自体が表社会に出せない組そ織しきであり、このような場でうっかり名を呼ぶのはまずいと思ったのだろう。

　他の参列者たちは、見た目はラグラドール人であるギゼの登場に眉をひそめている者が大半だ。すでにラグラドール人の招待客がいる手前、露ろ骨こつな差別用語を口にしたりはしないが。

「あら、ナディール様の命令ではもが」

　不思議そうなアリシアの口元を押さえながら、カシュヴァーンも怪け訝げんな眼をしている。ギゼ、そして彼が尊敬する人物でありルアークの師し匠しようでもある『先生』は、ナディールら教団急進派の命めいで動いているはずなのに、反応がおかしいからだ。

「どうしたナディール、知り合いか？」

　からかうようにゼオルディスが笑う。共きよう闘とうを誓ったはずの王の裏切りにナディールは顔を引きつらせるが、ゼオルディスはすぐにギゼに眼を戻した。

「お前はラグラドールの使者か？　すでに祝いの言葉は受け取っているのだが、変わった趣しゆ向こうは嫌いじゃない。用件を聞こう」

　衛えい兵へいを呼ぼうとしたフロリアンを押しとどめながらゼオルディスが発した、ラグラドールという単語にギゼがぴくっとまなじりを吊つり上げる。彼は自分の黒髪と浅黒い肌の源であるラグラドール人を嫌っており、そのために〈玩具の兵隊〉へ志願して入団したほどだ。

　以前会った際の印象どおりなら、すぐさま口汚い言葉を返してきそうな場面である。けれど短気なギゼらしくもなく、淡々とした声で挨あい拶さつの口上を述べ始めた。

「親愛なるシルディーン国王、ゼオルディス陛下。本日は陛下にお知らせしたいことがあり、聖女アーシェルの命を受けて参りました」

　証あかしを示すように、ギゼが広げた翼を象かたどった一いつ対ついの紋もん章しようを眼前に掲かかげる。〈翼の祈り〉の聖職者なら必ず首から提さげているものであり、特に聖女アーシェルの横顔が翼の下に刻まれているのは、第三階梯以上の者の持ち物だ。

　思わぬギゼの行動に、裏事情を知らない参列者たちに動どう揺ようが走る。「〈汚お泥でいの民〉が、〈翼の祈り〉の紋章を……？」「どこかで盗んだんじゃないか？」などと思わず口に出した者がいて、幾いく人にんかのラグラドール人が視線を鋭くした。

「……なに？」

　つい先ほどまでアーシェルと呼ばれていたクロエも、いぶかしそうに眉を上げる。

　クロエはギゼが教団急進派の手の者とは知っているが、なぜ彼が「聖女アーシェルの命」などでここにいるのかは知らない。どういうことかとナディールを見上げるが、ナディールも全く心当たりがないらしく、戸と惑まどいと怒りをこめてギゼを見つめるばかり。

　そんなナディールを、ギゼがなぜかひたと見み据すえた。黒い瞳にナディールと同じく、戸惑いと怒りと、幾いくばくかの悲しみが過よぎり……けれど唇は、止まらずに真実を紡つむぎ出す。

「〈翼の祈り〉第二階梯の高位に在るナディールは、シルディーン貴族エストガル伯爵家の出と僭せん称しようしておりますが、その身分は金で買ったもの。実際の彼は……」

　刹せつ那なのためらいを挟んだ後、開き直ったように強く、大きく、決定的な言葉を口にする。

「……実際の彼は、身分卑いやしき〈灰色〉です」

　ナディールの表情がなくなった。

　他のラグラドール人の眼もあり、かろうじて体裁を取り繕つくろっていた地方伯たちのうち何人かが、ひっ、と声を上げて心持ち後ずさった。ラグラドール人嫌いを公言してはばからないジスカルドも、息を吞のんでナディールから距きよ離りを取る。

　シルディーン人の一部はラグラドール人を〈汚泥の民〉と呼んで忌いみ嫌うが、〈灰色〉へはさらに強きよう烈れつな不快感を示すのだ。自分たちの血肉が〈汚泥の民〉に穢けがされた、という気持ちになってしまうらしい。

〈灰色〉への差別はシルディーンだけのものではない。ラグラドール人への差別意識があるところにならどこにでも、クルセージュにも、多た国こく籍せきの人間が集まる〈翼の祈り〉にも、他国との深い交まじわりを嫌がるラグラドールにも。

「……ギゼ」

　何がなんだか分からず、無心にギゼの告発を聞いていたアリシアの耳を乾いた呼び声がかすめる。ルアークの声だと聞き取ったアリシアは、反射的にその顔を仰あおぎ見た。

　薄いベールの下にあるルアークの透明な無表情を、ギゼもまた一いち瞥べつした。そして、みるみるうちに醜みにくい嘲ちよう笑しようを己の顔いっぱいに広げていく。他の感情すべてを覆おおい隠すように。

「愚おろかな国王。こんな男にそそのかされ、〈翼の祈り〉教団を己の野心の踏み台にしようとするとは!!」

　無言のゼオルディスを声こわ高だかに嘲あざわらった後、ギゼは攻撃目標をクロエに移した。

「愚かな女。こんな男と神聖なる誓いを交かわし、聖女の資格を喪うしなうとは!!」

　顔面蒼そう白はくのクロエに哄こう笑しようを浴びせ、自じ暴ぼう自じ棄きの炎が踊る瞳は最後にアリシアとカシュヴァーンに据えられた。

「愚かな領主と愚かなその妻。度たび重かさなる神への冒ぼう讀とく行こう為いを、我らが聖女アーシェルは決して赦ゆるさない」

　もう一度アーシェルの名を口にしてから、ギゼは世界を呪のろうように高々と両手を広げた。

「聖女と神をないがしろにする唾だ棄きすべき愚ぐ者しや、シルディーン王家及びライセン家は破門に処する!!　まずはアズベルグ地方を火によって浄じよう化かする。正統な教えを受ける気になったなら、我々に赦しを乞こうがいい!!」

　神を代行するかのような口調で叫んだ少年の姿がかき消える。

　アリシアの前髪をさやかな風に揺ゆらしたギゼは、手にしていた書状をその場に残して去っていった。







　静まり返った中庭に、クロエのひとりごとは奇妙に大きく響いた。

「ソルラスカ、か……」

　先々代の聖女アーシェルにして、絶対の信仰を持つ自分こそが聖女に相応しい、と信じてやまない狂信者。

　そのためにパーシアを亡き者にさえした彼女が、信仰など野心の道具としか思っていないナディールの暴走を放っておくはずがなかった。

　すべてはこの日、この時のためだったのだ。

「カシュヴァーン様、アズベルグが……!!」

「トレイス、お前は先に戻れ!!」

  血相を変えたトレイスに、カシュヴァーンが簡かん潔けつに命令を下す。しっかりとうなずいたトレイスは気持ちばかりゼオルディスに一礼すると、故郷の状況を探さぐるべく外へ飛び出していった。

「カシュヴァーン様……」

「ライセン、どうするんだ」

　アリシアを含め、ノーラやティルナードが口々に質問すると、カシュヴァーンは重々しい声で判断を下した。

「……ひとまず、こっちが片づいてからだ。セイグラム、トレイスを手伝ってやってくれ」

　うなずいたセイグラムがトレイスを追って走り出した。

　アズベルグのことは無論捨て置けないが、王家と教団の一大醜しゆう聞ぶんの顚てん末まつは確かめておく必要があるだろう。かすかな震えを帯おびた夫の手が自分のそれを握るのを感じながら、アリシアも壇上から視線を外さない。……実際はまた角度がずれていたので、カシュヴァーンがそっと直してくれたが。

「はははははは!!」

　突然湧わき起こった新国王の哄笑に、さざ波のように起こり始めていたひそひそ話がぴたりとやむ。

「はは、はははは！　あはははは!!　はは、はっ、そうか、例のばあさん、聖女殺しの聖女が、邪じや魔まな聖女を片づけてもう一度聖女気取りって訳か、ははははは……!!」

　クロエの表情が軋きしむのを楽しむように、ゼオルディスは「聖女」を連呼した。静まり返った中庭で春の日差しを浴びながら、〈灰色〉に穢された宝冠を輝かせて彼はげらげら笑い続ける。

「ゼオ様……」

　夫に禁じられていたゼオルディスの愛称を、アリシアは思わず呼んでしまった。その声が聞こえたのか、ふっと笑みを収めた新王がアリシアを見つめる。

「……聖女、な」

　またしても同じ単語を繰り返したゼオルディスは、眉をひそめて妻の前に立ったカシュヴァーンににいっと笑った。

　カシュヴァーンが無言で睨み返しても、気に留める様子はない。明るく快かい活かつな笑みを保ったまま、その眼は別の男へと向かう。

「こけにしてくれたものじゃないか、ええ？　ナディール」

　裏切り者を呼ぶ声は、奇妙なほどに甘く優しい。生きた石像と化していたナディールが、冗じよう談だんのように大おお仰ぎように全身を震わせて叫び出した。

「ギ、ギゼ、ギゼだって……!!」

　常日頃の余裕と優ゆう雅がさはどこへやら、責任転てん嫁かになっていない言い逃のがれを繰り返す。その様はひどくみじめったらしい。

　ギゼが本当に〈翼の祈り〉の手の者かどうか、最後まで疑っていた者たちもナディールの反応で事の真しん偽ぎを見極めたようだ。先ほどまではやれ新国王の力強い協力者、至高き国への導き手などと調子よく褒めそやしていたその唇で、〈灰色〉の穢れを払う聖句を唱となえている。

「……最近やけに動きが拙せつ速そくだったのは、このためか」

　痛ましそうにナディールを見つめる一方で、カシュヴァーンが冷静に納なつ得とくしている。アリシアも物悲しい気分でうなずいた。

「王家にラグラドールと接触を持ってほしくなかったのですね、ナディール様……」

　昨年の国王暗殺未み遂すいといい、ラグラドールでのアリシア誘ゆう拐かいといい、近年ナディールは方向性の見えない場当たり的な命令を出している印象が強かった。思えばそれは、ラグラドールが絡む時だけだった。

　ラグラドールとの接点が増えれば、自分の出生の秘密が明るみに出る可能性が高くなる。それだけはなんとしても避さけたかったのだろう。

「ち、違う！　私はシルディーン人だっ、証拠だってある!!　つ、〈翼の祈り〉に入った時家名を捨てただけだ、出生証明書がある、本当だ、間違いない……!!」

　懸命に自己弁護を繰り返すナディールを尻目に、ゼオルディスはゆっくりとギゼが残していった書状を拾い上げた。ざっと眼を通してから、おもむろに近侍を呼ぶ。

「フロリアン」

　耳元に命令をささやかれ、不快そうなフロリアンの顔に戸惑いが広がっていく。

「……なぜそんな物を？」

「それがあれば分かる、らしいぞ」

　にやにやしながらゼオルディスは言い、なおもくだくだしい言い訳を述べているナディールを衛兵に捕つかまえさせた。

「陛下、何を……!?　あ、あのような者の言うことを信じるのですか、証拠ならあります、私を信じて下さい……!!」

　緋色の髪を振り乱し、泣き出しそうでさえあるナディールのところに、程なくフロリアンが戻ってきた。彼が手にしている物を見て、ナディールが大きく眼を見開く。

「……あら？　カシュヴァーン様、やっぱり私は眼が悪いのですね。マーベル卿きようが持ってこられた物が、水みず桶おけに見えるのですけど」

「大丈夫だアリシア。俺にも、他の奴やつらにもそう見えているらしい」

　厳しい表情のままカシュヴァーンが言うように、地面に這はわされたナディールの前に置かれたのはただの水桶だった。中身もただの水にしか見えない。

「毒が入っているとか？　それとも、水桶の底に何か……？」

　勝手な想像にわくわくし始めたアリシアの予想を裏切り、ゼオルディスはナディールの頭を鷲わし摑づかみにし、そのまま水桶に突っ込んだ。

「がはっ……!!」

　弁解のために大きく開いていた口へとたちまち浸しん入にゆうする水。息苦しさに身をもがき、整えられた草木を苦し紛まぎれに引っ摑みながら暴れるナディールを、ゼオルディスは薄笑いを浮かべて眺めている。

〈翼の祈り〉の教えによれば、水死した者は怪物の棲すまう水みな底そこの国へ沈むことになっている。生前の善行によって翼を得、神の住む楽園である至高き国へ飛び去ることを目指す信徒たちにとっては絶対に避けたい死に方だ。

　だから水責めは効果的な拷ごう問もんである。ゼオルディスは、ナディールに自白を強要しているのだろうか。

「うぐ、ごほっ、嫌だ、嫌だ……!!」

　たっぷり水を飲み、びしょ濡ぬれの髪を頰や額に貼はりつけた顔がゼオルディスの手で引き上げられる。

　しかしナディールは、あろうことか水桶に顔を戻そうとしている。

「……？　ナディール様は、水責めがお好き……？」

　ますます分からなくなり、小首をかしげるアリシア及び中庭に集う人々すべての前に、薄化粧を洗い落とされたナディールの顔がさらけ出された。

「……ああ……、あら？」

　ようやく得心できたような気がしたアリシアだが、やっぱり小首をかしげてしまう。

「カシュヴァーン様、私って本当に眼が悪いのですね……ナディール様のお顔、それほど浅黒くは見えませんわ……」

　水桶で顔を洗えば化粧は落ちる。さらけ出されるのは、動かぬ証拠となる〈灰色〉特有の浅黒い肌。そういう趣向だと思っていた。

　けれどアリシアの眼に映うつるナディールの顔は、いつもどおり白い。

　化粧が剝はげ落ち、普段よりは華やかさに欠けるが、だからといってシルディーン人に見えない訳ではない。

「……いや、俺にもそう見える。一体どういう……」

　カシュヴァーンもルアークも腑ふに落ちない様子だが、そうこうしているうちにゼオルディスがナディールを捕とらえている兵士に命令を下した。兵士たちはいいのだろうか、という様子を見せながら、ナディールを解放する。

　次の瞬間、自由になったナディールは一心不乱に自分の素す顔がおを隠し始めた。

　最初は両手で顔を覆ったのだが、それだけでは不安なのだろう。濡れた髪をかき集め、それを皮ひ膚ふに貼りつけるようにして懸命に懸命に作業をしながら、泥どろに汚れるのも構わず地面にべったり顔をつけてしまった。

「語るに落ちたな」

　一連の様子を見守っていたゼオルディスが、くつくつと喉を鳴らして笑った。

　肌の色自体ではない。異様なまでに肌の色を隠そうとするナディールの行動そのものが、ギゼの言葉の正しさを証明していた。

　本人もようやくそのことに気づいたようだ。泥や草の葉にまみれた顔を上げ、違う、と口の中で力なくつぶやいたが、すべてはすでに終わってしまっていた。

「皮膚の色を薄めるため、〈灰色〉の家系はすさまじい努力をするらしいな。薬品を使ったり、怪しい呪じゆ術じゆつ師しを頼ったり、シルディーン人の女を無理やり手込めにして次代に期待したり。お前の家はどうやら、最後の方法を繰り返してきたらしいが」

　これもギゼが置いていった書状に記き載さいされていたのだろう。ナディールの祖先たちの所業を口にして、ゼオルディスはにっこり微笑んだ。

「だが、どれだけ血を薄めたところで〈灰色〉は〈灰色〉だ。なあ？」

　最も早はや顔を覆う気力もないらしいナディールに言葉の剣を刺した後、あっさりとこう命じる。

「衛兵、ナディールとクロエを捕らえて牢ろうに繫つなげ」

　クロエがぎくりと身を強こわ張ばらせた。命じられた衛兵たちも、結婚したとはいえいまだ翼を背負ったままの彼女に無体を働くのは気が引けたらしく、顔を見合わせて譲り合っている。

「どうした？　お前たちを先に捕らえなければならないか？」

　冷ややかに重ねられた命令に逆らえば、牢に送られるのは彼らだ。命じられたとおり二人を捕ほ縛ばくすると、たちまちのうちに去っていった。

　なんとも言い難がたい空気の中、ゼオルディスが引きつれた笑みを浮かべながら気軽な調子で尋ねてくる。

「さてさて、俺たちは仲良く揃って〈翼の祈り〉に破門されたようだが、お前はどうする？　カーシュ」

「ナディールの件が真実だった以上、残りの言葉も真実でしょうね」

　すでに台詞は考えていたらしく、カシュヴァーンの口調は滑なめらかだった。

「国王陛下、恐れながら我が領地が危機にさらされているようです。誠に申し訳ありませんが、これにて御ご前ぜんを失礼させていただきます」

「では俺も、後から兵を出してやろう。手始めにアズベルグ地方を焼く、ということなら、戦火が拡大する前に防ふせがないとな」

「──御み心こころのままに」

　まるで期待していない声こわ音ねでつぶやいたカシュヴァーンの目め配くばせを受け、ライセン・レイデン家一行はただちに中庭を後にした。

「ああ、おじさまとジス義に兄い様さま、エル姉ねえ様さまはここにいて下さいね？　協力者に裏切られた、かわいそうなゼオをひとりにしないで下さい、寂さびしいじゃないですか」

　先手を打つゼオルディスの甘えた声が、かすかにアリシアの耳に聞こえた。








　第二章　浄化の火







　通常四、五日はかかる距きよ離りを馬車でひた走り、アリシアたちは三日足らずでシルディーン最北の地であるアズベルグ地方へ戻った。

　無茶な日程は馬に負ふ担たんがかかる。道中何頭もの馬がだめになり、かわいそうだしもったいないと思ってしまうアリシアだったが、憔しよう悴すいした顔の中で眼めだけを鋭するどく光らせているカシュヴァーンを見ていると何も言えなかった。

「アリシア、まだ寝ていていいんだぞ。着いたら起こしてやる」

　夜明けを迎むかえたばかりの景色へ鋭い視線を送っていたカシュヴァーンが、同じく外を見ていたアリシアの髪をそっと撫なでてくれる。馬が潰つぶれる旅たび路じが人に優しいはずもなく、食事も睡すい眠みんもろくに取れない状況ではあるが　順じゆん応のう性せいに定評のあるアリシアは首を振った。

「いえ、もう着きますし。それにカシュヴァーン様こそ……」

「……俺はとても眠る気になれん……、くそっ!!」

　つぶやいて、再び窓の外に眼を転じたカシュヴァーンが、いら立たしげに舌打ちした。つられて同じく窓の向こうを見たアリシアの眼に、鮮あざやかな赤が飛び込んでくる。

「……！　火、こんなに……」

　アズベルグ特有の曇どん天てんを舐なめる炎の舌に、アリシアは息を吞のむ。思っていたよりずいぶん火の勢いは強く、燃えている範はん囲いも広かった。

　一年を通して肌寒いこの地は、折しも短く貴重な春の中。草木が芽め吹ぶき、雪も消え去り、普段よりは湿しつ度ども下がっている分、火は燃え広がりやすくなっている。

「くそっ……!!」

　もう一度舌打ちしたカシュヴァーンは、馬車が停とまるやいなや物も言わずに飛び降りた。辿たどり着いたこの場所はライセンの屋や敷しきではなく、アズベルグの南部に位置するアズベルグ公こう爵しやく家けの屋敷である。

「行こ、アリシア。この辺に火はまだ来ていないようだけど、煙けむりは結構すごいからあんまり吸わないようにね」

　カシュヴァーンに続き、頭ず巾きんで顔だけ隠かくし、他は普段の衣装に戻ったルアークが、あたりを警けい戒かいしながらアリシアを連れて降りる。

　別の馬車からはティルナードが顔を出し、ノーラに手を貸しながら同じく地面に降りた。ちなみにノーラはこちらのほうが動きやすいからと、白黒のメイド服に着替えている。

「ティルナード様、大丈夫ですか？　無理をなさらないで、馬車にいらしたほうが」

「へ、平気、さ」

　十年ほど前生家を焼かれた記憶から、炎への恐怖を心に刻きざんだティルナードだ。顔色の悪さをノーラに心配され、必死に強がっているが、セイグラムとジェダをさり気なく煙避よけに使っている。

「本当に、すごい煙……、こほっ」

　アリシアも火はとにかく、思ったよりも煙がひどくて数度咳せき込んでしまった。ルアークが貸してくれた手ぬぐいで口元を覆おおっていると、

「カシュヴァーン様、アリシア様、ご無事でしたか!?」

　先行していたトレイスが、一行の到とう着ちやくに安あん堵どの表情を浮かべながら走り寄ってきた。彼からの知らせで、ここが対〈翼の祈り〉の前線基き地ちになっていることは知らされていた。

　出火場所は案外遠いようだ。だが炎の拡大は風の流れや敵の動き次第。

「ああ、無事だ。南側までは攻め込まれていないようだな。戦況を記しるした地図はあるか？　指し揮きは誰が……」

　長旅による疲れを癒いやす暇ひまもなく、カシュヴァーンは近寄ってきた自警団の面々に矢や継つぎ早ばやに質問を重ねていく。北西ラグラドール内にある〈翼の祈り〉の本ほん拠きよ地ちを出た兵士たちは、ここ南に向かって進軍中のようだ。

「軍議の邪じや魔まになってはいけないわね……」

　ところでアズベルグ家の薔ば薇らは無事かしらと、ちょっとだけ夫の側を離れようとしたアリシアのほうを見もせずに、カシュヴァーンは出し抜けにその手首を摑つかんだ。

「アリシア、勝手に動き回るな！　ルアーク、絶対にアリシアから眼を離すなよ!!」

「まっかせといてー」

　ひらひら手を振って応じたルアークは、「カシュヴァーン様って本当に勘かんがよろしいのね……」とびっくりしているアリシアの側に改めて立つ。

「勘がいいっていうより、アリシアの行動をよく分かってるってことだと思うな。ま、てな訳だから、俺と一緒にいてね、アリシア。気になるのは分かるけど、俺にもカシュヴァーンおにいちゃんにも状況がよく分かってないんだ。ひとりで行動しちゃだめだよ……おっと？」

　何かに気づいたように瞳ひとみを動かしたルアークが、珍めずらしく戸と惑まどいの表情を浮かべた。

「ありゃ、ディネロ様か……あー、まあ、無理もないかあ」

　その名にアリシアが反応する前に、押し殺したような声がカシュヴァーンを呼んだ。

「ライセン、貴様……!!」

　足音も荒くカシュヴァーンのもとへと歩み寄ってきたのは、アズベルグの民としても珍しいほどの長身と彫ちよう像ぞうのような美び貌ぼうの青年。この地の地方伯であり、現在は領主であるカシュヴァーンの補佐を務つとめることが多い「時計公こう爵しやく」ディネロ・アズベルグだ。

　普段は無口で無表情、なまじ顔立ちが整っているだけに不ぶ気き味みな印象すらあるディネロである。今も多くを語ろうとはしなかったが、思し慮りよ深ぶかく穏おだやかなはずの彼が、アリシアにも分かるほどはっきり怒っていた。

「ライセン強きよう公こう爵しやく、よくもおめおめとディネロ様の前に顔を出せたものですねッ!!」

　その横で声こわ高だかにカシュヴァーンを罵ののしり始めた赤茶色の髪の若者は、アレクトール・ケルヴァン。アズベルグ家の執しつ事じ見習いにしてディネロを敬愛してやまない彼は、事あるごとにカシュヴァーンに食ってかかる。

　常ならば、歯し牙がにもかけられないか逆にやりこめられてしまうところだ。しかしカシュヴァーンは黙だまってその場に立っているだけで、勢いづいたアレクトールの攻撃は止まらない。

「あなたの不信心がこの光景を生み出したんですよ!?　やはりアズベルグの領主に相応ふさわしいのはディネロ様です、今からでも遅くありません、ディネロ様をもがっ!?」

　ディネロディネロと連呼する唇くちびるを、呼ばれた当人の手がふさいだ。

　だがディネロの表情は険けわしいままで、厳しく見み据すえられたカシュヴァーンもとっさの言葉が出ない様子だ。トレイスも近づいてはきたものの割って入ることができず、せめてとばかり主あるじの背後でうつむいている。

「カシュヴァーン様、ディネロ様……」

　痛いほどの沈ちん黙もくの中、アリシアは首が痛むのも忘れて背の高い男たちを懸けん命めいに見回す。

「時計公爵」とあだ名がつくほど毎日毎日見回りを行い、領民と領地を愛するディネロがこの状じよう況きように怒いかりを覚えるのは仕方がない。カシュヴァーンが留守の間の代理を任まかされていた負担も相当大きかっただろう。














　けれど、ただ黙って責められている夫の胸中を思うと、アリシアはいてもたってもいられなくなった。

「ディネロ様、アレク。確かに今の状況は、その……カシュヴァーン様が不信心だったせいかもしれませんわ」

　夫の窮きゆう状じようを見かね、思わず進み出たアリシアにディネロが視線を移す。おい、とカシュヴァーンが咎とがめたが、ディネロはじっとアリシアを見つめて言った。

「──久しぶりだ、アリシア。会いた、かった」

　ほの暗い光をたたえた薄い灰色の瞳に見み下おろされ、一瞬びくりと背筋が震ふるえる。ディネロを怖こわい、と思ったのは初めてだったのでまごついたが、ここで足を引くことはできない。

「お、お久しぶりです……あの、ですけど、ディネロ様がこの地の領主だったとしても、不信心を理由にアズベルグを焼くような方たちには従わないでしょう……？　それなら結局、同じようなことをされたのではないかと思いますの……」

　こわごわ意見を述のべると、ディネロの表情がかすかに和やわらいだ。それを認めたカシュヴァーンは、アリシアを引き寄せながらアズベルグ主従に頭を下げる。

「……すまない、ディネロ、アレク。俺の読みが甘かったことは認める。だが今は、とにかく奴やつらの進軍を食い止めるのが先決だ」

「あなたはアレクトールと呼んで下さいと言いましたよね!?」

　性しよう懲こりもなくアレクトールは怒っているが、ディネロは譲じよう歩ほを示してくれた。

「……いや。俺も、悪かった。気が、立っていた」

「無理もない。俺も相当腹は立っている。──この怒りは、例のばあさんの手先どもに思いきりぶつけてやる!!　誰の領地を焼いたのか、必ず後こう悔かいさせてやるからな!!」

　きつく拳こぶしを握にぎり、カシュヴァーンが怒りを露あらわにする。

　ディネロやジスカルドのような、きらめく美貌の持ち主ではない。しかし疲ひ労ろうにより凄すごみを増した精せい悍かんな顔立ちや、その全身にみなぎる怒りの炎は見る者の心を強く揺ゆさぶった。

「カシュヴァーン様、なんなりとご命令を!!」

「俺たちの土地を焼く神様より、俺たちのために帰ってきて下さったあなたを信じます!!」

　興奮した自警団の男たちが口々に叫さけび出すのを聞きながら、アリシアもぽっと頰ほおを染そめる。

「カシュヴァーン様は、お疲れのほうが顔が怖くてすてきかも……」

　面おも白しろくなさそうな様子で事の成り行きを眺ながめていたアレクトールが、それを聞いて慌あわてたように言った。

「アリシア様ッ、それならぜひ我が主をご覧下さい。普段のお優しいディネロ様ではなく、ちょっと虫の居所が悪い今のディネロ様は貴重ですよ!!」

　地方伯であるディネロこそがアリシアの夫に相応しい、とアレクトールは以前から言い続けているのだ。確かにさっき怖かった、と怖いものに眼がないアリシアが好奇心を覚えた瞬間、トレイスが待ったをかける。

「な、何を言うか。ええと、『アズベルグの変態』と呼ばれるカシュヴァーン様の怖さを見くびるなよ！」

「なんの、元々のお顔立ちがお美しいディネロ様だからこそ、お怒りの際の怖さが際きわ立だつんです!!」

「いやっカシュヴァーン様のほうが怖い！」

「いいえ絶対ディネロ様のほうが!!」

　いつかのような言い合いに突入した執事と執事見習いの肩を、それぞれの主がそっと叩たたく。

「……トレイス、お前本当は俺のことが嫌きらいだろう……？」

「……アレク、いい加減に、しろ」

　気まずそうにトレイスとアレクトールが黙ったところを見み計はからい、カシュヴァーンは小さくため息をついて話題を変えた。

「俺たちはとりあえず、このまま屋敷を目指して行くつもりだ。ディネロ、悪いがお前はここで引き続き指揮を執とってもらえるか。後方にお前がいてくれれば、俺たちも領民も安心できる」

「分かった」

「それと、もうひとつ。話せば長くなるんだが、ちょっと訳ありの娘を連れている。このまま連れて行くと大変そうなので、しばらくここで面倒を見てもらいたい」

　カシュヴァーンが世話を頼んだのは、いまだ気絶しっぱなしのコゼットのことである。何度か目覚めてはいるのだが、そのたびささいなことで眼を回すため、現在も馬車で横になったままだ。

「分かった。……アリシアも、ここに、残すか」

「いや、連れて行く。危険な目に遭あわせる可能性もあるが、それより俺たちから離れるほうが危ない」

　言いながら、カシュヴァーンがそっとルアークに目め配くばせする。

　状況的にギゼ、そして『先生』が出現する可能性があるのだ。カシュヴァーンから、というよりルアークからアリシアを離すのはまずい。

「少し打ち合わせをして、それから出発する。トレイス、セイグラム、来てくれ!!」

　カシュヴァーンの呼びかけに、二人の執事が駆かけ寄ってくる。そこへ、

「ぼ、僕も!!」

　煙の匂においに顔をしかめながら、参加表明をしたのはティルナードだった。

「……ティル、無理するな。お前は」

「だって、無理しなきゃいけない状況だろう。レイデンはアズベルグと領地を接しているんだ。ここが陥かん落らくしたら、レイデンまで焼かれる可能性がある」

　闇やみ雲くもに虚きよ勢せいを張っている訳ではない、とまず説明したティルナードはノーラを振り返った。

「何よりアズベルグは僕の後こう見けん人にん夫妻と、僕の愛する人が住む土地だ。戦わなくてどうする!!」

「ティルナード様……!!」

　瞳を潤うるませるノーラ、仏ぶつ頂ちよう面づらでうなずいたセイグラム、そんなセイグラムを参考に同じ表情でうなずいているジェダを順じゆん繰ぐりに眺め、カシュヴァーンは決断した。

「分かったティル、お前も来い。指揮の基本ぐらいはセイグラムに習っているな？」

「も、もちろん!!」

　嬉うれしそうなティルナードもカシュヴァーンたちのところに集まっていく。心なしか少したくましくなった背中を微笑ほほえましく見送ったアリシアは、ふと視線を感じて顔を上げた。

「……あの、ディネロ、様？　打ち合わせは……、よろしいの？」

　アレクトールはティルナードにつられたように小走りに駆け出し、セイグラムに「見習い風ふ情ぜいがでしゃばるな」と早さつ速そくやっつけられているのに、主であるディネロはまだその場に留とどまっている。感情の読めない眼は、アリシアに据えられたまま。

「ディネロ様……？　怖、いえその、リドレックと薔薇は、お元気……？」

　後ずさってしまいそうになりながら、いまだ病やまいの床とこにあるという家か令れいリドレックの名を口に出すと、ディネロの眉まゆが寄った。

　見えない圧を受けたような心地ここちになり、後ずさろうにも足が動かない。

「ディ、ディネロ様……きゃっ、あっ、ルアーク……」

「──ディネロ様、うちのアリシアに何か用？」

　後ろ向きに倒れそうになりかけたアリシアを素す早ばやく支えながら、ルアークが二人の間に立った。途と端たんにディネロがすっと眼を逸そらす。

「ライセン」

　何事もなかったかのように、ディネロがカシュヴァーンたちのほうに歩き出す。

「どうしたのかしら、ディネロ様……もしかするとお久しぶりすぎて、私のことをお忘れなのかしら？」

　だからあんな風に、怖いほどまじまじと顔を覗のぞき込んでくるのだろうか。不思議そうにしているアリシアを庇かばう位置を保たもったまま、ルアークが低くつぶやく。

「……ここに残らなくて正解っぽいね、アリシア」

　そして不安そうなノーラにも呼びかけ、再度自分の側から離れないようにと言った。







　ギゼの宣せん戦せん布ふ告こくを合図に、アズベルグ地方に〈翼つばさの祈いのり〉教団が攻め入ってきたのは、アリシアたちが戻ってきた二日前だという。

　カシュヴァーンもこの事態を予想していなかった訳ではない。特に先日ラグラドールと〈翼の祈り〉に繫つながりが見えて以来、ある程度の兵力を国境付近に常じよう駐ちゆうさせていたのだが、あくまで「ある程度」だ。防ぼう衛えい線は呆あつ気けなく破られ、現在アズベルグ北部は教団に制圧されているという。

　ライセンの屋敷も押さえられているだろう。残された使用人たちはどうなっているのか、アリシアも気がかりでならないが、領主であるカシュヴァーンの焦しよう燥そうはそれ以上だ。

「下へ手たに国境で大だい規き模ぼな軍備をちらつかせれば、宣戦布告と取られかねんからな……！　くそ、今となっては後の祭りだが、いっそ一気に本拠地を叩くべきだったのか……!!」

　詮せんないこととは知りつつも、馬車移動の最中カシュヴァーンは苦しそうにそんなことを言うこともあった。本来なら先を行く兵士たちに交まじり、得意の乗馬で駆けていきたいところだろうが、アリシアとの同行を優先させたのだ。

　ひとまずはアズベルグ中央部にある、古い時代の領主の館やかたを目指してライセン・レイデン家一行は進んでいる。最新の情報によればちょうどそのあたりが最前線であり、〈翼の祈り〉にとってはまたとない橋きよう頭とう堡ほとなる建物を奪うばわれまいと兵士たちが必死に戦っているらしい。

「アリシア、大丈夫だ、そんな顔をするな。レイデンやオーデルにも援えん助じよを頼む使者は出した。最悪あそこを陥おとされても、アズベルグ家の屋敷で踏ふん張ばればいい」

　時々心配そうな妻に気づいては、口づけをしたり頭を撫でたりしてくれるカシュヴァーンであるが、アリシアにはむしろ夫こそが癒いやしや励はげましを必要としているように思えた。

「あの……膝ひざ枕まくらですとか、して差し上げましょうか……？」

　試しにそんなことを言ってみたが、カシュヴァーンは苦笑いして首を振るばかり。

「気持ちはありがたいが、もう少し戦せん況きようが落ち着いたらな。大体まだ昼だぞ？」

　まずカシュヴァーン自身が落ち着いたほうがよさそうなので提案してみたのだが、夫妻の側に張りついているルアークは「カシュヴァーンおにいちゃんの性格上、今はほっといたほうがいいよ」と耳打ちしてきた。悪あく名みように反して立場への責任感が強い彼を、下手に慰なぐさめたりすると逆効果であると。

「全部終わったら、思いっきりいちゃいちゃしてあげなよ。ね？」

「そうね……じゃあ膝枕をして、頭を撫でて、く、口づけして、差し上げて……」

「……おい、全部聞こえてるぞ。まあ、後の楽しみがあったほうがやる気も出るけどな……」

　多少はくつろいだ様子になったカシュヴァーンの顔が引き締まり、右手が腰の剣に走る。気づけば馬車の外を流れていく森の緑に、火の赤と煙の黒が目立ち始めていた。

「ルアーク!!」

「分かってるって、アリシア最優先!!」

　息の合った応おう酬しゆうにかぶさる馬のいななきと悲鳴。まだ元領主の館は先のはずだが、どうやら敵兵と遭そう遇ぐうしたようだ。

「馬を止めろ、俺は出る!!」

　御ぎよ者しやを務めていたトレイスがただちに減速を始め、カシュヴァーンは馬車が完全に停まるのを待たずに外へ飛び出した。アズベルグ家を出発してからすでに一日半が経過しているが、その間もろくに休んでいなかったとは思えない動きだ。

「い、行ってらっしゃいませ、ご武運を!!」

　開け放はなたれた扉から流れ込んだ煙に口元を押さえながら叫んだアリシアに、カシュヴァーンは軽く片手を上げて応こたえてくれた。

　近くには同じようにセイグラムが操あやつっていた馬車が停まり、中からティルナードとジェダが現れる。セイグラムが馬車に残っているのは、同じく残ったノーラの護ご衛えいなのだろう。







　馬車の扉はすぐにトレイスの手によって閉められた。男性陣じんが戦せん闘とうに参加していくのを黙って見守るアリシアに、ルアークが確認を取った。

「分かってると思うけどここにいてね、アリシア」

「……分かっているわ。でも、ルアーク、ルアークはカシュヴァーン様と一緒に」

「そうしたいのは山々だけど、アリシア最優先って約束だから。だって誰かが襲おそいかかってきたら、アリシアには対たい抗こう手段がないでしょ？」

「それはそうね」

　アリシアは素す直なおにうなずいた。

　一度ならず剣を習ってみようか、と思ったことはあったのだが、体力も視力も致ち命めい的てきに足りない。かえって危ないので、武器を持つこと自体カシュヴァーンに禁止されているのだ。

「だったらおとなしく、俺に守られてて。カシュヴァーンおにいちゃんはアリシアが大好きなんだから、アリシアに何かあったら二人ともだめになっちゃう。もちろん俺も、ね？」

　柔やわらかく、だがきっぱりと断言されれば抗あらがうこともできない。アリシアだって、カシュヴァーンに深く愛されていることはよく分かっているのだから。

　けれどカシュヴァーンに何かあったら、アリシアだってきっと……

「……あちゃー、傭よう兵へいさんたちか……」

　物思いに沈しずみかけたアリシアの意識を、げんなりしたルアークの声が引き上げた。いつの間にかその手の中には、太い銀色の針のような得え物ものが出現している。

「まあ、ラグラドールの方々？」

　特に国名を出さなくても、シルディーンで傭兵、と言えば大体はラグラドール人のことだ。アズベルグ以上に瘦やせた荒こう野やに住まうラグラドール人は総じて戦闘能力が高く、肌の色で差別されようが、がめつさを疎うとまれようが、彼らなくしては周辺国家の戦いは成り立たない。

「そうだね。そしてどうやら、敵さんみたい。……こりゃ、いったん収まるまで動かないほうがよさそうかな」

　近づく相手を瞬時に判別するのは元〈玩おも具ちやの兵隊〉の得意技だ。ルアークは御者台のトレイスに声をかけた。

「トレイスさんは、馬が暴れるとやばいから、馬車から離して適当な木にでも繫いでくれる？　その後俺と交代。武器はあるよね？」

「あ、ああ、弓なら」

　緊きん張ちようした声で返事をしたトレイスと入れ替わり、ルアークは外へ出た。

「二人とも、頭を低くして、向こうさんの弓に備えといていね」

　馬車の強度を確認するように、側面に張られた鉄板を確認したルアークの指示どおり、アリシアとトレイスは馬車の床ゆかに座り込んだ。弓を手にしたトレイスは、青い顔をしながらもアリシアを励ます。

「アリシア様、大丈夫ですからね。ルアークもいますし、私もその、一応ついていますから」

「まあ、頼もしいわトレイス。弓は得意なの？」

「絵に描いたことはあります！」

　なぜか誇ほこらしげにトレイスが答えたところで、カシュヴァーンが少し離れた場所から叫ぶのが聞こえた。

「くそっ、ルアーク、悪いが頼むぞ!!」

　時を同じくして、馬車の側面に矢が突き刺ささる音が数度響ひびいた。前線を突破されたのだと悟さとり、アリシアは血の気が引いた。

「大変！　カシュヴァーン様やみんなは無事!?」

「無事みたい。ってーかアリシア、向こうさんの狙ねらいはどうやら俺たちみたいだよ!!」

　頭を上げないでね、と繰くり返したルアークの姿が窓の向こうから消えた。苦く悶もんの声、何かが倒れる音が間かん断だんなく馬車の周りから聞こえてくる。

　弓での攻撃は続いているが、アリシアたちに直接的な被害が及ばないのはルアークの働きによるものだ。しかし、一撃で相手を仕留める毒針を操る「死神」の力をもってしても一向に戦闘が終わらないのは、倒しても倒しても敵が向かってきていることを示している。

　ルアークの言うとおりだ。理由は不明だが、少なくとも今ここにいる連中はカシュヴァーンよりアリシアたちを狙っているのだ。

　そしてその理由は、程なく敵兵の口から知らされた。

「その中に死神姫がいるんだな!!」

　危あやうく「はいそうです」と答えそうになったアリシアの耳に、外から野太い男の声が続けて聞こえてきた。

「聖女を騙かたるとは、恥知らずにもほどがある。天てん罰ばつを……、ぎゃあッ!!」

　短い悲鳴、再び何かが倒れる音。

「あーもう、来たら死ぬのはそろそろ分かっただろうから、これ以上来ないでほしいなぁ」

　銀色の針に、髪に散った赤を軽くぬぐいながら、ルアークが乾いた声でぼやいた。

　一方馬車の中のアリシアは小首をかしげている。

「聖女？　騙る？」

　聖女とは当然、アーシェルのことだろう。しかしアリシアは、アーシェルの名を騙った覚えはない。

「この間の仮装は『魔女』だったのだけれど。確かに翼はつけていたけど、黒いものにしていたし……」

　真剣に考え込んでいるアリシアに、何かに気づいた様子のトレイスが小声で話しかけてきた。

「……アリシア様は、その、ラグラドールで海に落ちて生せい還かんされたのですよね……？」

　妙みように真剣な表情での質問に、アリシアはきょとんとしてしまう。

「？　ええ、そうよ。あら、私死んでいるように見える？」

「い、いや、今生死を確かめている訳ではありません。そうではなくて、その、〈翼の祈り〉にとって、海から生還した者が特別な意味を持つことはご存じでしょう……？」

　慎しん重ちように語るトレイスの声は、まるで聖職者のように厳おごそかだ。

「ええ、それは……、あ！」

　脳のう裏りに浮かべた聖職者、という単語で記憶の蓋ふたが開く。冷たい灰色の海を、左手に贈おくられた愛の証あかしを頼りに必死に泳いだことは忘れられない。

「そういえば海から上がった時、聖女がどうとか、聞いたような気もする、わ……」

　カシュヴァーンと裸はだかで抱き合った記憶まで蘇よみがえってきて、真っ赤になったアリシアにトレイスは物もの憂うい声で続ける。

「……アリシア様こそが真なる聖女である。そういった噂うわさが流れていることは、我々も把は握あくしていたのです」

〈翼の祈り〉とラグラドールの関係が分かった以上、今まで以上に両者の情報が必要になる。前々から放っていた密みつ偵ていが持ち帰った情報の中に、その噂は紛まぎれていた。

「とはいえ、厳重な箝かん口こう令れいが敷しかれているらしく、どれほどその話が広まっているのかは分かっていませんでした。カシュヴァーン様は不信心を公言していらっしゃいますし、『確かにアリシアは俺にとっては聖女というか女神だが』などとのろけるばかりで、あまり重要視されませんでしたし……ああ、いえ」

　愚ぐ痴ちりかけたトレイスは、咳せき払ばらいして話を戻した。

「しかし聖女アーシェルは〈翼の祈り〉の象しよう徴ちよう。少なくとも例の先々代聖女にとっては……アリシア様は、排はい除じよすべき存在になっているのでしょうね」

　敬けい虔けんな信しん仰こうを持つトレイスの声にはためらいの色がある。一度は聖女を名乗ったソルラスカを非難するのがつらい様子だが、アリシアもトレイスとは少し違う意味でしゅんとした。

「ここにいるみなさんは、〈翼の祈り〉に雇やとわれているのではなくて……、〈翼の祈り〉を信じている方たちなのね……」

〈翼の祈り〉本拠地にて知ったたくさんのことのひとつ、ラグラドール人内部に〈翼の祈り〉の教えが広まりつつあるということ。

　現在住んでいる場所とは正反対の豊かな土地、はるか南方からやって来たラグラドール人たちは、大地の女神を崇あがめる民だった。しかし長く〈翼の祈り〉を内部に秘ひ匿とくし、その便べん宜ぎを図はかるなどして交まじわるうちに、徐々に宗しゆう旨し替がえをする者たちが現れてきたのだという。

　異なる二つの文化が接した時、当たり前に起こる現象ではあろう。けれどアズベルグに火を放ってまで教えの徹てつ底ていを目論もくろむ〈翼の祈り〉が、ラグラドールという軍事力を手に入れたとなれば……事はシルディーン一国の問題ではなくなる。

「一回溺でき死ししたふりでもしておけばよかったかしら……」

　今さらのようにつぶやいていると、少しだけ静かになっていた外から怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

「天てん罰ばつと知れ!!」

　叫ぶ声は複数で、何度も何度も繰り返され、そのたびに唱和する者が多くなる。ひとつの合い言葉を得て興奮した新たな集団が、地響きを上げて近づいて来ていた。

「新手か……、っとぉ？」

　苦いルアークの台詞せりふが中途半はん端ぱに途切れた。

「あれー、他にも……？　これ、もしかして」

　意外そうにしながらも、押し寄せる敵を捌さばく手しゆ腕わんは変わらない。間近で起こった「天罰を知れ」との叫びは上がる端はしからどんどん消されていくが、アリシアも戦況の変化に気づいた。

「トレイス、もしかして援えん軍ぐんも来てくれたのかしら？」

　新手が一気に押し寄せてきた、にしては、射いかけられる矢の数も襲ってくる兵士の数もさほど増えていない。むしろ減っているように思える。

「そのようです。ああ、神よ……!!」

　感謝の祈りを捧ささげ始めたトレイスの顔が輝かがやいている。そうこうしているうちに徐々に馬車の周りは静かになり、窓の向こうでルアークが武器を拭ふきながら曖あい昧まいに笑った。

「あー、えーと、とりあえず大丈夫になったみたいだよ」

　遠くではまだ戦闘が続いているようだが、当面の危機は去ったらしい。

　その割には複雑そうな口調のルアークの許可を得て、アリシアはそろそろ痛くなり始めていた膝を伸ばして立ち上がる。

「あら、私ってやっぱり眼が悪いのね。ラグラドールのみなさんばかりに見えるんだけど……」

　窓の外、ごろごろ転がる死体を蹴け飛とばすようにして、忙せわしなく行き交かう浅黒い肌の男たち。アズベルグよりなお寒冷な国で生きる彼らは寒さに強く、春とはいえ肌寒いこの地にて胸当てや肩当てのみの軽装で平気な顔をしている。

「いや、それで合ってるよ。だって助けに来てくれたのもラグラドールの人……っていうか、アリシアもトレイスさんもよく知ってる人だもん」

　どうにも歯切れの悪い口調でつぶやいたルアークは、気を取り直したように誘さそいかけてきた。

「さーて、じゃあお礼言いに行こうか、二人とも……っと、ごめん、下がって!!」

　いきなりルアークの声が鋭くなり、アリシアとトレイスは慌ててもう一度中に引っ込んだ。間かん一いつ髪ぱつ、馬車の胴どう体たいに何本かの矢が突き刺さる音が響き、そして再び聞こえ出す「天罰と知れ！」の合唱。

「ルアーク、大丈夫!?」

　まだ伏ふく兵へいがいたようだ。馬車の中からアリシアが叫ぶと、なぜかルアークが咳き込み始めた。

「う……っ、ごほっ、な、何これっ……!?」

　めったにないルアークの慌てた声が不安を煽あおる。「天罰と知れ！」の合唱も咳き込む声に取って代わったところをみると、妙な刺激物でもばらまかれたのだろうか。

「アリシア様、だめですよ。いざとなったら私が……！」

　不ふ慣なれな手つきで矢をつがえながら、トレイスが軽けい率そつな行動を戒いましめる。と、その時、窓の外に長身の黒髪の男が立った。

「カシュヴァーン様……？」

「！　違います、アリシア様!!」

　唇を嚙かみ締め、トレイスが必死に女主人を庇う位置を取る。何か武器になるものはないかと、きょろきょろし始めたアリシアの耳に、外の男の呼びかけが飛び込んできた。

「お姫様、そこに……いるのか……？」

　聞き覚えのある、だらだら間ま延のびしたしゃべり方にアリシアは、はっとした。

「待ってルアーク、トレイス、この人を殺してはだめ!!」

　今にも矢を放ちそうになっているトレイスを押し退のけ、馬車の扉を開けようとしたアリシアだが、外の男が扉を押さえた。

「まだ、開けるな……『死なないが……嫌いやな気分になる粉……』は……もうしばらく……消えない……」

　危険な粉を吸い込まないために口元を押さえているらしく、その声はくぐもってかなり聞き取りにくい。

　だが記憶にあるしょうもない名称に、アリシアはぱっと顔を輝かせた。間違いない。

「ルアーク、やっぱり私の知っている方だわ！　殺してはだめよ!!　あ、でも、もしかしてもう殺してしまった？」

　その動きは風の如ごとし、一撃必殺の腕うでを誇るルアークである。時すでに遅し、ならやむなしかとアリシアが聞くと、咳き込みながらの返答があった。

「ごほっ、ま、変な袋、投げて、他の連中、げほ、追い払ったのも、この人、だから、ね……あー、やっとしゃべれるようになってきたー！」

　敵味方の判別がつかなかったので、現状手を下してはいないらしい。アリシアがほっと薄い胸を撫で下ろしたところで、外から馬車の扉が開かれた。

「……あら？」

　おかしな匂いの残り香に交じって、漂ただよう煙と血の匂いをこらえながら眼を凝こらしたアリシアは困こん惑わくしてしまう。

　馬車の外に立っていたのは三十代と思おぼしき、粗そ末まつなシャツとズボンに身を包んだ長身瘦そう軀くの男だ。三十四歳ぐらいね、とアリシアは思った。

　ざんばらの短い黒髪の下に覗く三さん白ぱく眼がんは鋭い印象を与えるが、全体的に眠そうなのであまり威い圧あつ感かんはない。片手に剣、腰には「死なないが……嫌な気分になる粉……」入りと思われる小袋を幾いくつかぶら下げている。

「ごめんなさい二人とも、人違いかもしれないわ。ええと、やっぱり殺す？」

「相変わらず……眼が悪いな、お姫様……」

　あまり表情を動かさずにそう評した男は、手を上げて自分の眼から鼻の下までを隠した。

「まあ、今はお姫様を責せめられんか……これで……分からないか……？」

　三白眼が見えなくなり、残ったのは口元と黒い髪。癖くせの強い長い黒髪で同じ場所を隠していた男のことなら、アリシアは覚えていた。

「目元が見えない、よれよれ服の三十四歳……あっ、まあ、やっぱり、レオニア様!?」

　ようやく名を当てられ、レオニアはこっくりうなずいた。

「よかった……！　ご無事だったのですね!!」

〈翼の祈り〉のぐうたら聖職者、面倒くさがりゆえに発明が得意なレオニアとは、〈翼の祈り〉の本拠地にて別れたきりだ。今はクロエとなったアーシェルがその身を案じていたのだが、見た目で分かるほどひどく痛めつけられた様子はない。

「でも、その髪はどうされましたの？　……やっぱり拷ごう問もんで……？」

　自分の視力の悪さを割り引いてもどうにも思い出せなかったのは、記憶の中とレオニアの髪型が大おお幅はばに違っていたからだ。こわごわ尋たずねたアリシアに、レオニアは不ふ揃ぞろいな前髪を指先でつまんで答える。

「男の髪じゃ……切っても意味はない……邪魔だから……切っただけだ……前は、リュクがやってくれていたが……」

　今はライセン家で一応絵師として働いているリュクは、以前は〈翼の祈り〉教団に身を置いていた。正反対の性質ゆえか、レオニアとは結構仲が良かったのだ。

「まあ、そうだったんですのね。私たち、これから屋敷に戻る予定なんです。よろしければリュクと会っていって下さいな」

「リュクだと……？」

　意外そうに、レオニアはその名を繰り返した。

「そうか……運のいい奴だな……」

「きっとリュクも喜びますわ！　レオニア様の髪も、もっと斬ざん新しんに」

「おい、みんな無事か!?」

　そこへ今度こそカシュヴァーンが血相を変えて駆けつけてきて、話は中断された。

「私たちは大丈夫です、カシュヴァーン様。そちらはどうでした？」

　代表してトレイスが言うと、カシュヴァーンはレオニアをいぶかしげに眺めながら、

「さほどの被害はないが……おい、誰だこいつは。アズベルグの人間じゃないな」

「レオニアさんだよ、おにいちゃん」

　簡かん潔けつなルアークの紹しよう介かいに、カシュヴァーンがぎょっとした顔になる。

「なんだと!?」

「あー、当然だよねー、その反応。俺たちもこの人に聞きたいこといっぱいなんだけどさ。あの変な粉の成分とかね」

　冗じよう談だんめかして言ってから、ルアークはふと真ま面じ目めな口調になる。

「まーでも、その前に、思わぬ援軍さんたちにお礼を言わないとね。領主として」

　逃にげちゃだめだよ、と暗に含ふくんだひと言に、カシュヴァーンはなんとも言えない表情で黙った。







　襲しゆう撃げきでくしゃくしゃになった髪やドレスをノーラに整えてもらったアリシアは、他の面々より少し遅おくれて当座の目的地だった古い領主の館の正面に着いた。

　戦火のために黒くすすけてはいるが、どっしりとした石作りの建物の前に、カシュヴァーンと彼の配下たちはすでに揃っている。その向かいにはルアークが教えてくれたように、アリシアもトレイスもよく知っている人物が自分の部下を引き連れて立っていた。

「わー、すごーくやりづらい空気ー」

　互いに沈黙したまま、ひと言も発せず向かい合う二人をルアークがあえて端たん的てきに評する。それでもカシュヴァーンは黙っていたが、相あい対たいする人物は近づいてくるアリシアたちを認めて軽く手を上げた。

「よう、お嬢じようちゃん、元気そうで何よりだ」

　浅黒い肌、短い黒髪と黒い瞳。たくましく盛もり上がった筋肉をわずかな武装で覆った、典型的なラグラドール人である男のあごに目立つ無ぶ精しよう髭ひげが懐なつかしい。

「レクサンドール子し爵しやく様……」

　先頃ラグラドールにて気まずいまま別れた、カシュヴァーンの剣の師し匠しよう。傭兵国家ラグラドールにてひとつの傭兵団を率ひきいる有力者、バルロイ・レクサンドールだった。

「──お久しぶりです、強公爵閣下、アリシア様」

「レネ……」

　バルロイを恋こい慕したう団員にして元〈玩具の兵隊〉の少女、レネが、並び立ったライセン夫妻に頭を下げる。銀より白に近い短髪の頭が上がり、光に透すけると赤く光る眼が黙って見つめても、やはりカシュヴァーンはじっと黙っていた。

　時間と人員を割さいてカシュヴァーンが懸命に探していた〈翼の祈り〉の本拠地は、ラグラドールにあった。バルロイは当然それを知っていたが、自みずから教えてくれることはなかった。

　無論、バルロイはカシュヴァーンの友達でも、使用人でも、ましてや父でもない。自国の利益を最優先させるのは言うまでもないが、その情報があればアリシアやルアークが傷つくことはなかったという思いが、カシュヴァーンを意い固こ地じにさせている。

「……」

　アリシアでさえ不用意に口を開くことをはばかられるような、胃に悪い沈黙が延々と続く。ティルナードたちも一緒にいるのだが、元々バルロイの団にいたセイグラムでさえ口火を切ることをためらっている。

「……あ、ありがとうと言うべきよね、バルロイ」

　停てい滞たいした空気を割ったのは、意外にもノーラだった。

「頼んでもないのに、と言いたいところだけど、助かったのは事実ですもの。ほ、報ほう酬しゆうは必要よね……？　でも今は、ライセン家もレイデン家も大変な時だから、あまりお金は使えないの……」

　未来のレイデン伯はく爵しやく夫人として、混こん迷めいを極めた現在の状況を彼女なりに汲くんでいる様子だ。

「だからあの、私の胸、ちょっとぐらいなら、触さわっても、いいわよ……？」

「ノーラ、何を言うんだ!!　そんなことは絶対に許さないぞ!!」

　ティルナードが色をなして制した。決然と唇を引き結び、未来の妻の豊かな胸を隠すようにその前に立つ。

「レクサンドール子爵、触るなら僕の胸を！」

「ティルナード様、おやめ下さい」

　斜ななめ後ろに控ひかえていたセイグラムが、さらにその前に進み出た。

「バルロイ様、私の胸でよろしければ」

「バ、バルロイ様、私の胸でよろしければ！」

　セイグラムをちらちら見ながら、ジェダまで胸云うん々ぬんと口走り始めたのを聞いてバルロイが嘆たん息そくする。

「どれもいらんわ馬鹿ども。特にノーラ、俺は決まった相手がいる女には手を出さねえと言っただろうが」

「じゃあ私の胸でもだめね……」とつぶやいたアリシアの手を、カシュヴァーンが引く。妻を自分の後ろに回しながら、カシュヴァーンが静かに頭を上げた。

「……助かった、バルロイ。感謝する」

「……いや」

　短く謙けん遜そんしたバルロイは、それきりまた無言になった。春とはいえ冷たい風だけが雄ゆう弁べんな沈黙が、再び始まる。

「ライセン強公爵閣下」

　次に進み出たのは、レネだった。

「私はバルロイ様の部下ですから、バルロイ様の利益のためにしか動けません。ですから、たとえあなたがいかにお腹立ちでも、〈翼の祈り〉の件についての謝罪はできません」

　出てくるなり、彼女が口にした台詞はそれだった。カシュヴァーンは鼻はな白じろんだ表情で聞き返す。

「……レネ、お前はわざわざそれを言うためにでしゃばってきたのか？」

「違います。謝罪はできませんが、償つぐないなら可能です」

　いっさい表情を変えず、レネは「償い」について説明を始める。

「聞くところによれば、強公爵閣下はまだアリシア様と初夜をお迎えになっていないそうですね。私の体格はアリシア様とあまり変わりませんので、れんしゅ」

「できるか馬ば鹿か！」

「おい、やめろレネ!!」

「だ、だめ、カシュヴァーン様はだめ!!」

　レネの言葉が終わるのを待たず、カシュヴァーン、バルロイ、そしてアリシアが叫んだ。

「……アリシア」

　妻の叫びを聞き留とめたカシュヴァーンがかすかに表情を和らげる。アリシアもとっさの行動が恥ずかしくなり、頰を染めてうつむいてしまうが、レネはさっさと標的を変えた。

「では、被後見人であるレイデン伯爵閣下はいかがですか。あなたもノーラとはまだ」

「えっ、い、嫌だよ！」

　セイグラムの行き届いた教育のため、いまだ大きな勘かん違ちがいをしているティルナードは尻しりを押さえて後ずさる。

「それに僕は、いくら痛くても……初めては、す、好きな人に捧げるって決めてるんだ……!!」

「……私、喜ぶべきなんですわよね……？　あっレネ、ティルナード様にも『償い』なんていりませんからね！」

　複雑そうなノーラもまた、急いで予防線を張った。次いでちらりとカシュヴァーンとバルロイを見上げ、

「それに……カシュヴァーン様もバルロイも、大人げないし、結構根に持つところもありますけど、この状況で無む闇やみに仲なか違たがいを続けるほど器うつわが小さくはないんですから!!」

「……うちの使用人は、最近俺に遠慮がなさすぎないか……？」

「アズベルグの暴君」は深いため息をつくが、ノーラが水を向けてくれたことが契けい機きとなった。バルロイは気持ちを切り替えるようにあごをがりがり搔かいて、

「あー……、改めて、久しぶりだな、カシュヴァーン。お前もまあ、元気そうで何よりだ」

「……そうだな」

　そしてまた沈黙。こうなったらトレイスがレクサンドール子爵様と初夜の練習を、とアリシアが思い始めたところで、カシュヴァーンがずばりと問いただした。

「バルロイ。お前も……、真の聖女だとかいうばあさんの、手先か？」

「違う」

　最も答えにくい質問をぶつけられたバルロイは、きっぱり断言した。

「お前と違って俺は幼よう女じよよりは熟じゆく女じよが好みだが、信じているのは我らが大地の女神だけさ」

「熟女ですか……」と、隙すきを見ては団長に求きゆう婚こんしているレネの真剣なつぶやきを無視して、バルロイは少し遠い眼をする。

「〈翼の祈り〉の連中は、海うみ辺べの荒野で死にかけていた俺たちの祖先にも手を差し伸べてくれた。信じる者はみな平等であるとかなんとか言ってな。その恩を忘れないでいるからこそ、俺たちラグラドール人は奴らの本拠地の場所を隠してきた」

　それは、ラグラドール人だけが知る彼らと〈翼の祈り〉の始まりの物語。故郷を失い、異国でひどい扱いを受けていた彼らに〈翼の祈り〉が手を伸べたのは、聖職者として彼らを見過ごせなかったからなのだろう。

「ま、連中の金回りがいいだとか、戦争の種をばらまいてくれるとか、他にもいろいろ理由はあるがな。だが今奴らは、俺たちの神話を内側から食い破ろうとしている。いくら義理堅がたいラグラドール人とはいえ、恩人だからってなんでもかんでも許す訳じゃねえ」

　美しい始まりが美しい終わりを約束する訳ではない。〈翼の祈り〉を信じること自体は構わないにしても、ソルラスカにそそのかされた挙げ句、不意打ち同然にアズベルグに火を放つような真ま似ねは許されない。

「金で命は売っても、信仰は売らないのが俺たちの誇りだ。シルディーン人の肩を持つ気もないが、今の〈翼の祈り〉にはついていけねえ。そう思っているのは俺だけじゃねえから、今頃ラグラドールはラグラドールで騒さわぎになってるぜ」

「まあ……ありがとうございます、レクサンドール子爵様。私たちのために、アズベルグに来て下さったのね!!」

　今回の騒ぎについて、バルロイはカシュヴァーンたちとの関係もあり真っ先にアズベルグに駆けつけてくれたのだろう。嬉しくなったアリシアは、満面の笑みで礼を述べた。

「おっと、お嬢ちゃん、あんまり可愛かわいい顔で笑ってくれるなよ？　お前さんの旦だん那なに恨うらまれちまう」

　照れているのか、そんな風に茶化したバルロイは、実際ちょっとむっとしているカシュヴァーンににやりと笑いかけた。

「ま、そういうこった。ばあさんとはいえ女と戦うのは気が引けるが、向こうが押し売りしてきたけんかだ。買うしかねえだろ？」

「今までこの寛かん容ような俺が、我が慢まんに我慢を重ねてきた結果がこれだからな。他に手はない」

　アリシアが嫁とついできて以来、数度にわたって〈翼の祈り〉はカシュヴァーンたちに攻撃を仕掛けてきたのだ。本拠地不明、他にも敵がいるなどの理由でこちらから打って出ることは控えてきたが、ここまできて応戦しない訳にはいかない。

「レイデンやオーデルにも援軍を頼んでいる。国王軍も一応、来てくれるらしいぞ。……限りなく信しん憑ぴよう性せいは薄いが」

　意味深長にカシュヴァーンがつぶやき、さらにきわどい発言を重ねた。

「とりあえず、ばあさんはどうにかしよう。しかし共通の敵を討うったその後、新国王陛へい下かと末永く仲良くしていけるかどうかは疑問だ」

　カシュヴァーンの意い図とを汲くみ取り、バルロイも乗ってくる。

「そういやシルディーン新国王陛下は、俺と仲良くする気もなさそうだなぁ。俺と一番そりの合わない傭兵団長ばかりと仲良くして、舞ぶ踏とう会かいにも戴たい冠かん式しきにも呼んでくれないとは、冷たいったらないぜ。なあ？」

　以前からゼオルディスは、バルロイとは不仲の傭兵団と接触を持っていた。カシュヴァーンとバルロイが協力関係にあるからだが、こうも公然と差をつけられては面白くあるまい。

「そいつは奇き遇ぐうだな。俺もあのクソ国王陛下とは、これまでもこれからも仲良くできそうにない。舞踏会にも戴冠式にも呼んでは下さったが、どうにも趣味が合わん」

　深々とうなずいたカシュヴァーンとバルロイの唇に、共犯者の微び笑しようが浮かぶ。

　先ほどまで流れていた気まずい空気が、払ふつ拭しよくされていく。

「ところでバルロイ、オーデル大侯こう爵しやく閣下のことは？」

「抱きしめて抱き潰したいぐらい好きだぜ」

　飄ひよう々ひようとうそぶくバルロイに、カシュヴァーンはにやりと笑う。

「俺たちの大好きなあの方も、義理の弟君のことをよく思っていないらしいが？」

「はは、そうかそうか。そいつは俺と意見が異なるな。人の女と見りゃ手ぇ出すような屑くずは、ばっちり俺の好みだ」

　ゼオルディスがレネを妙な眼で見ていたことを思い出しているのだろう。渋しぶい顔になって隣となりの少女を眺め下ろしたバルロイだったが、レネはきらきらと瞳を輝かせている。

「人の、女……？」

「いや、違う、お前は俺の女じゃないが、俺のことがす……、いやその、お前は俺の団員！　大事な団員だ!!　他意はない!!」

　ひとしきり失言を訂てい正せいしてから、バルロイは咳払いしてカシュヴァーンに視線を戻した。

「まあとにかく、新国王陛下は実に俺好みだってことだ。──死ぬほどぶん殴なぐったところで、俺のか弱い良心も痛みそうにないからな」

「……は」

　悪童の笑みを浮かべたカシュヴァーンが掲かかげた手を、バルロイが強く叩く。ばちん、という遠えん慮りよのない音が、最後の遠慮を吹き飛ばした。














「あれこれ全部片づいたら、殴り合いでも飲み比べでも受けて立つぜ。だが今はひとまず、休戦といこうや。なあ、不ふ肖しようの弟で子し」

「そうだな、不肖の師匠」

　どちらからともなく交かわした握あく手しゆが、そのまま休戦と共闘の証となった。場の強こわ張ばりは完全に解け、特に元々にぎやか好きの傭兵たちは、わっと騒ぎ始めた。

「団長、俺たちはどこまでも団長についていきます！」

「大地の女神最高！　褐かつ色しよく巨乳美女最高!!　翼の聖女なんて小娘、目じゃねぇぜ!!」

「いやー、ですが俺は最近、レネも可愛く見えてきて、あいててて!!」

　調子に乗った団員がレネに手を伸ばしたので、バルロイがすかさず肘ひじ鉄てつを食らわした。

　一方レネは、頭ず上じようで行われたやり取りを尻目に真面目な顔でアリシアに相談してくる。

「アリシア様、この間からバルロイ様はレイデン伯爵に興味を示したり、新国王陛下を好みだとおっしゃったりするのですが、実は少年趣味ではなく青年趣味ではないのでもが」

「まあ……では、カシュヴァーン様に協力して下さるのももが」

「……レネ、お嬢ちゃん、そろそろ俺をその噂から解放してくれないか……？　おかげで最近、どうも女が寄ってこない気がするんだが……」

　レネとアリシアの口元をふさぎながら、バルロイがしみじみとぼやいた。







　カシュヴァーンの部下とバルロイの部下が入り交じり、これからの戦いについて話し合いを始めている。

　仲ちゆう介かい役やくとして活かつ躍やくしているのは、双そう方ほうに顔見知りがおり両国の言語が堪たん能のうなセイグラムだ。ラグラドール人の多くはシルディーンの言語を操るのだが、細かな言い回しが通じないことも多いため通訳の存在はありがたい。

　また他地域よりラグラドールとの距離が近い分、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな傭兵たちに日々の生活を脅おびやかされてきた記憶もアズベルグの民には根深い。状況が状況であるとはいえ、いつ差別意識が表に出るやもしれず、その点誰に対しても平等に無礼なセイグラムは、ちょうどいい緩かん衝しよう材ざいになっていた。

「カシュヴァーン様と仲直りして下さって本当にありがとうございます、レクサンドール子爵様。やっぱり人は、嫌いなものが同じだと仲良くなりやすいんですのね!!」

　誰に対しても平等に無神経なアリシアの微笑みに、バルロイはからからと笑う。

「はは、元から麗うるわしのオーデル侯爵についてだけは意見が一いつ致ちしていたからな。しかしあの自分大好き王子様が、例の御お方かたの宰さい相しよう閣下ねぇ。どんな顔して話を受けたのか、そこだけは見たかったな」

　実に残念だ、とにやつくバルロイの笑みに苦みが交じる。

「ふん、だが、こりゃあもしかすると、いつかの融ゆう和わ政策再来か……？　ジスぼうやと手を組む未来が、本気で来ちまうんじゃねえんだろうな……」

　バルロイがラグラドールの代表者、ジスカルドがシルディーン側の親善大使、カシュヴァーンがその副官という人事が実現しかけたこともあった。当時は三人とも馬鹿げている、としか思っていなかったが、ゼオルディスという共通の敵を討つためにはありえる体制なのだろうか。

「まあ、とても楽しそう！　では今度、ぜひお酒の席でも設もうけて……」

　はしゃぐアリシアの横に、ゆらりと背の高い影が立つ。最初はカシュヴァーンかと思ったアリシアだったが、バルロイが彼の名を呼んだ。

「ああ、ちょうどいいところに来たなレオニア。お嬢ちゃん、こいつは〈翼の祈り〉の人間のはずだが、お嬢ちゃんの味方なんだって？」

　いったん保留状態になっていたレオニアを指し示してバルロイが聞くと、アリシアはうなずいて、

「私の味方といいますか、アーシェル様、いえ、クロエ様の味方ですの。あら、もしかしてレクサンドール子爵様が、ここまでレオニア様を連れてきて下さったの？」

「それは俺も聞きたいな」

　中途半端に終わっていた話を再開させようと、本物のカシュヴァーンが割って入ってきた。

「まともに顔を合わせるのは初めてだな、レオニア。貴様、一体どうしてここにいる。投とう獄ごくされていたんじゃなかったのか？」

　アーシェルとアリシアを逃がそうとして失敗したレオニアは、裏切り者として捕つかまっていたはず。眼光鋭く問われても、レオニアは間延びした口調を崩くずさない。

「ソルラスカ様が騒ぎを起こした……そのどさくさに紛れて、逃げ……バルロイの団に、紛れた……」

　アズベルグ攻めにより見張りが手薄になった、その隙を突いて逃げ出してきたと言いたいらしい。バルロイもレオニアのことはある程度摑んでいたため、彼を匿かくまってここまで連れてきてやったのだ。

「紛れてばかりだな。だが、まあ……、お前は以前もさっきもアリシアを助けようとしてくれたのだし……」

　調子を狂わされたか、妻を助けられた恩義があるせいか、カシュヴァーンもやや煮にえ切らない態度だ。

「しかし、ソルラスカが騒ぎを起こした、か。今回の件はナディールと前聖女だけ抜きにして、〈翼の祈り〉が一丸となって起こしたんじゃないのか？」

　レオニアは緩かん慢まんに首を振る。

「俺も抜きなのは確かだが……他は、分からん……しかし……ソルラスカ様が聖女だったのは、ずいぶん前のこと……次代の候補もすでに……」

「そうですわね、あの女の子たち……」

　必死に自分にまとわりついていた聖女候補たちの、小さな手の感かん触しよくをアリシアは思い出した。少なくとも彼女たちは、自分たちの中の誰かが次の聖女になれると信じていたに違いない。

　ソルラスカの計画を知っていれば、彼女らの親は絶対に反対しただろう。また、レオニアの言うとおり、いくら強力な信仰心を持っていてもソルラスカはあの歳としだ。

「それにあの方は、パーシア様を……」

　肩を落とすアリシアに、今度はレオニアからの質問が始まった。

「お姫様……アーシェル様は……どうなった……？」

「レクサンドール子爵様から、お聞きではないんですの？」

　ここまで連れてきてもらったのなら、すでに聞いているのではないのか。ラグラドール人はその戦力だけでなく、国内外の戦場を行き来することにより得られる情報量でも畏おそれられているはずだが。

　疑問で返したアリシアに、バルロイが苦笑いする。

「ある程度摑んじゃいるが、何分情報が錯さく綜そうしていてな。ここを目指した理由のひとつには、お嬢ちゃんたち当事者から話を聞きたいと思ったからだ。前国王の暗殺、新国王の即位、ぐらいまでは裏が取れているんだが、後の、なんだ……〈灰色〉だの聖女だののあたりが覚おぼ束つかない」

　常日頃はえげつないほど明快な言葉を選ぶその声は、後半自然とひそめられた。

〈灰色〉関連は、なまじラグラドール人としての誇りを持つだけにバルロイには扱いが難しい問題だ。バルロイ自身には〈灰色〉への偏へん見けんはあまりないようだが、シルディーン人同様、ラグラドール人の中にも「他国の連中と交わるなど」と嫌けん悪お感を抱いだく者は多いらしい。

「……事が事だからな、さすがに情報規制も厳しいか。まさかこうなることを予測して、地方伯ばかり集めていたのか……？」

　カシュヴァーンが眉をひそめて自問自答を始める。

　宰相による国王暗殺、聖女の手による新王即位、婚礼、そのすべてを覆くつがえすギゼの告発。

　現在の地方分権状態に文句がない、国をまとめる強い王など望まない新興貴族たちがあの場に大勢いれば、彼らは喜び勇いさんでナディールの件を喧けん伝でんしただろう。ゼオルディスの権威を削そぎ、前国王同様「そこにいるだけ」の存在にしてしまうために。

　しかしあの時王宮にいたのは、ゼオルディスに希望を見た者たちばかり。領主の座を追われ、さしたる影響力を持たなくなった者たちでもある。

「……さすがに新国王陛下を買いかぶりすぎか。ふん、それに俺にもアリシアにも以前からろくでもない噂があるからな。その調子じゃ、さぞかし愉ゆ快かいな物語になってるんだろう？」

　皮肉っぽいカシュヴァーンの問いを、バルロイは否ひ定ていしなかった。

「恐怖と願望が入り交じって、ひでえことになってるぜ。中には死神姫とは混乱した世を憂うれえた神が遣つかわした第二の聖女で、世界を再構築するための破壊活動を始めた、なんてぇのも……」

「まあ、それはちょっと面白そうですわ!!」

　好みの展開だ、と眼をきらきらさせ始めたアリシアに、レオニアがぼそっと言った。

「お姫様……悪いが、話の続きを頼む……」

　脱だつ線せんしすぎたことに気づいたアリシアは、慌てて話を戻した。

「ええと、アーシェル様は……ナディール様と、結婚されて、クロエ様になられました……」

「……!!」

　ある程度予想していた話ではあっただろう。だが実際にその場にいた者の証言は重く、レオニアはぎりりと奥歯を嚙んだ。

「それであの、ソルラスカ様の使者がおいでになりまして……、ナディール様は〈灰色〉である、と告発をしましたの……」

　レオニアの三白眼だけでなく、〈灰色〉という単語に敏びん感かんに反応したバルロイに食い入るように見つめられ、さすがのアリシアも身を縮めてしまう。

「それで、クロエ様とナディール様は、国王陛下に捕ほ縛ばくされてしまいました……」

　相当にはしょった説明だったが、レオニアが聞きたいことは伝わったらしい。情報を嚙み締めるように数度うなずいた後、

「邪魔したな。助けに行く」

　珍しく明めい瞭りような台詞を残し、身を翻ひるがえそうとするレオニアをアリシアは急いで呼び止めた。

「お待ちになって、レオニア様！」

　伸ばした手も虚むなしく、レオニアが走り出す。

　だがアリシアに代わり、カシュヴァーンが素早くその腕を摑んでくれた。

「放せ……！」

　大男二人が揉もみ合いになっているが、やはりカシュヴァーンのほうが強い。バルロイも手を貸し、「まあまあ、お嬢ちゃんの話を聞いてやれよ」となだめて足止めした。

　ややあって、腰の袋に手をかけながら不服そうに立ち止まったレオニアに、アリシアはこう訴うつたえた。

「お気持ちは分かりますし、レオニア様が意外に俊しゆん敏びんな動作をなさることは存じていますが、やはりおひとりでは無茶ですわ。ナディール様はとにかく、クロエ様がすぐに殺されたりすることはないと思いますし」

　またゼオルディスが聖女と寝たい、と言い出す可能性はあるが、アリシアはあえてそこには触ふれなかった。

「ここにはリュクもいますし、それに国王陛下も後からいらっしゃるとおっしゃっていましたもの。クロエ様についてはその時お話しできますわ。今は一緒に戦って下さい」

　王宮を後にする際のゼオルディスの言葉を思い出し思い出しアリシアが申し出ると、カシュヴァーンは嫌な顔をした。

「……俺としては、国王陛下にご足労いただかなくても、兵だけ出してくれればいいんだがな」

　ため息をつきつつも、その手は決意を促うながすようにゆっくりと、無言のレオニアから離れる。

「国王陛下の件以外は、俺も妻に賛成だ。個人的にはクロエ嬢をお救いしたいとも思っているし、〈翼の祈り〉の内情を教えてもらえるなら力を貸せるかもしれない。どうだ？」

　交換条件を提示され、レオニアはやがて静かにうなずいた。








　第三章　名もなき怪物







　ひとまずは旧領主の館やかたを前線基き地ちと定めたカシュヴァーンは、二階の一室を使って本格的な軍議を始めた。

　アズベルグの中央部に位置するこの建物は、以前から統とう治ちの都合上カシュヴァーンがよく使っていた場所でもあった。今回の騒さわぎにより一部が焼かれ、置いていた使用人の大半が逃にげたり殺害されたりといった問題はあったが、頑がん丈じような石作りの屋や敷しきは砦とりでに相応ふさわしい。

「ライセンのお屋敷は、大丈夫かしらね……リュクも、せっかくレオニア様と再会できそうなのに、無事でいてくれるといいんだけど……」

　泥どろイモと鳥肉をたっぷり入れたスープを煮に込こみながら、アリシアはぼんやりと物思いに耽ふける。ここは旧領主の館一階の端はしにある台所だ。

　カシュヴァーンもバルロイもここまでかなりの強行軍でやって来たので、脱だつ落らく者しやや負ふ傷しよう者しやを大勢出していた。統とう率そつ者しやが休まないので兵士たちも休息を取ることがままならず、体力が限界に近い者も多かった。

　制圧された北部を取り戻すためには、戦略を練ねる以外にも軍の再編と兵士の回復が不可欠。そこでアリシアやノーラといった数少ない女性たちは、夕食の手伝いをしているのである。

「バルロイも、屋敷の様子を見ておいてくれればよかったのに、気がきかないですわね」

　慣なれた手つきで食器の用意をしながら、ノーラがぶつぶつとこぼした。

　ラグラドールより攻め入ったバルロイは、ここに辿たどり着く前にライセンの屋敷の側を通ったのだとか。しかしその時点でカシュヴァーンたちが戻ってきていないことが分かっていた上に、屋敷の周囲に〈翼つばさの祈いのり〉の手の者が大勢いたので、放置して進軍を続けたらしい。

「屋敷に寄っていただいていたら、私たちは助けてもらえなかったかもしれないもの。それに、ラグラドール内部も今大変なことになっているんでしょう？　来て下さっただけでもありがたいことだわ。しかもただで」

「そりゃ、助けてもらったことには感謝していますけどね。私の胸も、ティルナード様の貞てい操そうも無事でしたし……」

　一度はアリシアに同意したノーラだが、すぐに文句に戻ってしまう。

「でも、若くて妙みように悪運の強いリュクはとにかく、セイラやダンは大丈夫なんですの……？　普段はめったに人も来ませんから、ろくに兵士もいませんのよ、あそこには……」

　使用人仲間たちのことが気になっているらしく、ノーラの愚ぐ痴ちは止まらない。

「まあそこは今気にしても仕方がないよ、ノーラ。それにしても、今回あのおじさんまで敵に回らなくてよかったよねぇ。俺もあの人と傭よう兵へいさんたち相手じゃ、ちょっと手こずる……うーん、おいしい、さすがアリシア」

　味見役を務つとめるルアークがスープを舐なめて笑えば、アリシアも微笑ほほえんだ。

「ありがとう。ところでルアークは、軍議に参加しなくていいの？」

「おおまかな方針だけ、後で教えてもらうつもり。俺は元々ひとりで判断して戦うほうが性しように合ってるし、それにアリシアやノーラの側にいないとね」

　にっこり笑うルアークだったが、なぜかノーラが二階を見上げてそわそわし始めた。それを目ざとく見つけたルアークがからかう。

「ノーラはティルぼっちゃんが気になって仕方がないみたいだね。差し入れに行ってあげれば？　私自身が差し入れ……なんて、ちょっとおぼっちゃんには早いかな？」

　実行したとしても、確実にセイグラムとその先兵と化したジェダに阻はばまれそうな提案である。

「い、いいですわよ、お邪じや魔ましては悪いですし！　……それに、後で会おうと、言って下さっているし……」

　ぽっと頰ほおを染そめたノーラは愚痴から一転、のろけに突入した。

「うふふ、それにしてもティルナード様ったら、どんどん凜り々りしくおなりになるわ……！　私のために、私のために戦って下さるって、きゃーっ!!」

　今さらのようにひとりでノーラは盛もり上がっている。その様を見ていると、なんだかアリシアのおなかまで「もぞもぞ」し始めた。

「カ、カシュヴァーン様だって、どんどんお顔が怖くなって、かっこよくなっていらっしゃるわ」

　懸けん命めいに言ってみても、ノーラの愛の牙が城じようは揺ゆらがない。

「ええ、それはもちろん存じておりますわ。ですけど、あのティルナード様が！　あのティルナード様が、一軍を率ひきいて戦いに出られるなんて!!　シルディーン人とラグラドール人の混成部隊を統とう括かつするなんて!!　さすが私の旦だん那な様になる方、うふふふふっ」

　ノーラが自じ慢まんするとおり、ティルナードも夜明けには一部隊を任まかされ、北部の奪だつ取しゆ目指して戦うことになっていた。今頃二階でカシュヴァーンやセイグラムから厳しい指導を受けていることだろう。

「カシュヴァーン様だって、ええと、寝ないで食べないであれだけ働ける、とっても経済的な旦那様だわ!!」

　珍めずらしくむきになった様子のアリシアに、ルアークがため息交まじりに突っ込む。

「ははー、ここにレネがいなくてよかったねえ」

　あの少女ならきっと、バルロイがいかに素晴らしいかを滔とう々とうと語り倒してくれるだろう。

「ま、レネがバルロイおじさんから離れる訳ないけど。ここは俺も、ジェダさんがどれだけすてきだ、とかで参戦！　……できるかな、俺……」

　常に求きゆう婚こんの機会をうかがっているレネはジェダと並ぶ腕うで前まえを持ち、しっかり軍議にも参加中だ。三つどもえののろけ合戦となれば、最も早はや自分にも制止できないに違いないとルアークはしみじみしている。

「あ、あら嫌いやだ、私ったら」

　はっと我に返ったアリシアの赤く染まった頰を、悪いた戯ずらっぽい緑の瞳ひとみが覗のぞき込む。

「いいって、『お母さん』がそれだけ『お父さん』のことを好きなら、『息子』としても安心だよ」

　にこにこしながらそう言われ、アリシアもつられて微笑んだ。

「もちろん、ルアークも強くて速くてとってもかっこいいわよ？　私の自慢の『息子』だわ。ジェダも」

「あはは、ありがとアリシア。あと、そろそろ火を止めたほうがいいんじゃない？」

　とっくに沸ふつ騰とうしたスープを指され、アリシアは慌あわてて鍋なべに向き直った。







　全員に夕食を配り終わり、自分も食事を取ったアリシアは二階の隅すみに用意された部屋で眠る準備をしていた。

　狭せまくて申し訳ありません、とトレイスが恐縮していたが、兵士の大半は外に天てん幕まくを張ったり薪まき小ご屋やに寝たりしているのだ。寝台があるだけで十分だと、アリシアは気にも留とめていない。

　気になるのは、軍議に使用していた大部屋の明かりがまだ消えていないことだけ。

「……カシュヴァーン様」

　夜や襲しゆうを警けい戒かいしたカシュヴァーンの指示で、屋敷の外は赤々とした火明かりに取り囲まれている。見張りの兵士も大勢立っているが、バルロイたちと合流して人数が増えたので、交代制は取れるようになっているはず。

　しかしカシュヴァーンは、領主の仕事を誰かに交代してもらうことをよしとしない彼は、いつまで起きているつもりなのだろう。

　意を決したアリシアが夜よ着ぎのままそろりと部屋を出ようとした瞬間、眼めの前に出てきたルアークに足を止める。

「おっと、どこ行くのアリシア？」

「あ、ご、ごめんなさい……あの、カシュヴァーン様に、おやすみのご挨あい拶さつを……」

「……うーん、どうかな。ちょーっと気が立ってるみたいだけど……」

　ルアークもカシュヴァーンの状態は分かっているのだろう。渋しぶい顔をしたが、すぐに笑ってくれた。

「まあでも、挨拶ぐらいはね。さっきティルぼっちゃんとノーラは、ちょっぴり濃のう厚こうな挨拶をしてたみたいだしぃ」

　そういえばさっきセイグラムの怒ど鳴なり声が聞こえたわ、とアリシアは思い出した。「ルアーク、あなたの兄をどうにかしなさい!!」というノーラの悲鳴も一緒だったような。

「トレイスさんも仮眠取りに行ったみたいだし、遠えん慮りよする相手はいなさそうだね。ま、俺は隠かくれてついてるけど、行っといでよ、アリシア」

「ありがとう、ルアーク！」

　約束だから眼は離せない、と少し申し訳なさそうにするルアークに礼を述のべ、アリシアは暗い廊ろう下かを歩き出した。







　カシュヴァーンがいる部屋は、二階の真ん中にあった。扉とびらの外には衛えい兵へいが立っていたが、来たのがアリシアだと分かるとすぐにカシュヴァーンに確認を取ってくれる。

「強きよう公こう爵しやく閣かつ下か、奥様です」

　程なく顔を出したカシュヴァーンは、疲ひ労ろうの濃こい顔に心配そうな色を塗ぬり重ねてアリシアを見つめた。

「どうした、アリシア。まさか何かあったのか？」

　真剣そのものの声で言われると、単に挨拶をしたかった、顔を見たかっただけとも言いにくい。アリシアは懸命に理由を探した。

「あの、さ、差し入れ、ですの……私自身、を……」

　拙つたない誘ゆう惑わくに、カシュヴァーンも衛兵もぎょっとする。部下の不ぶ躾しつけなまなざしに気づいたカシュヴァーンは、むっと眉まゆをひそめてアリシアの手首を摑つかんだ。

「とにかく、入れ」

　そのまま部屋に引っ張り込まれたアリシアは、広い室内と、奥の文ふ机づくえの上に散らばった地図や報告書の束を見て暗い気持ちになった。

　ここは元々領主の私室。……カシュヴァーンの父、レジオール・ハルバーストが森の奥の屋敷に移ってしまう前に使っていた部屋だ。

　威い光こうと武力を誇こ示じするような、熊くまの皮の敷しき物ものにいつもなら興奮してしまうところだが、今は疲れきった様子の夫から眼が離せない。

「全く、今度は誰の入れ知恵だ。ルアークか？　それともレネか？　ノーラもさっき騒いでいたようだが」

　肩を竦すくめたカシュヴァーンは、ふうっと大きく息をつくと改めて妻を眺ながめやる。その眼にはほんの少しだけ、余裕が戻ってきていた。

「だが……まあ、二人きりでこうして会えるのは久しぶりだな」

　シルディーン王宮を出発して以来、いつも一緒にいはしたが、悠ゆう長ちように話ができる状態ではなかった。狭くて揺れる馬車の中では気持ちも落ち着かない。

「カシュヴァーン様……」

　二人きりだと明言されると、「おなかが痛い」が急上昇してくる。いつ敵てき襲しゆうがあるか分からない、と思いはすれど、だからこそ貴重な一ひと時ときを大切にしたい。

「入れ知恵では、ありません。ただ……私、お会いしたくて……」

　ルアークの入れ知恵、もとい助言に従いアリシアは「心配だから」のひと言を伏ふせた。素直な好意の表明に、カシュヴァーンの口元に笑みが浮かぶ。

「──本当に、素晴らしい差し入れだな。俺の好物を、お前は実によく知っている」

　大きな手が伸びてきて、亜あ麻ま色いろの髪に触れる。武ぶ骨こつな指先で優しく髪を梳すかれれば、「おなかが痛い」は一気に「おなかを壊こわし」そうにまで高まった。

　けれど、甘い口づけの夢む想そうに反し、カシュヴァーンはすぐに手を放してしまった。

「カシュヴァーン様……？」

　物足りない思いが声に出てしまい、赤くなるアリシアをカシュヴァーンは愛いとおしそうに見て、

「だが、素晴らしすぎてだめだ。いろいろなことがありすぎて、自制心がきかなくなっている気がするんでな。……今お前に触れてしまえば……歯止めがきかなくなりそうで、怖い」

「……は、歯止め、なんて、いい、ですわ」

　離れてしまった手を、アリシアは自みずから取って引き寄せた。

　父殺しの怪物と自じ嘲ちようし、必要なら暴力を振るうことも厭いとわない手だと知っている。けれどアリシアに触れる時のこの手は、悲しいほどに誰よりも優しい。

「カシュヴァーン様、私……カシュヴァーン様がなさることなら、どんなことでも嬉うれしいんですの……」

　眼鏡めがねの奥、青い瞳をしっとりと潤うるませて、アリシアは夫にささやきかける。

　性的な知識に乏とぼしいアリシアにとって、夫婦の営いとなみはぼんやりとなんとなく楽しそう、程度の印象しかない。だが次第に積み重なった経験が、握にぎった手の先に待ち受けるものを予想させていた。

　いつか俺の子を産んでほしい、とカシュヴァーンは言った。

　すでに二人も『息子』はいるが、実の兄との確かく執しつを抱かかえたルアーク自身が「おにいちゃん」になるためにも……、するべきことがあるはず。

「……アリシア」

　小さく、カシュヴァーンが喉のどを鳴らした。食欲とは違ちがう飢うえがその眼の奥に走り、アリシアの手を握り返してきたが……小さな体を引き寄せる寸前、水に濡ぬれた犬のように大きく頭を振って動きを止める。

「頼むから、あまり誘惑してくれるな。今これ以上体力を消しよう耗もうしたら……いや、なんでもない」

　理由を曖あい昧まいにごまかされたアリシアは、名残なごり惜おしさを堪こらえて手を引っ込めた。

「そうですわね、では……膝ひざ枕まくらも、頭撫なで撫でも、口づけも、全部後で……」

　全部片づけば、誰にはばかることなくいちゃいちゃできるのだ。それがいつかは分からないが、少なくとも今ではないのだから仕方がない。

　それに、噂うわさに聞く初夜とは相当男に負ふ担たんがかかるそうではないか。ノーラに聞いても「わ、私もその、まだですから、競争ですわねッ！」とごまかされ、トレイスに聞いたら謎なぞの懺ざん悔げが始まって会話にならなかったので詳しよう細さい不明だが、せめてもう少し知識を得てからでないとカシュヴァーンに悪い。

「今度セイグラムに……いえ、なんでもありませんわ。おやすみなさいませ、カシュヴァーン様」

　きちんと頭を下げ、出て行こうとする妻を見つめてカシュヴァーンが不意に口を開いた。

「──アリシア。膝枕も頭撫でも口づけも、もちろん全部やってほしいが、この戦いが片づいたら……」

「え？」

「いや、本当に片づけてからにしよう。ルアーク、ちゃんとアリシアを部屋まで送れよ。じゃあ、……おやすみ」

　自ら扉を開けてやりながら、カシュヴァーンは後の楽しみが必要、とかなんとかもごもご言っている。そんな主あるじに一礼しながら、衛兵が「強公爵閣下は早いなあ……」と小さくつぶやいて後こう頭とう部ぶを思いきり小突かれた。







　食物を支給され、ある程度睡すい眠みんを取った兵士たちの体力は、翌朝にはかなり回復していた。士気は元々高かったので不安はなく、むしろ高すぎるぐらいに高こう揚ようした戦意を適度な水準に戻す意味でも休息が必要だった。

「夜襲を仕掛けてこなかったあたり、奴やつらもそろそろ体力が尽きてきているはずだ。一気に叩たたくぞ、みな力を貸してくれ!!」

　ごく簡単な出発式を、カシュヴァーンの宣せん言げんが締める。カシュヴァーン、バルロイ、ティルナードの三人が指し揮きする軍が移動していく様を見送って、アリシアはまた台所に戻った。

「残っている人たちのご飯を作らないとね」

　進軍に参加する兵士たちには朝食を取らせたが、負傷などの理由で屋敷に留とどまっている者たちはまだなのだ。

　戦せん闘とう能力のないアリシアには他にできることもないし、「領主の奥方様、噂の『死神姫』が手ずから料理を作って下さるとは」と感激する兵士も多い。……毒は入っていませんよね、と聞かれることも何度かあったが。

「慣れさえすれば、『肥ひ料りよう要いらず』だって毒じゃないんだけど……」

　森と敷しき地ちの狭間はざまに作られた、獣けもの避よけのための『肥料要らず』の生いけ垣がきを見てアリシアは残念に思う。空を突くように高くそびえた針葉樹林が多いアズベルグにおいて、この植物は低木であること以外にもいろいろな意味で特とく殊しゆだ。

　猛毒を蓄たくわえた厚ぼったい『肥料要らず』の葉を利用できるなら、もっとたくさん料理を作れるのに。冬を越したばかりのアズベルグ地方ではただでさえ食料の備び蓄ちくが少なく、このまま戦闘が長期化すれば餓が死しの危険性すら出てくる。

「……慣れなければ食べられないような物は毒ですわよ、奥様。残っているのは疲れている人間ばかりなんですから、余計な物を混ぜるのは絶対に絶対にやめて下さいね？」

　至し極ごく当たり前の指摘をして、ノーラは給仕を手伝うためにそのまま出て行ってしまった。

「あの甘い匂においをおかずに、パンぐらい食べられないかしら……」

　未み練れんたっぷりのアリシアに、ルアークは苦笑いする。

「かなり高度な妄もう想そう力りよくが必要になりそうだよね。アリシアぐらい鼻がよければ可能かもしれないけど、食べ慣れるのとどっちが早いかなあ？」

　まずはいつものように茶化してから、ふと大人びた顔になった。

「大丈夫だってアリシア、さっきカシュヴァーンおにいちゃんが言ってたでしょ？　敵さんは今日で攻撃を始めてから五日目、ラグラドールを出発してからだともっと経たってるはず。向こうにも疲れが溜たまってるのは間違いないし、こっちにはあちこちから援軍も向かってきてるはずだしね」

　レイデン地方とオーデル地方からの派兵はすでに確認されていた。双そう方ほう豊かな土地であるため、兵と一緒に当座の食料なども都合してくれているとも聞く。

「なんでもフェイトリン地方から、ていうかロベル家の人も食料を送ってくれてるらしいよ。ティルぼっちゃんに援えん助じよを受けたから、ってね」

　フェイトリン五家のひとつ、アリシアたちとも馴な染じみの深いロベル家に、ティルナードはひそかに援助を行っていたのだ。思わぬお返しに、アリシアは胸が熱くなるのを感じた。

「まあ、やっぱり恩は売っておくものね！　それならいいんだけど……ところでルアーク、ノーラについて行かなくて大丈夫なの？」

「うん、この屋敷の中にいてくれれば分かるよ。他に兵士も残ってるし」

　なんでもないようにルアークは言うが、こちらの屋敷のほうがライセンの屋敷より大きいのだ。しかもライセンの屋敷のように、あちこちに隠し通路が備わっている訳でもない。

「すごいわルアーク、ルアークは本当にどんどん強くなるわね！」

　素す直なおな賞しよう賛さんに、ルアークはちょっとくすぐったそうに笑った。

「へへ、まあね。最近結構がんばってるし」

　ルアークが暇ひまを見つけては、ジェダやカシュヴァーンを相手に腕を磨みがいていることをアリシアも知っている。

「……どれだけ修しゆ業ぎようを積んでも、届かないとは思うけど、ね」

　ぽつりと漏もれたひと言を聞き返す暇を与えず、ルアークは素す早ばやく話を変えた。

「さて、料理の続きをしようか。俺は何したらいい？　アリシア」

「そうね！　じゃあとりあえず、泥イモの皮剝むきを手伝って」

　山ほど積まれた泥イモを指し示し、自分は肉を切り分けようとし始めたアリシアを、ルアークの鋭するどい声が呼んだ。

「アリシア！」

「きゃっ!?」

　包ほう丁ちようを手にする寸前だったため、余計に驚いたアリシアにぴたりとルアークが寄り添そう。

「ルアーク……？　あら、その針では肉を切れないわよ。毒が」

　ルアークの武器である太い銀針には、『肥料要らず』を精製して作った毒が塗られている。やはり耐性をつけてくれる気なのだろうか、とのんきに考えているアリシアに対し、ルアークの表情はこの上なく硬かたい。

「動かないで。絶対」

　そこに至り、アリシアもようやく差し迫せまった状じよう況きようであるらしい、と理解した。とりあえず包丁を持つのはやめて、ルアークの背に隠れる。

　しかし、いくら眼を凝こらしてみても、台所の中には自分たち以外誰もいない。元〈玩具の兵隊〉が動く時特有の風も吹かない。

　眼が悪い自覚はあるアリシアだ。まだ洗っていない食器や、根菜が山積みされた木箱あたりをまじまじと見てみたが、おかしな点は見当たらない。

　おまけに屋敷の内外からは、まるで緊きん張ちよう感かんのない笑い声さえ聞こえてきたりするのだ。ルアークのことだから勘かん違ちがい、ということはないだろうが、あまりにも事態が摑めない。

「ル」

　アークと呼ぼうとした、アリシアの眼前で火花が散る。

　一歩遅おくれてふわりと前髪が浮き上がり、視界の端を銀色の光が二条かすめた。

「きゃっ……、あ……？」

　一瞬の攻防についていけず、アリシアがものすごく中途半はん端ぱな悲鳴を上げた、その時。

「腕を上げた」

　つぶやく声は、まるで風。

　男なのか、女なのか。そもそも人の声なのか。気まぐれに吹き抜ける風のように色のない、無個性な響ひびきがアリシアの耳じ朶だを打った。

「四十……歳？」

　台所の真ん中に、まるではじめからそこにいたかのように風景に同化している短い銀髪の男。ルアークとよく似た、体の線をぴたりとなぞる黒い衣装に身を包んだ彼の年齢を絞しぼりきれず、アリシアは小首をかしげてしまう。

　目元や口元にあるかすかなしわは、年相応のものだと思われる。しかし眉をきれいに剃そり上げているため表情が分かりにくいせいか、年の割に全く崩くずれのない体の線のせいか、それとも奇妙に薄い存在感のせいだろうか。さながら幽ゆう霊れいとでも対たい峙じしているようで、声同様いまひとつその個性が摑めない。

　姿を見たのは初めてだ。けれどこの男のことを、アリシアは知っていた。

「この方が、ルアークの『先生』……？」

「……残念ながらね」

　若じやつ干かん食器の山のほうを向いているアリシアを背に庇かばったまま、乾いた声でうなずくルアークの手には針状の得え物ものが握られていた。対する『先生』の手にも、同一の武器がある。

「ひとりか。意外、でもないかな」

　師のごく薄い青い瞳を見み据すえたまま、ルアークはひと言ひと言を選ぶようにひとりごちた。














　俺は元々ひとりで判断して戦うほうが性に合っていると、昨日ルアーク自身が言ったことをアリシアは思い出した。暗殺者という職業柄当然ではあろうが、それはやはり『先生』の教えゆえなのだろうか。

「目的はやっぱアリシア？　それとも俺？」

　時間稼かせぎの意い図とか、ルアークは慎しん重ちように質問を重ねていくが、『先生』は全くの無反応。

　彼を慕したうギゼあたりなら、相手がルアークということも手伝って露ろ骨こつな反応を示してくれるだろう。しかしギゼと比べずとも、『先生』の反応は薄かった。と言うより、なかった。

「そこまでお年には見えないけど、もしかして耳がお悪いのかしら……？」

　アリシアがそんな疑いを持ち始めた時、『先生』の声が耳に届いた。

「認識」

　一重まぶたの下、薄い青の瞳がじっとアリシアを見ている。

　眉がないせいか、やや爬は虫ちゆう類るいめいた印象のある『先生』の眼には、なんの生気も感じられない。物を映うつすというよりも、いつか見た本で読んだ、この世のすべてを吸い取ってしまう空に空あいた穴のよう。

「やめてよ」

　思わず後ずさったアリシアに代わり、一歩踏ふみ出したルアークがかすれた声で言う。

「記憶」

　弟で子しの願いなどお構いなしに、『先生』は続ける。ラグラドールで襲おそわれた時と同じだわ、とアリシアは思った。

「認識」「記憶」、そして……脳のう裏りに浮かんだのは、赤い光景。

　そういえばあの時も、ルアークと二人だった。

「──やめて」

　震ふるえる声でアリシアは言った。

「やめろ」

　額ひたいにうっすら汗をにじませて、ルアークも言った。

　だが『先生』は頓とん着ちやくせず、自分の間合いで最後の言葉を発した。

「実行」

　三つの単語の持つ意味は、アリシアにはよく分からない。

　分かっているのはこの間も最後の単語が聞こえた直後、白い壁が赤く染まったことだけ。

「やめて、ルアークを殺さないで……!!」

「殺させない。あんたには、もう何もやらない!!」

　喪そう失しつの予感に怯おびえるアリシアの悲鳴を、思いつめたようなルアークの叫びがかき消す。次の瞬間、激しい風に襲われたアリシアは、洗い場にすがりつくようにしてその場に倒れ込んでしまう。

「きゃっ……！　ル、ルアーク……!!」

　振動で、積まれたままだった食器がいくつか床ゆかに落ちて砕くだけた。どこかに飛んでいきそうになる眼鏡を必死に押さえながらアリシアが見たのは、『先生』に組み伏せられているルアークだった。

　苦く悶もんの表情を浮かべてはいるが、ラグラドールの時のような、大きな怪け我がや激しい出血は見受けられない。まずそのことにほっとしたのも束つかの間ま、ルアークの手から得意の武器がなくなっていることに気づいた。

「ルアーク、よ、よくはないけど、よかった……、あっ」

　出会い頭がしらの一撃が回かい避ひされたことを喜んだのも束の間、暗殺者師弟の姿が消えた。と思ったら、ルアークがアリシアの足下に派手に突き飛ばされてきた。

「うっ……！」

「ルアーク!!」

　腹のあたりを押さえ、苦しそうにしているのを見て青ざめたが、大きな怪我を負おった様子はない。どうやら『先生』の目的は現在、弟子に致ち命めい傷しようを与えることではないらしい。

　では目的はなんなのだろう。

「ルアークの武器がほしい……、では、ないわよね……？　替えが切れた、とか……」

　ルアークから奪うばった武器を己おのれの足下に突き立てた状態で、『先生』はじっと立っている。最初の出現位置から動かず、無言でこちらを見つめる空くう虚きよな瞳を見返し、アリシアはゆっくりと口を開いた。

「せ、『先生』……とお呼びするのは失礼ね。申し訳ありませんが、お名前をうかがってもよろしいかしら」

『先生』が本名ということはあるまい。良家の子女らしく、まずは名前を聞いてみようとしたが返事はなかった。

「私はアリシア・ライセン〈強〉公爵夫人です。ねえ『先生』、『先生』がおいくらで〈翼の祈り〉教団に雇やとわれているのか教えて下さらない？　私の夫はとってもお金持ちですし、あちこちから援助も受けられる立場ですから、ちょっとぐらい借金をしてでも言い値で雇って下さると思いますわ」

　仕方がないので自分から名乗り、そのまま話を進めていくと、腹部を押さえながら立ち上がったルアークが眼を剝く。

「ちょっ、アリシア、まさか『先生』を懐かい柔じゆうするつもり!?」

「だめかしら。私が『先生』と戦うのは無理そうだし、でも出て行っても下さらないし、言うだけ言ってみようと思って」

「だ、だめっていうか……」

　あまりにもアリシアすぎるよ、と意味不明な感想を漏らしたルアークは力ない笑みを口の端に浮かべる。

　しかし突然表情を消すと、『先生』に向かってこんな質問を始めた。

「ねえ、『先生』。『先生』は、俺のおにいちゃんを……サイードおにいちゃんのことを、覚えてる？」

　ルアークの実兄サイード。出来のいい弟の願いにより生かされ、そのために一層弟を憎にくみながら死んでいった彼の名が、ルアークの口から出ることはめったにない。

「ルアーク……、急にどうしたの？」

　ルアークがいまだジェダには遠慮した風なのは、ジェダの外見が亡なきサイードによく似ているためだ。確かにサイードも〈玩具おもちやの兵隊〉の一員であり、弟と一緒に『先生』の隊にいたのだろうが、今ここでその名を出す理由が分からない。

「アリシアはちょっと黙だまってて。……答えて下さい、『先生』」

　急せかされた『先生』はほんの少しだけ、眉があったとおぼしきあたりを動かしたように見えた。だがそれさえもアリシアの錯さつ覚かくだったのか、なんの反応も返ってこない。

「じゃあ『先生』、あんた自分の名前を覚えてる？」

　答えは沈ちん黙もく。唐とう突とつな質問の意図を聞き返してくるでもなく、ただただ、無反応。

「──ね、アリシア。この人はこういう人なんだよ」

　武器のない手で構えを取りながら、ルアークは背に守った少女に話しかけた。

「任務に不必要なことは、無能な元部下も、自分の名前さえ、きれいさっぱり記憶から消してしまえるんだ。だから説得なんか無む駄だ」

　サイードの名も彼の存在も、自分自身の名前さえ『先生』には価値がない。価値がないものいっさいを切り捨て、戦うためだけに磨き上げられた刃やいばが向かう先は、誰にも変えられない。

　ところがルアークは、そこまで説明をしておいた上でこう切り出した。

「ねえ『先生』。狙ねらいが俺の身柄なら、抵てい抗こうなんかしないよ。なんでも言うこと聞く。だから『先生』、アリシアとかカシュヴァーンおにいちゃんとか、他の人には手を出さないでもらえないかな」

「ルアーク！　説得は無駄なんでしょう!?」

　さっきと話が違うと、珍しく突っ込んだアリシアを振り返らずにルアークは説明する。

「取引によっちゃ有効。『先生』は最短の方法で任務を完了することしか考えてないからね。……どうかな『先生』。俺、以前よりはできるようになってますよ。下へ手たに抵抗されるより、おとなしく俺が言うこと聞いたほうが得じゃないですか？」

　取引を持ちかけられても、『先生』の無反応は変わらない。その眼はただじっとアリシアを見つめている。

「やっぱり、狙いはアリシアか」

　二人いて、ひとりの命を狙う気も連れて行く気もないとくれば答えは簡単だ。自分はただの障しよう害がい物ぶつ、と認識したルアークはアリシアにこう言った。

「アリシア、前言撤てつ回かい。逃げて」

「嫌よ……」

　弱々しくアリシアは首を振る。

「逃げて。お願いじゃ聞けない？　──逃げるんだ、さっさと。足手まといなんだよ」

　自分に対してはおよそ使われたことのない、冷たく厳しい声こわ音ねに泣きそうになる。

　傷ついたからではない。ルアークの決意が、優しさが痛いからだ。

「嫌よ、だってルアークが」

「そうだね、俺はここで死ぬかも。でもアリシアには生きてほしい」

「……そんな……」

　恐おそろしい単語に息が詰つまる。それでも懸命に止めようとするアリシアの反論を、ルアークは先回りして封ふうじた。

「俺が『先生』に勝てるとも思えない。けど、今できる精せい一いつ杯ぱいのことをしたんでなけりゃ、俺は水みな底そこの国でみんなに合わせる顔がないよ」

　もしも『先生』がアリシアを殺す気ならば、今逃げたところでルアークが殺される間寿じゆ命みようが延のびるだけだ。捕つかまえに来た場合も同様、まさかお茶の誘さそいに来てくれた訳でもあるまい。

　だからといって何もしない訳にはいかないのだと、ルアークはかすかに振り返って微笑んだ。

「少しでも俺のことが好きなら言うこと聞いて、アリシア。『息子』からのお願い」

「……ル、きゃっ……!!」

　後うしろ手に伸びたルアークの手が、アリシアを台所の戸口に向けて突き飛ばす。反動で前に出た死神少年の姿は、あっという間に一いち陣じんの風と化した。

「ルアーク……！」

　木製の扉にすがりながら振り向いたアリシアの眼に、台所の中央で交差する師弟の姿が映る。

　素す手でで殴なぐりかかったルアークの手首を、『先生』が摑んで止めていた。そして彼はアリシアをちらりと見、必死に次の攻撃に移ろうとしている弟子の耳元にささやいた。




「惚ほれているのか」




　小さな小さなその声は、ぎりぎりまで声量が絞られていた。だから耳はいい、と評されたアリシアにも聞こえなかった。

　しかしルアークは大きく瞳を見開き、動きを止めた。

「ルアーク……、ど、どうしたの……？　えっ、あっ」

　逃げるべきか否いなか、アリシアが判断に迷っている間に足下から声がした。

「やはり、あなただ」

　風のようにしか聞こえなかったその声は、かすかな熱をはらんでいる。

　突とつ如じよとしてアリシアのすぐ側に出現した『先生』が、ひざまずき深々と頭こうべを垂たれていた。

「え？　あら、もしかして、私を殺すことも忘れていたの……？」

　何を確認されたのか分からず、ともかく逃げなきゃ、とアリシアが思う前に『先生』は姿を消した。

「……私、もしかして殺し忘れられた……？」

　小首をかしげるアリシアの耳に、切せつ羽ぱ詰まったノーラの声が聞こえてきた。







「奥様、ルアーク、何かすごい音がしませんでした!?　警備の兵は何もない、と言ってますけど……、あら？」

　数人の兵士を連れ、血相を変えて台所に突入してきたノーラは、眼の前の光景に拍ひよう子し抜ぬけした様子だ。

　高い能力を持つ暗殺者同士の攻防は、周囲にあまり被害を及およぼさない。多少野菜が転がったり皿が割れたりはしているが、これなら昨日ラグラドール人たちが酔よっぱらって騒いだ後のほうがよほど悲ひ惨さんだった。

「ちょっと、奥様、ルアーク、まさか単に皿を落として割っただけ、とかではないでしょうね……？」

　兵士を連れてきてしまった手前少々ばつの悪そうなノーラを尻しり目めに、アリシアはルアークに駆け寄った。

「ルアーク、ルアーク、大丈夫!?　怪我は!?」

「……ん……、あ、うん」

　アリシアと眼を合わせず、ルアークはぼんやりした返事をした。床に突き刺ささっていた得物を拾い上げ、その切っ先を意味もなく見つめたりしている。

「ルアーク……、平気？　血は出ていないようだけど、どこかやられた……？　もしかして、毒とか」

　妙な反応の鈍にぶさに不安を覚え、顔色を確認しようとするアリシアの眼からまたルアークが逃げる。

「大丈夫だよ……」

　ちっとも大丈夫そうではなかった。しかし説明を求めるノーラに請こわれるまま、『先生』出現について話すうち、ルアークは次第にいつもの彼に戻っていった。

「警備兵の目にも留まらない、ルアークの師し匠しよう……!?　おおお奥様、ルアーク、よく無事でしたわね……!!」

「単に向こうに殺意がなかっただけっぽいけどね。あはは、そんなに怯えないでノーラ、大丈夫だって。あの人に狙われたら絶対一撃だから。苦しまないから」

「暗殺者の物差しで慰なぐさめないでちょうだい!!」

　ぎゃんぎゃんわめくノーラをからかう、軽けい薄はくな態度は普段どおり。けれど時々、その眼の奥に迷うような光が揺れている。

　アリシアも不ふ審しんに思わなかった訳ではない。だが何せ、今回の相手は様々な因いん縁ねんがあるルアークの師匠だったのだ。

「カシュヴァーン様だって、剣の師匠のバルロイ様とけんかなさった時はつらそうだったもの。師匠と戦うって、つらいことよね……私だってエルティーナ様といちゃいちゃ争いなんて、嫌だわ……」

『先生』の襲しゆう撃げきの意図が不明ということもあり、胸に複雑な感情がわだかまるのも当然だろうと、アリシアはごく自然にそう判断した。







『先生』来襲の日の夜、カシュヴァーンたちはかなり明るい顔で帰ってきた。

「やはり、敵は疲れている。そもそもアズベルグ攻め自体かなり急に決定したことらしく、不満を持っている奴が大勢いるようだ。ラグラドールでも〈翼の祈り〉派と大地の女神派で争っているようだし、この戦いくさ、思ったよりも早く終わりそうだぞ!!」

　久しぶりに上じよう機き嫌げんのカシュヴァーンに水を差すのは気が引けたが、『先生』のことを報告しない訳にはいかない。ひとまず夜食が終わるのを待ち、アリシアは夫に時間を作ってくれるよう頼んだ。

「『先生』が単独で襲ってきただと!?」

　二階の元領主の部屋にて、ルアークと一緒にアリシアが昼間のことを報告すると、カシュヴァーンもその他の面々もみるみる顔色を変えた。ちなみに不慣れな指揮で体調を崩したティルナードは、ノーラに付き添われて部屋にいる。

「ルアーク、よく無事でしたね」

『先生』の恐ろしさをよく知るレネが気き遣づかわしげな眼を向けると、ルアークは両手を広げてくるっとその場で回ってみせる。

「ご覧のとおり、今のところは元気いっぱいでーす。ま、次会ったら瞬しゆん殺さつされるかもしれないけどね」

　おどけた言葉をしかめ面つらで聞いていたカシュヴァーンが、単刀直入に聞いた。

「話は、ひとまず分かった。しかし……その、『先生』か。そいつは一体、何をしにここまで来たんだ？」

「分かんない」

　あっけらかんとルアークは答えた。重い話題を軽く口にする、その様はすっかりいつもの彼だ。

「『先生』は本当に、雇い主の命令を完かん璧ぺきに、忠実にこなすだけの人だから。操あやつり人形に理由を聞いても無駄だよ。操ってる本人に聞かないと」

「ソルラスカとかいうばあさんか……」

　難しい顔をして考え込んだカシュヴァーンは、居並ぶ面々を眺め回す。トレイス、セイグラム、バルロイ、レネと眼を動かしてから、最もソルラスカについて情報を持っているであろうレオニアに質問した。

「レオニア、ばあさんの目的は自分が聖女に返り咲き、教団を統括することなんだよな？」

「それは、手段に過ぎん……ふわぁ」

　相変わらず間延びした口調でレオニアは答え、ついでにあくびをした。本日の彼は例の粉をばらまいたり、意外な剣の腕を披ひ露ろうして活かつ躍やくしたらしいが、ひとたび戦場を離れるとすぐに眠そうな顔に戻る。

「神と聖女に導かれた、各国の王が……敬けい虔けんな信者たちを支配する……そんな世を作りたいようだな……」

「お気持ちは分からなくはないのですが。せめてもう少し、手段を選んで下されば……」

　沈ちん痛つうなトレイスの声を聞き、アリシアも少し違う意味で表情を曇くもらせる。

「……元宰さい相しよう閣下と、同じようなことを考えていらっしゃるのね」

〈翼の祈り〉の教えを盾たてに絶対王政を打ち立て、王家と地ち方ほう伯はくが支配する正しい国家を作る。

　イーダルが望み、ゼオルディスが引き継ついだと思われる理想と、ソルラスカの目指す世界はよく似ている。

「似ているというのは、違うことだとは思うけど……もう少し平和的に、経費をかけずになんとか……そうだわ!!」

　思いついた案を、アリシアは嬉しそうに夫に提案した。

「カシュヴァーン様、国王陛へい下かはアーシェル様に興味をお持ちのようですわ！　ソルラスカ様がアーシェルになったのなら、そのまま国王陛下の愛人におなりになれば丸く収まるのではないかしら!!　正妻はもうミューゼ様がいらっしゃいますからだめですものね」

「──トレイス、一瞬妙案じゃないかと思ってしまった俺を赦ゆるしてくれ」

　ものすごく何か言いたそうな顔で黙っているトレイスに、カシュヴァーンが妻に代わって謝罪した。

「ソルラスカ様と、クロエ様の交換か……」

　得意の発明でどうにかできないか考え始めたレオニアを尻目に、ルアークはふうっとため息をつく。

「似てるといえば、ナディールさんの理想世界もそんな感じなんだろうね」

　ソルラスカの理想世界。その主語を「神と聖女」から「教団」、つまりは「教団を統括する第一階かい梯てい」に変えれば、それはナディールの理想だったはずだ。

〈灰色〉の末まつ裔えいとして生を受けたナディールの人生は、楽しいものではなかっただろう。ようやくすべてを見下ろす立場へと足をかけた瞬間に突き落とされた彼は、今頃何を思っているのだろうか。

「ま、中途半端に似てたから並び立てなかったんだろうね。統一支配のために協力しましょう、でも俺が一番、お前が二番！　ってお互いに思ってるんじゃ、そりゃどっかでぶつかるでしょ」

　誰もが頂点に君くん臨りんしようとしているから、折り合いがつかないのだ。肩を竦すくめて言うルアークに、カシュヴァーンが根源的な問いを投げかける。

「そもそもなんで『先生』とやらは〈玩具の兵隊〉解体後、〈翼の祈り〉についたんだ？　王家についてもよかっただろうに」

　ラグラドール人頼みの軍事力を独自に強化するため組そ織しきされた〈玩具の兵隊〉は、シルディーン王家と〈翼の祈り〉教団双方の協力によるものである。途中で傭兵たちに計画がばれて解体となった後、どうして『先生』は教団側についたのだろうか。

「そうですわね。それにどうしてナディール様ではなく、ソルラスカ様に従うのでしょう……ソルラスカ様のほうがお金持ちなのかしら……」

　二人とも同格の指導者のはずなのに、『先生』がソルラスカを選んだ理由はなんだろうか。それもまた不思議で、アリシアは眉根を寄せた。

「……あの人が何か確固たる理由を持って行動してる、と思わないほうがいいと思うな。ジェダさん以上に自分がない人だから……あ、これジェダさんには内ない緒しよね、セイグラムさん」

　かすかな険を漂ただよわせて言ったルアークは、告つげ口しないようセイグラムに頼んだ。ジェダは現在ティルナードの側につき、外の敵と内の雌めす猫ねこから主を守っている。

「分かっている。せっかく私の仕込みが定着してきたところなのだから、下手な刺激を与えるつもりはない」

「……ありがと。でも俺、ジェダさんがあんた二号になることだけは、絶対阻そ止しするからね……？」

　レイデン家にジェダを置いておいて本当に大丈夫だろうかと、ルアークは危あやぶみ始めている。

　不審そうな視線を物ともせず、セイグラムはついと眼鏡を押し上げた。

「その代わり、『先生』についてはお前が後でジェダに話して、無事な姿も見せてやれ」

「え？」

　まさかそんな言葉がセイグラムの口から出るとは思わなかったらしく、ルアークが眼を丸くする。するとセイグラムは、憂ゆう鬱うつそうにため息をついた。

「心配しなくても、ジェダには個性がちゃんとある。人付き合いの修業のため、とりあえず何か話せと言うと、あいつはお前の話ばかりする。……世の中の兄は、もう少し弟に無関心でもいいと思うのだが」

「……あんまり役に立つ個性じゃなさそう。はは、そっか、そういえばあんたも弟なんだっけ」

　貧びん乏ぼう貴族の次男として自立を余よ儀ぎなくされたからこそ、セイグラムは傭兵団に入ったり執しつ事じの口を求めて名家を訪ね歩いたりしていたのだ。微び妙みような表情でルアークは笑い、アリシアはまだ見ぬセイグラムの兄に思いを馳はせる。

「セイグラムとセイグラム二号になったジェダとセイグラム三号みたいなお兄様……」

「やめてくれアリシア、夢に見そうだ……」

　三人揃って眼鏡を押し上げているところを想像してしまい、カシュヴァーンがうめき声を上げた。














「え、えーと、とにかく、『先生』がどう動くかについては結局例のおばあさん次第だってことで。すっごく怖いらしいそのおばあさん、直じき々じきに出てくる気配あるの？」

　あれこれ推測した挙あげ句くに脱だつ線せんしすぎたので、無理やり話を変えたルアークにカシュヴァーンは眉根を寄せた。

「今のところないな。いっそ引きずり出してやるべきかもしれんが……」

　頭とう目もくを討うたねば事態の完全収拾は難しい。けれど現在の戦力だけでかたをつけるには、相手が大きすぎる。

「現時点での戦況は悪くないが、深追いしてラグラドール入りするのは避さけたい。〈翼の祈り〉とだけやり合うならまだしも、本気でラグラドール人とやり合うのは御ご免めんだ。少なくとも、今はな。なあバルロイ？」

　皮肉げなカシュヴァーンの呼びかけに、バルロイはらしくもなく弱よわ音ねを吐はいた。

「俺も御免こうむるぜ。……正直〈翼の祈り〉がどこまで浸しん透とうしているのか、ラグラドール人自身ですらよく分かってねえんだ。今回の件で、ある程度そいつがあぶり出されたけどな」

　バルロイが協力してくれているとはいえ、ラグラドールでの内部争いが激しいのは以前から知られていたことである。宗教問題まで絡からめば、誰が敵で誰が味方なのか、ますます分かりづらいだろう。

「バルロイ様。私は、バルロイ様についていきますから」

「……そうだな。お前がついてきちまうんじゃ、俺も下手は打てねえな」

　レネを止めても無駄と学習したらしく、バルロイはあごを搔かいて言葉を濁にごす。いつもどおりの傭兵たちをルアークはどこか羨うらやましそうに見ながら、

「〈翼の祈り〉だって、また増援を出してくる可能性はあるしね」

「それはもちろんだ。おまけに例の『先生』、ギゼ……国王陛下も今後どうするつもりなのか……」

　ナディールの告発に巻き込まれたゼオルディスは、今後どう動くだろう。狙い澄すましての告発に怒るでもなく、焦あせるでもなく、ひたすら爆笑していた彼の次の手が怖い。

　怖いと言えば、新興貴族の動静も怖い。新国王にないがしろにされ、その新国王が恥をかかされた状況で、彼らはどう動くのか。……〈翼の祈り〉と戦いながら、シルディーン内部で相あい争あらそうような事態にならないか。

「ああくそ、判断するにも、情報も時間も人手も何もかも足りん!!」

　不確定要素が多すぎる。埓らちが明かないとみたカシュヴァーンは、話をいったんまとめた。

「とりあえずアズベルグの支配を取り戻し、俺たちの屋敷も取り返す。足下を固めて、すべてはそれからだな」

　敵はじりじりと退たい却きやくしており、消火活動も進んでいるが、まだ完全ではない。打って出るにしろ防御を固めるにしろ、まずは敵を追い出しこの地を取り戻してからの話だ。

「──ルアーク」

「分かってるって。絶対に、アリシアから、眼を離しません」

　呼ぶ声ひとつでカシュヴァーンの望みを察したルアークは、片手を上げて宣言する。ふざけた態度だが、眼は真剣そのものだ。

「分かっているならいい。……頼むぞ。レイデン地方からの援軍が到とう着ちやくしたので、明日はお前とアリシアも連れて出る。『先生』とやり合えるのは、お前しかいないだろうからな」

　腕に自信のないカシュヴァーンではない。バルロイも歴戦の兵つわものであり、ジェダもレネもルアークと同じ元〈玩具の兵隊〉だ。セイグラムも傭兵上がりだし、ティルナードやトレイスも以前と比べればずいぶん腕を上げた。

　けれど『先生』とやり合えるのは……勝てる、ではなくあくまでやり合うことができるのは、ルアークしかいない。

「……俺を買いかぶりすぎ、としか言いようがないけど、やるよ。可能性があるの、俺しかいないみたいだし」

　それが妥だ当とうとうなずくルアークに、カシュヴァーンは苦く笑う。

「言ってくれるな、死神。……悪いが、本当に頼む」

「うん、『お母さん』は俺が守るよ、『お父さん』」

　にっこり笑ったルアークの誓ちかいを合図に、カシュヴァーンは一同を見回した。

「みなもうやすめ。俺も今日は早めにやすむ。明日は一気に、アズベルグ全土を取り戻す!!」

　いまだ満足な休養が取れていないその顔色は悪く、黒い瞳の下にうっすらくまが浮いている。いつもの三割増し人相が悪く見えるカシュヴァーンだが、ようやく一区切りがつけられそうだという安あん堵どのためか、声には覇は気きが満ちていた。

「よかった、やっぱりカシュヴァーン様はけんかをなさると元気が出るんだわ」

　ほっと薄い胸を撫で下ろしたアリシアの横で、ルアークがレネに話しかけている。

「レネも気をつけて。ないとは思うけど、あの人、レネのところにも来るかも」

　アリシア目当てのように見えた『先生』だが、ルアークの力を試しているような節ふしもあった。少なくともあの時の『先生』に殺意がなかったのは間違いない。

　ならば、元〈玩具の兵隊〉であるレネにも接触してくる可能性があるのではないか。

「分かりました」

　しっかりとレネはうなずいた。

「必ず、バルロイ様を守ります」

「……あー、はいはい」

　ぞんざいな相あい槌づちを打って、バルロイがレネを引き連れて出て行く。セイグラムもティルナードの様子を見に早々に退散し、レオニアはもう半分眠ったような表情でふらふら歩いていった。

「さ、部屋まで送るよ、アリシア」

　ルアークに言われてアリシアは、改めてカシュヴァーンに挨拶をした。

「ではカシュヴァーン様、おやすみなさいませ」

「ああ、……おやすみ」

　からかってきそうなバルロイがいなくなったのを確認して、おもむろに立ち上がったカシュヴァーンが近づいてくる。

　近くで見るとますます凶きよう悪あくな面つら構がまえになったその顔が、徐々に大写しになっていく。「おなかが痛い」も同じ速度で、高まっていく。

「……ん」

　けれど与えられた口づけは思ったよりも短くて、久しぶりに触ふれた喜びよりも寂さびしさが募つのる。

　思わず夫の服の袖そでを摑みかけて、やめた。明日も早いのだから、と思ったのと、赤い顔をしたトレイスが小走りに外へ出て行くのが見えたからだ。

「……頼むから煽あおってくれるな、お姫様。ご褒ほう美びはこの戦いが終わったら、な」

　トレイスのことをうっかり忘れていたらしく、少々後ろめたそうな顔をしながらカシュヴァーンが頭を撫でてくれる。

「あぅ、そ、そうですわね、お、終わった、ら」

　自分が物欲しそうにしていたことに気づかされて、アリシアも真っ赤になった。

「そっそ、全部終わったら、ゆっくりね。それじゃ俺からもおやすみ、おにーちゃん」

　片眼をつむって挨拶したルアークに伴ともなわれ、アリシアは今度こそ廊ろう下かに出た。

「俺、後でちょっとだけジェダさんのところに行ってくるね。あ、もちろん、アリシアのことはちゃんと気にしておくから」

「それなら私も一緒に行くわ。レイデン伯はく爵しやく様のお見舞いもしないと」

　話はまとまったので、アリシアはいったんティルナードたちがいる部屋に向かうことにした。

　眼の悪いアリシアにも彼の居場所はよく分かる。二階の端から、「やめなさいジェダ、私はただティルナード様の着替えを手伝っただけよ……！」というノーラの金切り声が聞こえてくるからだ。

「……やっぱりジェダさん、染まりすぎだと思うけど……」

　騒そう々ぞうしいやり取りにルアークは苦笑いしているが、「着替え」という単語から、アリシアはまたカシュヴァーンと裸はだかで抱き合った時のことを思い出してしまった。

　冷たい海に長い間浸ひたされていた二人の胸は、触れ合った瞬間こそ冷たかった。けれどすぐに互いの体温と心音が溶とけ合って、信じられないぐらい深く暖かな安らぎが訪れた。

　もう一度、あんな風に抱き合えたら。

「も、もう、だめよ、私ったら」

　おかしな妄想を散らそうと、アリシアは「セイグラムとセイグラム二号になったジェダとセイグラム三号みたいなお兄様……」とつぶやいた。

　少し冷静になれた気がして、ふう、と息をついた瞳に映る愛の証あかし。

「この戦いが、終わったら……？」

　怖いような、甘いような予感が胸の奥に小さな灯ひを灯ともす。左手にはめた指輪が妙に気になって、アリシアは何度も何度も左手に宿ったダイヤモンドの輝きを……元はアズベルグ家のものであるそれを、眺めてしまった。

　そんなアリシアを、ルアークは黙って先導して歩いた。







　いちゃいちゃを諦あきらめ、休息もそこそこに、翌日のカシュヴァーンはレイデンからの援軍を前に、前日以上に気合の入った出発式を行った。体調が回復したティルナードも、『先生』を警戒して互いから眼を離さないバルロイとレネもやる気十分だ。

　だが結局、彼らの気き負おいは空から振ぶりに終わった。

「こっちに出た、訳じゃないか……」

　アズベルグの北部、奥にライセンの屋敷がある黒い森の入口に停とめられた馬車へとカシュヴァーンが戻ってきた。さかんに周囲を見回しているが、ライセン夫妻と未来のレイデン夫妻の馬車、あとは兵へい站たんを担になう荷馬車が数台という風景に変化はない。

「まあ、カシュヴァーン様、ずいぶんお早いお帰りですわね!!」

　一度は乗り捨てる勢いで馬車を出た夫を中で待っていたアリシアが、予想外の速さの帰き還かんに顔を輝かがやかせる。

「やっぱりラグラドールやレイデンの方がいらっしゃると違いますわね、こんなに早く戦いが終わるなんて!!」

　完全に黒い森のほうを向いて喜ぶアリシアにルアークが説明する。

「いや、違うよアリシア。こっちが強いっていうより、向こうが弱い……っていうか、少ないんだよ。数が」

　森の向こうを見み透すかすようにしながらルアークが言うのと同時に、馬に乗ったバルロイが森から出てきた。背後にレネとその他数騎の部下を連れている。

「おい、本当にほとんど敵兵はいないようだぜ」

　斥せつ候こうを走らせて確認を取っていたようだが、その上でもにわかには信じがたいらしく、バルロイは首をひねっていた。

「煙けむりは、まだ上がってるんだがなあ……奴ら、まさか火だけ点つけて撤てつ退たいしたのか？」

　ひねっていた首を上げる動作につられ、アリシアも空を見上げた。黒い森から上がる黒い煙が数本、アズベルグの曇どん天てんへと吸い込まれていっている。

　年中水気の多いアズベルグの森の木相手では、多少の火はすぐに消えてしまう。だからあの煙は今日、もしくは昨日のうちに放はなたれた火によるものだろう。

　しかし火を放った敵兵はどこへ行ったのか。

「き、昨日は僕もがんばってかなりの深手を負わせてやったからな。敵かなわないと見て逃げたんじゃないか？」

　ノーラにいいところを見せようと、ティルナードが殊こと更さらに偉えらそうに言う。昨夜体調を崩したことにより、しんがりという名の後方支援に回された分を挽ばん回かいしたいのだろう。

「可能性はなくはないが、それにしても動きが速い。……ラグラドールでの戦況に、変化があったのかもな」

　バルロイをちらりと見て、カシュヴァーンがつぶやく。

「……そうだな。そっちのほうが、ありそうだ」

　言葉少なにバルロイは同意した。ラグラドール人同士が対立している、それも宗教を巡めぐって戦っているという事実が彼を寡か黙もくにさせている。

「国に戻るか、バルロイ。援軍も来ていることだし、お前が味方してくれたことはもう十分に宣せん伝でんできた」

　レイデン地方からはるばる山越えしてきた兵士を眺めながらカシュヴァーンがそう勧すすめたが、バルロイはひらひら片手を振ってみせた。

「いや、アズベルグから本当に奴らが出て行ったかどうか確かめてからだ。戻ろうとしたところで挟はさみ撃うち、なんてのは避けたい……」

「！　誰ですか!!」

　少し作ったように笑うバルロイの顔を、じっと見上げていたレネの姿が消える。一いち陣じんの風と化した少女の目的は、中途半端に焼けた『肥料要らず』の茂しげみの向こう。

「おーっとレネ、その人は殺さないで、特に腕と眼は狙わないであげて!!」

　すでに正体が分かっているらしく、ルアークが止めようとしたが、レネは自分の任務を完かん遂すいした。

「うひゃああああッ!?」

　程なく茂みの向こうに潜ひそんで様子をうかがっていた影が、アリシアたちの前に引きずり出されてきた。明るい茶色の髪や、元々絵の具が飛び散った衣装はすすけてすっかり汚れている。

「あっ……、まあ」

「リュク！」

　まだ茂みのほうを見ているアリシアより一歩先んじて、レオニアがその名を呼んだ。







「へっ……、えっ、あ、あっ、レオニアさん!?」

　水っぽい地面をずるずる引きずられ、どろどろになった顔を上げてすっとんきょうな声を出した若者は絵師のリュクだ。旧知の仲だけに、ひと目で短髪のレオニアを識別した彼は急に怒り始めた。

「あーっもう、また自分で適当に髪切ったでしょ!?　伸ばすなら伸ばす、切るなら切るでなんで俺に相談してくれないんですか!?」

　美意識にあふれた絵師らしい台詞せりふを吐き終えたところで、リュクは急に我に返ってあたりを見回した。アリシア、カシュヴァーン、見慣れた顔を映す瞳がうるうると潤うるみ始める。

「うわあああああああん、みなさん、会いたかったですぅぅぅぅ!!」

「どうした、リュク。何があった!!」

　感かん涙るいにむせぶリュクを立たせ、カシュヴァーンが尋たずねるとリュクはぐずりながら、

「なんかよく分からないですけど、いきなり天てん罰ばつだーとか叫さけぶ声が聞こえてきて、どんどん火矢が飛んできて……訳分かんなくて、とにかく逃げろってことで逃げ出したはいいけど、森の中には兵士がうろうろしてるし……」

　要領を得ないリュクの説明を繫つなぎ合わせると、こういうことだった。

　リュクの主観では五日ほど前、「天罰」という言葉を合い言葉にした集団がライセンの屋敷を襲った。夜間だったので襲撃者がよく分からなかったが、シルディーン人とラグラドール人の混合部隊のようだったという。

　火矢による攻撃に続いて踏み入ってきた一団から逃げるため、リュクは危険な夜の森をひたすら走って逃げた。人と炎に怯えてか、獣けものたちが寄ってこなかったのは幸いだったが、あちこちに兵士がたむろしていたので遠くへ避ひ難なんすることもできなかった。

　やむなく偶然発見した森役人の小屋に逃げ込んだリュクは、そこに備蓄されていた食しよく糧りようで飢うえをしのいでいた。

　だがやがて食糧も尽き、こうなったら投とう降こうするしかないと思い始めたら兵士たちの姿が見えなくなり、途方に暮れていた時に人影を発見。様子を探さぐるために近づいたところを、レネに見つかったという訳である。

「ひょれももうむぎゃむちゅうれ、とにひゃくひふんがひへるのにへいいっぱいで、ひんにゃがどうにゃったかわひゃらひゃいんでひゅようもぐもぐもぐもぐ」

「まあ、大変だったのねリュク。何を言っているのかよく分からないけど、おなかが空すいているのはとてもよく分かるわ」

　干し肉やらパンやら、差し出された食料を手当たり次第腹に詰め込んでいくリュクの食べっぷりにアリシアは同情のまなざしを向ける。ひとりぼっちで空きっ腹を抱え、森をさまようなんてどんなに心細かっただろう。

「私が悪かったわ、リュク……カシュヴァーン様は敵が多い御お方かたですもの、妻として使用人が焼け出されることも予想しておかなければならなかったわね。そうよ、その気になれば、この森は食料で満ちているのに……」

　きっとリュクも『肥料要らず』が食べられるようにしてあげる。アリシアは心の中でそう誓った。

「……要するに、セイラやらダンやら、他の使用人のことは分からん訳だな、リュク」

　リュク語の解読に成功したカシュヴァーンの確認に、口の中の物を飲み込みながらリュクがこくこくとうなずく。

「んぐっ、えっと、そうなんですごめんなさい……俺、自分が逃げるのに精一杯で……」

　絵の締め切りが間に合わない時は必死に言い訳を並べたてるリュクだが、本日はばかに殊しゆ勝しようだ。

　無理もない。絵が遅れてもリュクが怒られるだけだが、今回は人の命が関わっているのだから。

「……気にするな。お前の戦闘能力には期待していないし、ひとまずお前が……無事でよかった」

　うなだれてしまうのも無理はないと見て、カシュヴァーンも責めはしなかった。

「カシュヴァーン様……」

　他の使用人たちがどうなっていても、それはお前のせいではないと言外に語る主にリュクがまた瞳をうるうるさせる。

「『家族の肖しよう像ぞう』の描き直し、全然進んでないですけど、いいですよね……!!」

「──ごめんですむなら締め切りなんぞいらんと思わんか？　リュク」

　あっさりいつもの調子に戻ったカシュヴァーンが、寒気がするほど爽さわやかに笑う。

「うわああああんんごめんなさいごめんなさい捨てないでえええええ!!」

　必死にすがるリュクの手をうっとうしそうに払ったカシュヴァーンの表情が、ふと翳かげった。

「……大体、部分的にじゃなく、嫌でも一から描き直しになるかもしれんぞ、リュク」

　火矢を射いかけられ、大勢の襲撃に遭あったというライセンの屋敷。以前から不信心を公言し、〈翼の祈り〉に目の敵かたきにされていたカシュヴァーンの住む場所。

　無事だとは思えなかった。

「……カシュヴァーン様……」

　不安を覚えたアリシアの髪を、カシュヴァーンが黙って優しく撫でてくれる。

「ここでリュクの馬ば鹿かと遊んでいても始まらん。……屋敷の様子を見に行くぞ。敵はほぼ撤退しているようだが、注意を怠おこたるなよ」

　妻の頭に手を置いたまま命じたカシュヴァーンは、妻の手を取って馬車に乗り込んだ。








　第四章　焼かれたものは







　アズベルグ地方の最北部である黒い森を、騎き兵へいに守られた馬車に乗って一行はひたすら進む。

　アリシアがこの地に嫁とついできた時にも通った、通かよい慣なれた森の道は印象がだいぶ変わっていた。あちこちに放はなたれた火のせいだ。

「……結構やられちゃってるね」

　窓の外を流れる風景を見て、ルアークが嘆たん息そくした。

「そうね、外から見るとそうでもなかったんだけど……」

　春とはいえ北部の森は針葉樹林が多い。燃えやすい大きな葉は少なく、冬場と見た目はあまり変わらない。硬かたい木の幹みきは水分を含ふくんでじっとりと湿しめっており、日の光が届かないため焚たき付けの役目を果たす下した生ばえも少ないのだが、無傷という訳ではなかった。

　まだ小さな炎がくすぶっている部分もそこかしこに見受けられるし、見慣れた茂しげみが焼かれて向こうが見通せるようになっていたりする。アリシアの視力でさえそれが分かるのだから、思ったよりも被害は大きい。

　火を見かけるたびカシュヴァーンとバルロイは指示を出し、こまめに消火に当たらせた。いくら燃え広がる可能性が低いとはいえ、そのままにしてはおけないからだ。

　悪いことに、森の奥に進めば進むほど消火活動の回数は増えていく。景観の変化もさらに眼めにつき始めた。

「……くそ」

　次第にカシュヴァーンはむっつりと黙だまり込み、消火の指示以外の言葉を発しなくなった。重い空気が流れるなか、やがてライセンの屋や敷しきが見えてきた。

「！　……森が……」

「──このあたりは、かなり焼かれているな」

　アリシアは絶句し、カシュヴァーンはひどく乾いた声で端たん的てきな感想を漏もらす。

　知らずに見た者は邪じや教きようの館やかたと見み紛まがう、翼つばさある怪かい物ぶつの像をあちこちに備えた巨大な屋敷。「ハルバーストの薔ば薇ら屋敷」とも「ライセンの石屋敷」とも呼ばれる建物を取り囲むように黒々と茂っていた森の一部が、ごっそり消えている。

　一見した印象では、屋敷自体に大きな変化はない。しかしそれは石作りかつ外装が漆しつ黒こくのため、火災の影響が分かりにくいだけかもしれない。

「──あっ」

　じっと屋敷を睨にらんでいたルアークが声を弾はずませる。

「カシュヴァーンおにいちゃん、中に人がいる!!」

「……敵か？」

「違うと思うよ。ちょっと見てくる!!」

　言うなりルアークの姿は風と化し、窓の外へと吹き抜けていった。

「誰か戻ってきているのかしら？」

　アリシアもうきうきしながら、近づいてくる屋敷を見つめた。荷馬車に乗り込み同行しているリュク以外の使用人は、今のところ誰も……、遺い体たいも、見つかっていないのだ。

　程なく門もん扉ぴの前に馬車は停まり、念のためアリシアを残してカシュヴァーンは先に降りた。その眼の前に出現したルアークは、にこにこしながら報告した。

「報告しまーす、みんなほとんど無事!!　敵さんはいないよ、少なくともこの付近には!!」

「まあっ……、よかったわ!!」

　両手を胸の前で組んでアリシアはほっと息を吐はく。

　カシュヴァーンもようやく口の端はしに笑みを浮かべた。深いしわが刻きざまれた眉み間けんを指で揉もみ、

「やっと、ゆっくり眠れるようになりそうだな」










　念のため同行の兵士たちを見張りに立たせてから、アリシアたちは住み慣れた屋敷に向かって歩き始めた。道すがら、王宮と比べずとも殺風景な庭や外壁を改めて眺ながめ、カシュヴァーンは不ふ審しんそうにしている。

「……本当に、意外なほど被害が少ないな」

　道中の様子や、裏手の森の有様などから屋敷への被害はもっと深しん刻こくなものだと思われていた。アリシアも夫に倣ならってあたりを見回すが、下草がちょろちょろ生えただけで燃やすものが少ない庭はとにかく、確かにあまり壁などが焼けた様子はない。

「元々窓も小さいですし、防御性の高い作りではありますけどね……あっ、もしかして、あの怪物が……！」

　屋敷のあちこちにいる翼持つ怪物の像が奇声を発しながら、〈翼の祈いのり〉を奉ほうじる者たちと戦う。空を見上げてアリシアはうっとりと妄もう想そうに浸ひたっているが、ルアークは現実的な指し摘てきをした。

「ひとつには、あれのおかげじゃないかな」

　指差す先には殺風景な庭に立ち並ぶ、巨大な黒い石たち。

　アズベルグの伝統的なお守まもりである守り石。そこら中に落ちている黒い石の一部に、わずかな鉱こう石せきが混じったものを領民たちはお守りとして大切にしている。

　以前カシュヴァーンはアリシアに守り石を贈おくり、アリシアはそのお返しとして彼の背せ丈たけほどもあるただの巨石を贈った。自称愛人として正妻に対たい抗こう意識を持っていたノーラも贈った。カシュヴァーンに守り石をもらったルアークも贈った。

　結果、屋敷の庭には墓ぼ石せきのような黒い石が立ち並び、「ライセンの石屋敷」として畏おそれられるようになったのだ。

「まあ、そうなの？　じゃああの石が巨人に変じて、敵を次々と……!!」

「はは、だったらすごいけど、あれはそこにあるだけで役に立ったんだと思うよ。立派な防ぼう壁へきとしてね」

　笑ったルアークは、ずらりと並んだ石の下でへし折れた火矢の残ざん骸がいを拾い上げる。

　敵兵が射いかけた多くの火矢を、黒い巨石群が弾はじき返したのだ。屋敷の損害が少ないのは、守り石のおかげでもあるのだろう。

「……思わぬところで、思わぬ物が守ってくれたんだな……」

　不信心を公言し、神も聖女も一いつ顧こだにしない態度を貫つらぬいてきたカシュヴァーンらしからぬ台詞せりふがぽろりとその口から漏れた。

　しかし〈翼の祈り〉に由来しない、土着の素そ朴ぼくな信しん仰こうである守り石を否ひ定ていしたことはない。何より彼が昔は神を信じていたことを、アリシアは知っていた。

「ありがとう、アリシア。やはりお前は、俺の女神だ」

「カシュヴァーン様……」

　見つめ合う二人の後うしろで、「あの時無理をして石を運んできてよかった……！」とトレイスも感動している。

「『先生』が私もルアークも殺さずに引いてくれたのは、守り石のおかげかしらね！」

「……そうかもね」

　アリシアはルアークにも守り石と称した銀の塊かたまりを贈っているのだ。無む邪じや気きな発言に微び苦く笑しようした死神は、すぐに視線を屋敷へ向けた。

「ルアーク？」

　不思議そうにアリシアが呼んだ時、屋敷の扉とびらが内側から開かれる。

「カーシュぼっちゃん、奥様、ご無事だったんですね!!」

　丸い顔をくしゃくしゃに歪ゆがめ、小走りに駆かけてきたのは料理人のダンだ。ふくよかな頰ほおが多少こけているが、目立った怪け我がを負おった様子はない。

「ダン、よかった、お前も元気そうだな!!」

　カシュヴァーンも普段は嫌いやがる呼ばれ方を咎とがめず、古参の使用人に笑顔を見せる。ダンの後から彼の妻、メイドのセイラもやってきた。

「ああ、みなさんご無事で……！　私たちも無事ですが、リュクちゃんがどこにも……!!」

　メイド服の袖そでから包ほう帯たいを覗のぞかせているセイラだが、動きに不自然なところはない。しかし姿の見えないリュクの心配をしているらしく、顔色はダンより悪い。

「俺ならここですよー、セイラさん!!　セイラさんも無事でよかったですー!!」

　名前を挙あげられたリュクが一行の後ろから元気に手を振ると、セイラはぱっと笑顔になった。

「まあ、リュクちゃん、無事なのね！　よかった……!!」

　先代、当代と評判の悪い領主家には新しい使用人がなかなか入らず、若くて人なつっこいリュクは周りから可愛かわいがられているのだ。息子のように思えて、とアリシアに漏らしたことのあるセイラだが、惚ほれっぽいリュクは一時結婚していることを知らずセイラを狙ねらっていた。

「リュク……お前、見習いでも……聖職者のくせに……」

　ちゃっかりセイラに抱きついて、再会を喜ぶリュクをレオニアは半眼で眺めている。男女交際にうるさく、執しつ事じとして家内を統とう括かつするトレイスも、説教を口の中に溜ためている様子だ。

「まあまあ、とにかくみなさん、中へ!!　本当によく帰ってきて下さいました、すぐ温かい飲み物をご用意しますから!!」

　目め尻じりをぬぐいながらセイラが言い、他の使用人たちも主あるじとその被ひ後こう見けん人にん一家を競うように出で迎むかえてくれる。

　レオニアを怪け訝げんな眼で見る者もいたが、アリシアが「お客様なの」と紹しよう介かいするとあっさり納得した。ライセン家の使用人たちは、変な客がいきなり来ることに慣れている。

「顔の見えない者は、ほとんどいませんわね……、よかった……」

　ノーラもすっかりほっとした表情になった時、にぎわいを静かな声が制した。

「ここはもう大丈夫そうだな。じゃあ、カシュヴァーン、お嬢じようちゃん、俺たちはいったん引くぜ」

　和なごやかな雰ふん囲い気きから少し離れ、門扉の向こうに佇たたずんでいたバルロイだった。

　ここに至っても敵兵の姿は見えず、バルロイたち抜きでも当面戦えるだけの戦力は揃そろった。ライセンの屋敷も無事とくれば、残るごたごたはラグラドールにあるはずだ。

「……バルロイ。すまなかったな、いろいろと」

　ここまで付き合ってくれた礼を述のべるカシュヴァーンに、馬に乗りながらバルロイは笑う。

「気にするな、誠意は後で金で払ってくれればいいさ。……ラグラドールの状況次第じゃまた何か起こる可能性はあるんだ、お互い連絡は怠おこたらないようにしようぜ。じゃあな！　行くぞ、お前ら!!」

「はい、団長!!」

　緊きん張ちようをみなぎらせた傭よう兵へいたちが、バルロイの呼びかけに合わせて馬首を森の向こうにめぐらせる。

「アリシア様、次にお会いする時までには私もバルロイ様の女神を目指します!!」

　レネの挨あい拶さつはひづめの音に紛まぎれ、やがて聞こえなくなっていった。







　バルロイたちが去った後、一同はぞろぞろと屋敷一階の広間に入った。

「なんだか、すごく懐なつかしい感じがしますわ……」

　感触を確かめるようにあちこちに触ふれながら、アリシアは不思議な感動に包まれていた。

　壁も床ゆかも黒、調度品は漆黒か深しん紅く、柱や天井の陰かげには翼持つ怪物の像。初めて来た時には心浮き立つばかりだった光景が喚かん起きするのは、むしろ懐かしさと親しみだ。

　フェイトリンの実家に戻っても、きっと同じように懐かしさを感じるのだろう。だがここが今の自分の帰るところなのだと、アリシアは改めて思った。

「……そうだな。しかし、きれいなものだ」

　かたわらのカシュヴァーンも似たようなことを考えているのだろうが、照れと状況への気がかりがあるためか、声が硬い。

　焼け焦こげたような火事の痕こん跡せきはあちこちにある。煙けむりの匂においもかすかに漂ただよっている。

　壊こわされたのか一部の物がなくなったりもしてはいるが、内部の被害は襲しゆう撃げきを受けたにしてはひどく少ない。掃そう除じや修しゆう繕ぜんがされたような様子さえあった。

「ダン、セイラ、それにしてもお前たちは一体どこにいたんだ？　リュクはちゃっかり森役人の小屋に逃にげ込んでいたようだが」

　カシュヴァーンが問うと、ダンは額を搔かいた。

「いや、それが、お恥ずかしい話ですが、私たちはリュクほど俊しゆん敏びんには逃げられなかったんです」

　襲撃に泡あわを食った古参の使用人たちは、全員カシュヴァーンの父親世代である。体力も反射神経も優すぐれているとはいえず、這ほう々ほうの体ていで屋敷の外へ逃げ出しはしたものの、夜の森の怖こわさを知るだけに、下へ手たに動き回れずにいた。

　共に逃げた者同士で寄り添そい合い、火矢を打ち込まれていく屋敷を遠く眺めるしかできなかった。すぐに追っ手が出されるだろうと、一度は死を覚かく悟ごした。

　だが襲撃者たちは、ライセンの屋敷の破壊にはそれほど執しゆう着ちやくしなかったのだ。

「立ち向かった兵士の何人かは、気の毒なことになりましたが……カシュヴァーン様たちがここにいないことを知っていたんですかね。拠きよ点てんとしても使いにくい建物ですし、奴やつら、すぐにいなくなりました」

　普段からカシュヴァーン自身、統とう治ちを行うために頻ひん繁ぱんに家を空あけねばならないような立地である。ゼオルディスに呼ばれた領主一家が留守であることも当然知っていただろうから、おざなりな襲撃の後、さっさと南に進軍していったそうだ。

「……俺、あんなに一生懸けん命めい逃げたのに……」

　リュクはひとりでしょんぼりしているが、カシュヴァーンは難しい顔をしてつぶやいた。

「……なのに、奴らはいなくなった、か」

　立地は不便でも、領主の館はやはりひとつの象しよう徴ちようではある。特に地ち方ほう伯はくの館はその家の名めい誉よと歴史を背負った建物で、没ぼつ落らくした元領主の屋敷を欲しがる新興貴族は多い。

　おまけにライセンの屋敷は〈翼の祈り〉教徒の神経を逆さか撫なでするような作りだ。徹てつ底てい的てきに破壊されそうなものだが、襲撃者たちは進軍を優先させた。

　なのに、彼らは突然いなくなった。まだ致ち命めい的てきな被害を与えていないのに。狂信者ソルラスカにそそのかされた信者なら、死兵と化して襲おそいかかってきそうなものなのに。

「そうですね、じりじり戦線が後退してくるのは分かっていましたから、夕べはずっと祈りを捧ささげていたのですが……」

　恐る恐る屋敷に戻ってきたダンたちは、遠く聞こえる戦いの音に怯おびえながら過ごしていた。数日前からその音が段々近づいてくるので、やはりここで終わりかとまた覚悟を決めたのだが、〈翼の祈り〉の連中は屋敷に手を出すことなく姿を消した。

「……〈翼の祈り〉に襲いかかられて、神に祈るのもおかしな話だよな」

　カシュヴァーンは苦笑しているが、アズベルグ地方の人間は基本的に信心深いのだ。追い込まれたダンの気持ちも分かるのか、それ以上は言わなかった。

「き、きっと昨日の僕の、初戦とは思えない見事な指し揮きが効きいたんじゃないか!?」

　後見人の張りつめた神経をほぐそうとしたのか、ティルナードがあえて脳天気な言い方をする。

「そうですわよね、ティルナード様は私のために戦って下さったのですもの……」

　だがノーラの相あい槌づちを耳にすると、ティルナードはたちまちその気になって、

「ああ、そうだ、僕の女神。ノーラを生み育ててくれた大地を、これ以上奴らの好きにさせてなるものか……！」

「ティルナード様……!!」

　口づけに及およばんばかりに盛もり上がる二人を、間合いを計はかる暗殺者のまなざしでジェダがじっと見つめている。今にも手が出そうになっている彼をセイグラムが制した。

「ジェダ、まだ動くな。奴が逃のがれられない罪を犯おかしてから仕留めろ」

「はッ」

「……セイグラムさん、やっぱりジェダさん返してくれない？」

　セイグラムの鞭むち代わりに働くジェダに危機感を覚えてか、ルアークがそっと申し出る。

　アリシアもアリシアで、彼女にしては真っ当な危機感を覚えていた。

「やっぱりラグラドールで、何かあったのでしょうか……『先生』がすんなり引いたのも、そのせい……？」

『先生』が出現して消えた次の日にこの状じよう況きようだ。何か関連性があるような気がして、アリシアは眉まゆ根ねを寄せる。

　カシュヴァーンも同じことを考えたらしく、トレイスに確認した。

「……トレイス、ラグラドールへ斥せつ候こうは放っているな？」

「はい」

　しかとうなずいたトレイスは、しかめ面つらのカシュヴァーンの気を引き立てるように続けた。

「ああ、でもその、レイデン伯はく爵しやくのおかげかどうかは分かりませんが、兵を引いたのは〈翼の祈り〉がラグラドールで劣れつ勢せいに陥おちいったからではないですか……？　ならば本当に、このまま事態は一気に収束するかもしれません」

「……だといいんだが」

　あまり楽観的にはなれなかった様子だが、確たる情報もないのに悲観主義者を気取っても疲れるだけだ。まずは眼の前のことを片づけようと、カシュヴァーンは話題を変えた。

「詳くわしくは、もう少し情報が集まってから検討するとしよう。さて、とりあえず正確な被害状況を確認するか。死傷者は……」

「……あっ」

「被害状況」とカシュヴァーンが口にした途と端たん、セイラが焦あせった様子を見せる。

「セイラ、どうした」

　目ざとくそれに気づいたカシュヴァーンに問われ、セイラはエプロンの裾すそを握にぎって視線をさまよわせた。

「……どこが壊されようが、俺は文句を言う気はないぞ？　みな生きていてくれただけでありがたいことだ。知ってのとおり、この屋敷で働きたがる人間はあまりいないんだからな」

　誰も責せめるつもりはないとカシュヴァーンがつけくわえると、セイラはおどおどと答えた。

「その……せ、聖堂、が」

「聖堂？」

　思わぬ単語に、カシュヴァーンは屋敷の隣となりにある聖堂に眼をやった。アリシア以下その他の面々もいっせいにそちらを見やる。

　屋敷本体と使用人たちが無事なことに気を取られていたが、聖堂の扉は壊されていた。内部に行ぎよう儀ぎ良く並べられている椅い子すが破壊され、瓦が礫れきと化した聖女アーシェル像まで丸見えだ。

「……ひどいことを、彼らも〈翼の祈り〉を信じているはずなのに……」

　早口に聖句を唱となえたトレイスが、険けわしい表情でうなるような声を出した。

　聖女アーシェルの像を収めた聖堂は、シルディーン王国の貴族の屋敷には付きものだ。しかしカシュヴァーンは結婚の際も屋敷の広間で適当な誓ちかいを立てただけで、以降も、聖堂には足を踏ふみ入れたことさえない。

「……馬ば鹿かかあいつらは。あそこを壊すことが、俺に打撃を与えるとでも思ったのか？　大体付け焼き刃の信仰を見せたところで、今さら俺が至いと高たかき国へ行けるはずがないだろうが」

　くだらんことだと、カシュヴァーンは冷たく吐き捨てた。

〈翼の祈り〉を心から信じる者からしてみれば、屋敷付ふ随ずいの聖堂を焼かれるのは耐たえられないであろう。至高き国へ行けないかもしれない、と青くなるかもしれないが、カシュヴァーンはすでに水みな底そこの国行きを自認しているのだ。

「大丈夫ですわ、カシュヴァーン様。カシュヴァーン様ご自身もお金持ちですし、お金持ちのお知り合いもたくさんできたんですもの。ご希望なら、翼のひとつや二つ買えます!!」

　アリシア自身は怪物がうろつく水底の国には興味津しん々しんだが、至高き国へなど行けるはずがない、とつぶやくカシュヴァーンの心中は察して有り余った。──父殺しの怪物、「アズベルグの暴君」が神の住まう国へ行けるはずがないと、そう思っているのだろう。

「そうだな、アリシア。なんだかんだでお前は至高き国へ行けるだろうから、会いに行ける程度の翼はあってもいいな……」

　相変わらずな妻の励はげましに、カシュヴァーンは亜あ麻ま色いろの髪を撫なでて応じながら考え込む。

「……いや、最近のお前の所業を鑑かんがみるに、お前の分も翼を買っておくべきだろうか……？　……聖女を名乗るばあさんを敵に回しておいて、今さらだけどな」

　かすかな愁うれいを含んだ黒い瞳ひとみが屋敷の裏手に向かう。

　敬けい虔けんな信仰を持つゆえに、カシュヴァーンの父・レジオールの言いなりになって死んだマリアンヌ・ライセン。愚おろかで哀あわれなカシュヴァーンの母親は現在、ライセンの屋敷の裏にある薔薇の廃はい園えんで眠っている。

　亡なき母のために翼を買おうとした幼おさないカシュヴァーンを、〈翼の祈り〉の聖職者は「あんな女を至高き国へ送るためには、どれだけの金が必要だと思っているのか」と嘲あざ笑わらった。それが、彼の信仰への態度を決定づけた。

「カシュヴァーン様……大丈夫ですわ、私だけ至高き国へ行くことになっても、水底の国へは絶対遊びに行きますから……」

　つらいことを思い出さなくていい、余分なお金を使わなくていいとアリシアが言おうとしたその時。

「あっ」

　また、セイラが焦った声を上げた。

　おとなしく控ひかえめで、何かと評判の悪い主を見守るように仕つかえてきた彼女は、先ほどから、らしくない反応ばかりを見せる。

「──セイラ」

　アリシアの頭からカシュヴァーンの手が離れた。体ごとセイラに向けて、低い声で問いかける。

「俺に言うべきことがあるんだろう。言ってみろ」

「カーシュぼっちゃん……」

　セイラは赦ゆるしを乞こうような眼をしている。怯えた女性相手に威い圧あつ的てきな態度を取るカシュヴァーンではないのに、彼は強く命じた。

「言え!!」

　びくっとセイラが肩かたを竦すくめる。一瞬ダンのほうを、次にアリシアのほうを見てから、ようよう言葉を絞しぼり出した。

「裏、の」

　それだけでカシュヴァーンは、分かってしまったようだった。唇くちびるを引き結び、ぐっと拳こぶしを握る。

「カシュヴァーン様!?」

　物も言わずに走り出したカシュヴァーンを、アリシアたちは慌あわてて追いかけた。







　アリシアの全速力で屋敷の裏手に出た時、カシュヴァーンはじっと一点を見つめて動きを止めていた。空を覆おおっていた森が火災に見舞われたため、何にもさえぎられない春の光が柔やわらかにその全身を照らし出している。

「ライセンの石屋敷」と呼ばれる前、ここは「ハルバーストの薔薇屋敷」として畏れられていた。最愛の妻を殺したレジオール・ハルバーストが精神に変調を来きたし、数多あまたの女性を肥ひ料りようとするため葬ほうむった薔薇園は恐怖小説の題材にさえなった。

　しかしもう、そう呼ばれることはないだろう。

　周りを蔓つる薔薇の残骸に囲まれ、陽光を取り込むための硝子ガラス天てん井じようを持っていた廃園は、焼け焦げた木に押し潰つぶされるようにして完全に焼失していた。残っているのは壁の一部と、溶とけた硝子の破片のみ。

　まず周囲の森が火に巻かれ、焼けた枝が廃園に落ちたのだろう。内部に放置されていた枯かれた薔薇の樹に火が移り、すべてを燃やし尽くしたのだと思われた。

「……カシュヴァーン様……」

　状況は分かった。けれど沈ちん黙もくした夫の広い背に、かけられる言葉が思いつかない。

　もどかしさに唇を嚙かんでいるのはアリシアだけではない。ルアークもトレイスもノーラもティルナードもセイグラムもリュクも、廃園にまつわる話を知っているらしいレオニアも、ダンもセイラもひと言も発することができない。














「……馬鹿か、あいつらは」

　不意に自分に言い聞かせるように強く、カシュヴァーンがつぶやいた。

「ここを壊すことが……、俺に打撃を与えるとでも、思ったのか？」

　そこで唐とう突とつに、彼は振り返る。何かに操あやつられでもしているかのような急な動作に全員ぎくっとしたが、カシュヴァーンに気にする様子はなかった。

「大したことじゃない」

　高く上げられた視線はその場の誰とも絡からまない。

「大したことじゃないんだ、本当に」

　そして急に視線を下げると、まっすぐトレイスだけ見て言った。

「見回りに出るぞ。馬の用意をしろ」

「カシュヴァーン様!?」

　どんな無茶な命令を下された時よりも、トレイスは青ざめた。

「今からですか!?　す、少しはお休みにならなくては。お食事と、何より睡すい眠みんを……!!」

「ああ、そうだな」

　充血した眼だけを動かし、カシュヴァーンは淡たん々たんと命令を変更する。

「ではお前は休んでいろ、留守は頼んだ。ティル、レイデンの兵を借りるぞ、いいな？　レオニア、部屋は空いているところをどこでも使え」

「まっ、ちょ、お待ち下さい!!　行きます、私もお供します……!!」

　そのまま屋敷の正門に向かって歩き始めたカシュヴァーンを、慌ててトレイスが追っていく。ティルナードも「僕も行く！」と叫さけび、セイグラムとジェダも後に続いた。

　ぽかんとしたまま夫を見送ったアリシアは、はっとしてまた走り出そうとした。

「カシュヴァーン様……!!」

「やめときなよ、アリシア」

　その腕うでを軽かろやかに絡め取り、ルアークがささやく。

「でも……!!」

「……今のカシュヴァーンおにいちゃんには、何を言っても無む駄だだと思うよ」

　諭さとすようなその声には抗あらがいがたい力がある。元々腕わん力りよくでルアークに敵かなうはずがないアリシアだが、振り解ほどく気にもなれなくなってしまった。

　実際、ルアークの言うとおりではあるのだ。今のカシュヴァーンの心に届く台詞が思いつかない。

「申し訳ありません奥様、私が余計なことを……!!」

　責任を感じているらしきセイラの謝罪に、アリシアは首を振った。

「気にしないで、セイラ。私ぐらい眼が悪ければとにかく、どうせすぐに分かってしまうことだもの」

　この状況はさすがに隠かくし通せない。まして相手は勘かんのいいあのカシュヴァーンである。

　慰なぐさめられたことでかえって感情を抑おさえきれなくなったのか、セイラが声を殺してすすり泣き始める。妻を労いたわるように抱き寄せるダンの瞳も潤うるんでいた。

「アズベルグの暴君」をカーシュぼっちゃんと呼び、ずっと仕えてきた二人だ。この廃園が、カシュヴァーンの両親が眠る場所が、彼にとってどれだけ大きな意味を持つか、よく知っている。

「私だって、フェイトリンの家が焼けてしまったら……」

　生まれ育った家が火に巻かれる様を想像してしまい、アリシアも気落ちしてしまう。

「……でも、もしもそれと引き替えに、何百万ゼダルもいただけるとしたら……」

　無理やり妄想で補ほ塡てんしようとしてみたが、あまり気持ちは浮上しなかった。

　お金大好き、金で買われた花嫁であるアリシアだ。だが金で買えないものが世の中に数多くあることもまた、知っていた。

「……奥様、とりあえず奥様だけでも食事をして、少しお休み下さいな」

　うなだれたアリシアに、しっかり者のメイドの顔に戻ったノーラが優しい声をかけてくれる。

「……そう、ね」

　馬のいななきが屋敷の正面から聞こえた。カシュヴァーンたちはもう出て行ってしまったのだ。

　今から追いかけても、ルアークだって間に合わないだろう。ならば、自分にできることをできる範はん囲いでやるのがアリシアである。

「でも、ノーラもみんなも、一緒に休みましょう。休んで……、カシュヴァーン様が帰ってきたら、すぐに休息を取っていただけるように用意しましょう」

　屋敷の女主人らしいひと言に、ノーラもルアークもうなずいてくれた。







　残された者たちはひとまず簡単な食事を取り、部屋に戻って眠った。レオニアはリュクがひとりで占せん領りようしていた大部屋に同居することを選んだようだ。

「よく寝たわ……」

　夕方、夢も見ない眠りから目覚めたアリシアは、久しぶりの自分の寝しん台だいから下おりて髪を整え始める。

　焼失した廃園のことがずっと気になってはいたが、切り替えの早いアリシアである。しっかり食事をし、しっかり眠った。

　あとはカシュヴァーンのことだけだ。同行したトレイスたちも疲れているだろうし、今夜には戻ってくるだろう。

「冷さめてもおいしい食事を作って、がんばってお待ちしましょうね、ノーラ！」

「ええ、ティルナード様もきっとおなかを空すかせていらっしゃるでしょうから!!」

　徹てつ夜やになっても構わない。愛する人を労ねぎらおうと、二人は台所で誓ちかい合った。

「じゃあノーラ、早さつ速そく新しん鮮せんな『肥料要いらず』を」

「瑞みず々みずしいからといってごまかされませんわよ!?」

「あはは、俺用ならいいんだけどねー」

　すっかり元気になって騒さわぐ二人を、護ご衛えいとして張りついたルアークはにこにこしながら眺めている。〈翼の祈り〉の撤退は事実のようだが、いつ取って返してくるか知れないからだ。

「ねーアリシア、俺にもついでに夜食を作ってくれない？」

　頼んできたのは、絵筆片手のリュクだ。

「カシュヴァーン様をお慰めするために、お部屋にこっそりアリシアの絵を置いておこうと思ってさ。今結構乗ってるんだ、がんばれば今夜中に仕上げられそうだから!!」

「追いつめられると……速いな、相変わらず……」

　横でレオニアは、あくびをしながら呆あきれた顔をするという器用な真ま似ねをしている。

「ええ、いいわよ、どうせ大人数分作るのだし。ああ、でもリュクには今後のために『肥料要らず』を」

「……リュクにだけ食べさせるなら、別に止めませんわよ？」

　どさくさに紛れて先日の誓いを実現させようとしているアリシアに、ノーラも呆れ顔になる。

　協議の結果、結局この間と同じ鳥肉と泥どろイモのスープを作ってカシュヴァーンたちの帰りを待つことに決まった。アリシアが懲こりずに『肥料要らず』の混入を試みたり、泥イモの斬ざん新しんな皮剝むきに夢中になったリュクが絵を放り出したりと細かな事件はあったが、夜の台所はいつまでも楽しくにぎやかだった。

　しかしアリシアの予測は裏切られてしまった。

　カシュヴァーンも他の同行者も、その日の夜は帰ってこなかった。

　二日経たっても三日経っても、帰ってこなかった。







「ライセンをなんとかしてください、アリシア様!!」

　カシュヴァーンが出かけて五日目。早朝にライセンの屋敷に駆け込んできたティルナードは、出迎えの挨拶に応じることなくいきなりそう告げた。

「なんとか……？　あら、カシュヴァーン様ったら、レイデン伯爵様に何かなさったの？　やっぱりノーラは愛人として側に置いておきたいとか」

　一階の広間にてティルナードを迎えたアリシアの質問に、ティルナードが顔色を変える。

「あ、あいつ、そんなことを!?　ノーラ、本当か!?」

　アリシアについて来ていたノーラは、詰め寄られて慌てて首を振る。

「き、聞いていませんわそんなこと……！　それに私はもう、ティルナード様の、もの、ですもの……」

「ノーラ……!!」

「あの、申し訳ありません、ちょっと失礼」

　盛り上がっている二人の横から、トレイスが恐きよう縮しゆくしいしい割って入った。

「アリシア様、突然で申し訳ありませんが、本日はアリシア様をお迎えに上がったのです」

「え？」

　急なことに眼を丸くするアリシアに、トレイスは声を潜ひそめた。

「……実はカシュヴァーン様は現在、前の領主の館に陣じん取どり、ひたすらに仕事をなさっています」

「え、ええ……それは、聞いているけど……あら、じゃあカシュヴァーン様は一緒にお戻りではないの……？」

　帰き還かんの報を聞き、久方ぶりに覚えていた胸の高鳴りが消えていく。それにつれてアリシアの声も自然に小さくなった。

　アリシアも、あまりにも帰りが遅い夫を心配していなかった訳ではない。だが「仕事の邪魔をして申し訳ないのですが」との但ただし書がき付きで手紙を送っても、「忙いそがしいので当分戻れない」という素そっ気けない文面が返ってくるだけだった。

　形ばかりの「今度会ったらいちゃいちゃしよう」などとの記き載さいもあったが、「今度」がいつなのか、明確な答えはもらえないまま。

　一方ノーラには、ティルナードからさも申し訳なさそうな手紙が届いていた。怒りながらもほっとしているその姿が内心羨うらやましく思え、「贅ぜい沢たく」に慣れた自分に「カシュヴァーン様は普段から、人を殴なぐったり蹴けったり死刑にしたり忙しいんだから……」と言い聞かせたりしていた。

　ところがようやく顔を見せてくれたのはティルナードとトレイスだけで、おまけに何やら追いつめられた様子である。不安を感じ、アリシアは首をかしげた。

「トレイス、そんなに切せつ羽ぱ詰まった顔をして、一体どうしたの……？　もしかするとカシュヴァーン様は、捕ほ虜りよの頭部と胴どう体たいを生き別れにさせるお仕事などをひたすらに……？」

「カシュヴァーンおにいちゃん、だいぶ鬱うつ憤ぷんが溜まっていそうだったもんねえ」

　ひょいと姿を現したルアークまで悪乗りしてきた。

「いや違ちがいます、確かに捕虜の尋じん問もんはされていましたが！　そしてちょっとやりすぎたところもありますが!!」

　心当たりがないでもないらしく、必死に否ひ定ていしたトレイスは声量を元に戻した。

「──そうではなくて。カシュヴァーン様は、きちんと、普通に、まともに、今回の件の処理をされております。……こちらにも戻らず、ほとんど休みを取ることもなく、おそらくはあまり眠りもせずに」

　語る途中からトレイスの視線が下がり、最後には完全にうつむいてしまった。ティルナードもノーラといちゃいちゃするのをやめて、痛ましそうな表情で黙っている。

「お、お戻りになっていないのは、そうね。でも、今回の件による被害は甚じん大だいですもの。領主として、たくさんしなければならないことがあるのは私も分かっているから……」

　アリシアも、寂さびしくなかった訳ではない。心配していなかった訳ではない。

　ないけれど、カシュヴァーンが「アズベルグの暴君」と呼ばれることも厭いとわず、この地を守るためにどれだけ心を砕くだいてきたかも分かっている。アリシアと結婚したのだってそのためだ。

　だから毎日、襲撃により壊された屋敷の修繕を進めながら、おいしい食事を作って待っていた。……廃園については手をつけるべきかどうか分からず、そもそも屋敷に残された者だけではどうすることもできなそうで、そのままになっているが。

「ええ、それは私も存じているつもりです。ですが今のカシュヴァーン様は、あの廃園のことから……つらいことから逃げるために、仕事に逃げているに過ぎません」

　あえての苦言を口にするトレイスこそがつらそうだ。……彼の姉もまた、あの破壊された廃園に眠っているのだ、無理もない。

「……元々仕事大好き人間じゃあるしね。他に夢中になれるものがあればいいんだけど、趣しゆ味みのなさがこういうところにも響ひびくなあ」

　本気でリュクさんに絵を習わせたほうがいいかもね、とルアークは苦笑いしている。ちなみにリュクはレオニアの監かん視し下かで、「家族の肖しよう像ぞう」の描き直しに追われているはずだ。

「全くだ。カシュヴァーン様には確かに芸術の素そ養ようはあまりないとは思うが、趣味で描く絵にうまい下手は関係ないのだし……」

　しみじみとトレイスは漏らし、ルアークとノーラとティルナードは非常に何か言いたそうにしたが、空気を読んで黙った。

「そうね、カシュヴァーン様はきっと、なんでも真っ黒に描くもが」

　ちょっぴりうきうきしてきたアリシアの口をルアークが手でふさぎ、トレイスも脱だつ線せんを詫わびる。

「ああ、申し訳ありませんアリシア様、話が逸それました。ええと、アズベルグ公こう爵しやくも、まずはこの地の平へい穏おんを取り戻すことが先決だと、一緒に黙もく々もくと働いていらっしゃるので歯止めになりません。レクサンドール子し爵しやくは本国で忙しそうですし……〈翼の祈り〉が第二の攻撃を仕掛けてくる様子は今のところありませんが、このままではカシュヴァーン様が先に倒れてしまいます」

　トレイスが休養を勧すすめても、カシュヴァーンは鼻で笑って相手にしてくれないとか。セイグラムに頼み、ジェダを使って無理やり休ませるという手も考えたが、余計に状況がこじれるのはできるだけ避さけたい、と彼は説明した。

「ですので、アリシア様をお迎えに上がったのです。カシュヴァーン様はアリシアに会うのは後の楽しみ、とかなんとか言って屋敷に戻るのを避けていますので、アリシア様のほうから来ていただいて……、少しは休むよう、さり気なく伝えてもらえませんか」

　拝おがむような調子で言われても、アリシアも戸と惑まどってしまう。

「でも、お会いしていただけるかしら……？　カシュヴァーン様がそんな状態なら、ただお会いしに行っても断られてしまいそう……」

　ここはやはり、「私が差し入れです」でいくべきか。

　少し赤くなったアリシアに、ティルナードが「考えがあります」と切り出した。

「実は今度、ノーラの家族のところに挨拶に行くつもりなんです。ノーラをガーゼット侯こう爵しやく家の養女とし、そして僕の妻として迎える許可をもらいに」

「ま、まあ」

　思わぬ申し出に、ノーラがびっくりしている。

「そんな、私の親なんてただの農民ですわ！　大体このお屋敷に上がる前に親とは大げんか、いえその、ほとんど交流がありませんの。一応年に一回か二回ぐらいは顔を見せに行きますけど……別に、挨拶なんてわざわざ……」

　まさかティルナードが実家に足を運ぶ気とは思っていなかったらしく、おたおたしているノーラの手にティルナードがそっと触れた。

「前からご挨拶に行こうとは思っていたんだ。メイドだからとノーラを軽んじている訳じゃないって、ちゃんとお話ししておかないと心配されるだろう？　おまけにその、養女になるという話も、こちらの都合だけで勝手に決めてしまったし」

　すべて事後承しよう諾だくである上に、もっと申し訳ないことがあると、ティルナードは眼を伏ふせた。

「ただ……、ノーラとのことをその、利用するようで悪いと思っている。だから……ノーラが嫌なら、他の方法を考えようと思って」

「とんでもありませんわ！　嬉うれしいです、そこまで想っていただいて……!!」

「ノーラ……」

　ノーラがティルナードの手を握り返す。潤んだ瞳と瞳が合い、その距きよ離りが次第に近づいて。

　ごほん、とトレイスが大きく咳せき払ばらいをした。

「……レイデン伯爵、申し訳ありませんが続きをご説明願えますか。そして、あなた方はまだあくまで婚こん約やく中ちゆうの身であることをどうぞお忘れなく」

　トレイスの破は廉れん恥ち警けい戒かい網もうは、被後見人まで守備範囲のようだ。ルアークが「トレイスさんもどんどん腕を上げていくね！」と笑う。

　ティルナードは慌ててノーラから離れ、続きを話し始めた。

「ア、アリシア様もご存じのとおり、今回の件の被害は甚大。あのアレクトールとかいうやつが騒いでいたように、〈翼の祈り〉に攻め込まれたことによる住民の動どう揺ようは大きいんです。そこで僕とノーラのことを大々的に公おおやけにして、レイデン・ガーゼット両家がライセンと親密であることを広めたい、とライセンに伝えました。フェイトリンのロベル家からも親書をいただける手はずになっています。……それを機会に、なんとかライセンを仕事から引き剝はがして、少しでも休養を取らせてやろうと思って」

　政治的な判断によるものである、としたことで納得したのか、カシュヴァーンも夫婦揃って協力することに承知してくれたのだそうだ。

「本当は、ガーゼット侯爵閣かつ下かにも来ていただきたかったのですが……生あい憎にくとまだ王宮に足止めされてしまっているようで、使者をお送りしても返事をいただけないんです。ですが約束を反ほ故ごになさるような方ではないですし、すでに必要な手続きは終わっていますから問題ないでしょう」

「まあ、国王陛へい下かもオーデル侯爵様もけちね。派兵どころか、ガーゼット侯爵閣下も返して下さらないなんて」

　アズベルグへの派兵を口にしていたゼオルディス率ひきいる国王軍は、今もアズベルグに姿を見せていない。オーデル地方の援えん軍ぐんも同様である。

「でも、お金持ちはお金を使わないからお金持ち、というお話もあるわよね……」

　相変わらずなアリシアに対し、ティルナードはわずかに声を低くした。

「……派兵の件も含め、王宮は不ぶ気き味みなほどの沈黙を保たもっています。例の……その、〈灰色〉の一件は箝かん口こう令れいが敷しかれているようですが、〈翼の祈り〉がアズベルグ地方へ大々的に攻め込んだことは隠せない。遠からずすべては明るみに出るでしょう」

　前々から〈翼の祈り〉はカシュヴァーンの不信心を非難していたし、ユーランなど一部の信者が実際に攻撃を仕掛けてきたことさえあった。

　しかし今この時、大攻勢に打って出てきた理由を当然人々は詮せん索さくするだろう。そうなればシルディーン王家までが〈翼の祈り〉に破門されたことも知れ渡る。

「……カシュヴァーン様は、戦争……いえ、内戦になるかもしれない、と心配してらっしゃったわ。まさか、本当にそんなことに……？」

　新国王となったゼオルディスは地方伯ばかりをひいきして、実質的な権力を持っている新興貴族をないがしろにしている。そんな彼が破門される、というこの上ない隙すきを見せればどうなるか。

「……それについてもまだ、動きがありません。新興貴族は新興貴族で、一枚岩という訳ではありませんし」

　そもそもシルディーン「王国」といえども、その実態は小国の集合体であることはよく知られていることだ。国王の権力は弱体化の一いつ途とを辿たどっているが、新興貴族側に王と呼べるような存在がいる訳ではない。

　二大勢力が争っているのなら、片方が隙を見せればもう片方が一気に襲いかかってくるだろう。しかし小勢力がばらばらに存在している目下の状態では、みなどう動くのが一番得か、互いの出方をうかがっている様子だ。

「クロエ様はどうしていらっしゃるかしら。レオニア様が気にしておられるんだけど……」

　ひとりで突撃、はあまりにも無む謀ぼうすぎるとして諦あきらめてくれたレオニアだが、王宮に残されたクロエのことはずっと心配しているようだ。リュクに無理やり描かせた聖女アーシェルの肖像を眺めては、時々ため息をついている。……リュクはそれを理由に「家族の肖像」の描き直しを遅おくらせている。

「アーシェル、いえ、クロエ様についてもまだ……セイグラムもがんばってくれていますが、やはりレクサンドール子爵のようには情報を集められないんです。ですがアリシア様、ノーラ、このあたりの危険な話は僕たちに任せて下さい」

　不ふ穏おんな状況に沈んだ様子の女性たちを見つめ、ティルナードは決然とした表情で請うけ負った。

「あなたたちは、僕たちの……女神、なんですから。〈翼の祈り〉にしろ王家にしろ、手段を選ばない連中とやり合うのは、あなた方の僕しもべの仕事です」

　照れているのか、わざとらしく気取った言い回しだが、妙にしっくりくる。そういえばこの方は名家レイデン家の当主なのだわ、とアリシアは今さら失礼なことを思った。

　日常的にセイグラムに鞭打たれ、ジェダにノーラとのいちゃいちゃを阻はばまれている姿ばかり見ていたのでおぼっちゃんという印象が抜けないが、もうすぐ彼は妻を迎える身。考えてみれば出会ってもう一年以上経つのだし、ずいぶん大人びた顔を見せるようにもなった。

「レイデン伯爵様は、本当に大きくなられたのね……」

「……ア、アリシア様、あの、僕を褒ほめていただいているんですよね……？」

　年齢も身長も下のアリシアが、ノーラの胸を見ながら漏らした感想に対してティルナードはそっと聞き返してきた。ノーラは「女神」のひと言で舞い上がっており、特に気にする風ではなかったが。

「……まあ、いいです。いつものアリシア様で安心しました。あなたまで落ち込んでいらして、万一ライセンに会いたくないなどとおっしゃるようであれば、最悪ジェダを使って無理やりにでもさら……、ああ、いえ」

　セイグラムの入れ知恵らしきことを口走りかけたティルナードは、曖あい昧まいに話をごまかした。

「えーその、とにかくゼオがまた何かを始める前に、ライセンを休ませてやりたいんです。ご協力いただけますか？　アリシア様」

　そこまで言われれば、アリシアも決意した。

　少し不安ではあるけれど、やっぱりカシュヴァーンのことは心配だ。それに何より──会いたい。

「分かったわ。政治や戦争のことについてはみなさんにお任せして、私は私のできることをします。すぐに支し度たくするわね、ノーラ、手伝ってくれる？」

「は、はい、もちろん！　ああ、どうしましょう、ドレスは、お化け粧しようは……!!」

　自分の支度で頭がいっぱいの様子ながら、ノーラも力強く返事をした。







　春の訪れを祝う時のように、あるいは秋の豊作を祝う時のように、生花を使った飾かざりが小さな村を華はなやかに飾り立てている。

　つい先日まで〈翼の祈り〉の襲撃に怯えていた農民の顔も、ようやく春の日差しを得た花のようにほころんでいた。

「まさか本当に、ここまで足を運んで下さるとは」

「領主様の愛人はだめだったみたいだけど、すごいじゃない、レイデン家の当主に嫁ぐなんて……!!」

「しかもガーゼット家って、古くは王家の血筋っていう……？　あ、あたしも領主様のお屋敷で働こうかなっ」

　興奮を隠せない様子でしゃべる農民たちの中には、わざわざ別の村から足を運んだ者もいるようだ。そんな彼らのお目当てであるノーラは数人の女性に付き添われ、がちがちに緊張した様子でささやかな広場の中央に立っている。

　清せい楚そな白いドレスに身を包んだノーラが待つのは、婚約者ティルナード・レイデン。本日は不安に揺ゆれるアズベルグの人心を安定させるため、グラネウスの養女となったノーラの婚約発表式が開かれる日なのだ。

　盛り上がる様子を村長宅の窓から眺め、アリシアは弾んだ声を上げた。

「まあ、とってもたくさん人が集まっていますわ！　よかった、みなさん楽しそう。たくさんお金を使って用意した甲か斐いがありましたわ、ね、カシュヴァーン様……」

　人々の興奮がうつったかのように、はしゃいで振り返ったアリシアだが、肝かん心じんのカシュヴァーンは粗そ末まつな椅子の上で腕組みをしている。眉間には縦じわが深く刻まれ、その表情は祝しゆく宴えんよりは葬そう式しきに相応ふさわしい。

「……ああ、すまん、ちょっと考え事をしていた」

　妻の視線に気づいてようやくかすかに笑ってくれたが、顔色はまるっきり死人のそれだ。青白い肌の色のせいで、眼の下の紫むらさきのくまが余計に目立つ。

「あの……ええと、みなさん人のお金で騒ぐのが大好き、と言いたかっただけです……」

　それだけ言ってアリシアは黙り込み、家を提供している村長はおろおろしている。

「ああ、あの、申し訳ありません、何かお気に召めさないことでも……!?　本当に申し訳ありません、何分小さな村ですので、大したもてなしができませんで……!!」

「いや、気にしないでくれ。カシュヴァーン様はその、少しお疲れでいらっしゃるだけだから。そしてアリシア様、そのまとめ方はちょっとおかしいですよね……？」

　不幸な村長を庇かばいつつ、アリシアに突っ込みを入れたトレイスは最後にカシュヴァーンに向き直った。

「……あの、カシュヴァーン様。体調がすぐれないのでしたら、少し寝台でもお借りしてはいかがですか……？　ディネロ様もいらっしゃっていますし、式典はあの方に取り仕切っていただいてもいいでしょう？」

　元はと言えば、カシュヴァーンを休ませるための計画である。ここぞとばかりにトレイスは勧めたが、

「──いや、それでは他の仕事を放り出して、ここまで来た意味がない」

　カシュヴァーンは素っ気なく断り、再び難しい顔に戻ってしまった。

　やはり式典が終わらないと、休ませることは難しそうだ。アリシアとトレイスはそっと目め配くばせを交かわし、急がず次の機会を待つことに決めた。

「みんなー、そろそろ来てって」

　そこへひょいと顔を出したのは、頭ず巾きんをかぶったルアークである。背後に黙って立っているのはディネロで、斜ななめ後ろにアレクトールが控えている。

「あ、ええ……、あら？」

　笑顔を作ろうとしたアリシアは、首が痛むほどに高い位置にあるディネロの美び貌ぼうを眺めてつぶやいた。

「気のせいかしら。ディネロ様も、なんだかお顔が怖むぐ」

　上から蓋ふたをするようにしてトレイスがその口をふさぐ。

「ははは、アリシア様は本当に眼がお悪くていらっしゃいますねははは!!　ささ、カシュヴァーン様、参りましょう」

　引きつり笑いを浮かべたトレイスを、カシュヴァーンがちらりと見やる。あまりアリシアに触さわるなと、普段の彼なら言うところだ。

　しかし今は一いち瞥べつをくれただけで、立ち上がって外の広場へ向かってしまう。

　特に口を開かないまま、ディネロもそのあとを追っていった。いつもは元気にカシュヴァーンに嚙みつくアレクトールも、不安そうな視線を一瞬こちらに投げたきりで無言で主に従う。

「あああ、どうしよう、やはり飾りの量が足りない？　娘でもあてがうべきだったか？　いやでも、領主様はあまり胸のない娘が好みだという話だし……!!」

　静まり返った場の空気に耐えかねたように、村長はひとり自じ責せきの念に駆られている。

「いや、それかえって火に油だから、絶対やめたほうがいいよ」

　ルアークが忠告を始めた横で、トレイスはひそひそとアリシアにささやいた。

「実は……アズベルグ公爵も、あまりお休みではないのです」

　それはアリシアの眼にも明らかだった。カシュヴァーンほどではないが、ディネロもかなり顔色が悪いのだ。

「そのようね。今のお二人とも、私の好みのお顔ではあるのだけれど……できれば健康なまま、怖い感じでいてほしいわ」

　不ふ謹きん慎しんなときめきを覚えるアリシアではあるが、このままではカシュヴァーンもディネロも体を壊しかねない。本人たちの体調も心配だし、この不安定な状況で領主と領主代理が倒れたら火急の時に対応できない。

「……まあ、健康であればこの際いいとしましょう。私としては、アズベルグ公爵がカシュヴァーン様に休むようおっしゃるかと思っていたのですが、そんな様子もなく……なんと言いますか、まるでお二人でどちらが先に倒れるか、競ってさえいるようで……、いえ、これはあくまで私の印象なのですが」

　さすがに言いすぎたと思ったか、トレイスは最後にそうつけ足した。

「そうね。ディネロ様はとてもお怒りのようだったし、領地と領民を深く愛していらっしゃる方だから、ある程度状況が安定するまでは休めないと思っていらっしゃるのでしょうね……」

　気持ちは分からないでもないが、人間は死んだらおしまいなのだ。……地方伯の名誉にすがりながら、身をすり減らして死んでいった両親の顔が脳のう裏りに浮かび、背筋がぞくりと震ふるえる。

　領地を守り、領民を守り、領主と領主代理の心と体を守る。「贅沢」な願いかもしれないが、アリシアは少しばかりの「贅沢」を自分に赦せるようになっていた。

「カシュヴァーン様に休んでいただいたら、交代でディネロ様にも休んでいただきましょう。私からお話ししてみるわ」

「はい、それがよろしいかと思います」

　トレイスはほっとした表情でうなずいた。







　小さな村の小さな広場にあふれんばかりに満ちた人々を前に、カシュヴァーンは堂々と立っている。

「──以上により、ノーラ・テルペスはガーゼット侯爵グラネウスの息そく女じよとなることを宣せん言げんする。聖なる翼の下に結ばれた誓いは、何なん人ぴとたりとも侵おかすことができない」

　この場に来られないグラネウスに代わり、ガーゼット家にノーラを正式に養女として迎え入れる旨むねを、カシュヴァーンは朗ろう々ろうと読み上げた。顔色は相変わらずだが、見かねたノーラに多少目元に白おし粉ろいをはたかれたおかげもあり、注目に慣れた振る舞いには風格が感じられる。

「……やっぱり、お元気で怖そうなのがよろしいわ」

　間近く見上げた夫の姿がとても頼もしく見えて、アリシアはこっそり「おなかが痛い」想いをしていた。薄赤く染そまった頰のあたりを、隣のディネロがじっと見ていることには気づかなかった。

「グラネウス・フィラル・ド・ガーゼット侯爵閣下の署名と印だ。いずれは閣下ご自身もこの地に足を運び、げてもの……いや、郷土の味などを楽しみたいとおっしゃっておられた」

　グラネウス個人を示す、孔く雀じやくの羽根を複雑に組み合わせた紋もん章しよう入りの親書を掲かかげ、カシュヴァーンが言い添える。農民たちにガーゼット家の紋章や印の真しん偽ぎが分かる訳ではないだろうが、みな改めて「すごいすごい」と嬉しそうだ。

「郷土の味をご所しよ望もうとは、意外に気さくな方だ。さすが『悪あく食じき大たい公こう』だな！」

「わ、私の手料理をご馳ち走そうしたら、養女にして下さるかしら……？」

「私もが」

「ピネー・ナッツぎっしりのパイ」だの、「山鳥の塩蒸むし焼き」だの、次々上がる料理名に我が慢まんしきれなくなったアリシアの口をかたわらのルアークがさっとふさぐ。

「うん、アリシア、『肥料要らず』をグラネウスおじさまに振る舞うのはやめとこうね？　一回殺しかけたんだからもういいでしょ？」

　相変わらずの妻と『息子』のやり取りを含め、思おも惑わくどおりの反応に満足したのか、カシュヴァーンは手にしていた親書をトレイスに渡した。

「さあ、レイデン伯爵」

　正式な場であることを示すよう、あえてそう呼びかけたカシュヴァーンに応じ、ティルナードがぎくしゃくと広場の中央に足を踏み出す。すでにそこで待っていたノーラの手を取り、そっと口づけを落とした途端、きゃーっと黄色い声が上がった。














「いやー、レイデン伯爵様ぁ、かっこいいー！」

「すてきー、王子様みたーい!!」

　アリシアにも分かるほど、近頃成長著いちじるしいティルナードである。農村育ちのメイドに正式に求きゆう婚こん、といういかにも乙女おとめが好みそうな味付けも効いているらしく、若い娘たちは本気で恋する瞳になっていた。

「ノ、ノーラ……あっ、えっと」

　一瞬頭が真っ白になってしまった様子のティルナードだが、ぎゅっと眼をつぶって気持ちを落ち着かせた。

　やがて開かれたその瞳は、恋人ではなくその横に立った彼女の母へと向かう。

「ノーラの、母上。婚約を円えん滑かつに行うためとはいえ、あなたのご息女を奪うような真似をすることをお許しください」

「と、とんでもない」

　付き添いの乙女たちに交まじっていたノーラの母は、胸も腰も全体的にふくよかな中年の女性である。娘に受け継つがれた赤毛にはやや白いものが見え隠れしているが、娘同様顔立ちは結構派手だ。

「ちっとも私の言うことを聞かない、とんだ親不孝者をまさか伯爵閣下がもらって下さるなんて……！　しかも侯爵家の養女だなんて、本当に、身に余る光栄としか」

　見た目は気の強そうなノーラの母だが、状況が状況だけにずいぶんと殊しゆ勝しようだ。しかしティルナードは、優しく笑って首を振る。

「確かにノーラはガーゼット侯爵閣下の養女となります。ですが、同時に女手ひとつで育て上げたあなたの娘です。……そうだよな？　ノーラ」

　ノーラの父は、ノーラがまだ幼い頃に亡くなったのだという。子供のためにと必死に働く母親の姿を見てきた娘は、「金持ちの男を捕つかまえればこんな苦労をせずにすむ」と野望に燃え、母の制止を振りきってライセン家のメイドとなったのだとは、以前アリシアも聞いていた。

「……ええ、まあ」

　過去の大げんかのわだかまりが解けていないのか、ノーラの返事は曖昧である。母親がこの子はまた、と気の強さを覗かせたが、ティルナードは静かにこう言った。

「僕の両親はすでに至高き国へ赴おもむいています。ですから立場は逆ですが、もう親にも子にもお互いを失ってほしくない」

　火に焼かれて死んでいった両親のことを思い出しているのか、しんみりと語るティルナードに、ノーラもノーラの母も胸をつかれたような顔をする。

「……私もですわ」

　ぽつりとつぶやくアリシアの横で、カシュヴァーンは何かを言いかけたが沈黙を保った。

「ですから、できればぜひ今後も、母上には僕やノーラと交流を持っていただければと思います。ガーゼット侯爵閣下にも、げて……、ああいえ、その、郷土の味などをぜひ振る舞って下されば、は、ははは」

　義父の悪趣味を適当にごまかし、ティルナードは改めてノーラに向き直った。

「……ノーラ。ノーラ・テルペスであり、ノーラ・フィラル・ド・ガーゼット侯爵令れい嬢じようとなった僕の女神。どうかこの僕、ティルナード・レイデン伯爵と……結婚、して下さい」

「……は、はひ、いえ、あの、はい……!!」

　ノーラもノーラで「はい」のひと言さえ嚙んでしまう有様だ。その後も母子ともどもあふれる涙に声を奪われてしまったが、初うい々ういしい姿を咎める者はもちろんいない。

「ノーラ……、絶対に、お前を幸せにするから」

　愛いとおしそうなティルナードの誓いを聞いて、少し離れた場所に立っていたセイグラムが音を立てずに舌打ちした。ジェダは顔を隠した頭巾の陰で主の命めいを待っている。

　幸いティルナードは召めし使つかいの不ふ穏おんな動きに気づいていないらしく、泣き崩くずれているノーラを片腕に抱きながら、もう片方の腕を上げて力強く宣言する。

「このアズベルグ地方の善よき隣りん人じん、レイデン地方の領主として約束する!!　我々が住む地を焼くのは聖女ではない！　聖女を騙かたる現〈翼の祈り〉と戦い、正しい信仰を示す!!」

　信心深い人間の多いアズベルグである。真っ向から神や聖女を否定すれば反発するが、現在の〈翼の祈り〉の在あり方を否定するならまだ抵てい抗こうは少ない。

　そのあたりの配はい慮りよも含めた宣言に、農民たちも素直に賛同を示し始める。カシュヴァーンの不信心が原因である、との大義名分を〈翼の祈り〉は持っているが、悪あく名みよう高い「アズベルグの暴君」はすでに一定の評価を得ているのだ。

「カ、カシュヴァーン様にも確かに悪いところはあるが、去年も今年も、俺たちを守るために精せい一いつ杯ぱい戦って下さった……!!」

「カシュヴァーン様は聖堂を焼いたりしなかったのに、この間の連中は『破門だ』と叫びながらあたり構わず火を放ちやがった！　どっちが罰ばち当あたりか分かりゃしねえ!!」

「あいつら許さねえ！」

「ぶっ殺してやる!!」

「お、おい、ちょっと待て、今日は僕とノーラのめでたい席なんだぞ!?」

　どうやらひと足先に祝い酒を楽しんでいた者がいるようだ。怯えた顔になったティルナードの前にさっとセイグラムとジェダが現れ、てきぱきと暴走する農民たちをなだめていくのを、アリシアはにこにこしながら見つめている。

「カシュヴァーン様は、すっかり人気者ですのね！　やっぱりいろいろとお金を使って、人気取りをしておいてよかっ……」

　きわどい台詞を口にしながら夫を見上げたアリシアは、はっと動きを止めた。

「……カシュヴァーン様？」

「ん？　……ああ、どうした？」

　またしても葬列に臨のぞむような表情になっていたカシュヴァーンは、ごまかすようにアリシアの頭を撫で、

「みな、元気があって結構だが、その元気は後日のために取っておいてもらおう！　酒と食事の用意があるので、そちらを楽しんでいってくれ!!」

　張りのある声でそう叫び、集つどう人々の眼が輝かがやいたのを見み計はからって、自分はまた暗い眼に戻る。

「ディネロ、あとは任せた。俺は先に戻る」

「……分かった」

　あっさりとディネロが首しゆ肯こうした。そのままカシュヴァーンは、もみくちゃにされかけているティルナードとノーラに軽く手を上げてみせてから歩き出す。

　向かう先は村長の家ではなく、村の外だ。そこには自警団の若者が二人、領主の馬を引いて待っていた。

「カシュヴァーン様……!?」

　あらかじめ打ち合わせしていたとしか思えない動きに驚き、トレイスが血相を変えてカシュヴァーンを追いかける。同じように追おうとしたアリシアの手首を、強い力が摑つかんだ。

「あ、あら、ディネロ様!?」

　見間違いかと思ったがそうではなかった。月の光を思わせる美貌がすぐ近くにある。

「あ、あの、ごめんなさい、放して下さい、カシュヴァーン様には少しはお休みいただかないと……!!」

「あいつが、やるべきことは、まだ、ある」

　アリシアの手首を摑んだまま、淡々とディネロは言う。独特の口調はいつものことだが、静かなはずの声の奥にくすぶる火が感じられた。

「上に、立つ者には、義務が、ある。また、〈翼の祈り〉が、来るかも、しれない」

「そ、それはそうですけど……」

　正論だが、あまりにも正論すぎる。体調も体力も度外視した正論では、人はいずれ限界を迎える。

「そうですけど……、義務を果たすためにも、休息は必要ですわ！　ごめんなさい、手を……！」

　放してくれと言おうとしたら、ぱっと手が離れた。

　いつの間にかディネロの側にぴったり貼はりつくようにして、ルアークが出現している。二人の体の隙間から、針状の得え物ものがちらちらと見え隠れしていた。

「ごめんね、ディネロ様。カシュヴァーンおにいちゃんが側にいない時は、俺が『アリシアに触るな！』役をやることになってるから。……あと気のせいかもしれないけど、俺も最近ディネロ様を怖く感じることがあるんだよねぇ」

　冗じよう談だんめかして言うルアークだが、眼が笑っていない。アレクトールが「ディネロ様に何を言うか」と怒っているが、いまだ自分のほうを見ているディネロを置いて、アリシアは走り出した。

「ごめんなさい、ディネロ様。ディネロ様も少しはお休み下さい、元々きれいなお顔なので余計怖く見えますわ!!」

　トレイスが懸命に引き留とめているため、カシュヴァーンはまだ出発できないでいる。なんとか間に合う、と目算をつけたアリシアに、途中からノーラをセイグラムに任せたティルナードと、ジェダとルアークも合流した。

　カシュヴァーンのために走るアリシアたちを、ディネロはただじっと見ていた。







　人間たちが横で騒ぐため、竿さお立だちになりかけている馬を若者たちが必死に諫いさめている。

「おいトレイス、いいかげんにしろ。危ないだろうが」

　自分も馬の首を撫でてやりながら、さも迷めい惑わくそうなカシュヴァーンにトレイスは負けじと食らいついていた。

「いいかげんにしなさい、はあなたのほうです！　お嫌きらいな鏡かがみを少しはご覧になってはいかがです!?　私もアリシア様も、みなあなたのことを心配しているのですよ!?」

　挑ちよう発はつ的てきな単語さえ用いて、説得を試こころみるトレイスの側にアリシアたちも辿り着いた。カシュヴァーンは一同を眺め回し、大おお仰ぎようにため息をつく。

「……あのな、トレイス。お前がティルやらアリシアやらを巻き込んで、こそこそ企たくらんでいることに俺が気づかないとでも思ったのか？」

　分かりやすいんだよ、とぼやいたカシュヴァーンは、ふざけたようにトレイスの金髪を撫で始めた。

「お前だって、今がアズベルグにとってどれだけ大事な時かは分かっているだろう？　だいぶ頭に血が上のぼっているようだが、いい子だからおやつでももらってゆっくり休んでいろ」

「ふ、ふざけないで下さい！　私より年下のくせに……!!」

　逆に休息を勧められたトレイスは怒いかり心頭だが、カシュヴァーンは疲れきった顔で楽しそうに笑っている。……だがそれが、疲れが極限に達した人間が浮かべる笑みであることを、アリシアは知っていた。

　まだ嫁いできたばかりの頃、唯ゆい一いつの友達だったトレイスにも背そむかれ、「アズベルグの暴君」なる悪名を背負ってひとりで働いていたカシュヴァーン。疲ひ労ろうしたその顔が死の間際の両親を思わせて、どきりとしたことを覚えている。

　月日が経つにつれ、カシュヴァーンにも徐々に味方が増えた。実年齢より年上に見えていた顔をほころばせ、年相応の若者らしい笑みを浮かべるようにもなってきた。

　おかげでしばらくは見ずにすんでいたあの翳かげりが、再びカシュヴァーンを覆おうとしている。

「まあ、そういう訳だ。悪いなアリシア、……落ち着いたら、いちゃいちゃしような？　ルアーク、アリシアを頼んだ。ティル、気を遣つかわせて悪いが、お前も一地方の領主として優先順位があるのは分かるよな？」

　なおも怒っているトレイスには取り合わず、ひととおり一同に声をかけたカシュヴァーンがこちらに背を向ける。ようやく馬がおとなしくなったのだ。

　大好きな「首なし騎き士しの報復」の挿さし絵が唐突にアリシアの脳内に再生された。槍やりを抱かかえた首なし騎士。自由自在に馬を駆り、己おのれを裏切った人間たちに復ふく讐しゆうする。

　もちろんカシュヴァーンには首はある。アリシア的にはなくても特に問題ないが、ものすごく顔色が悪いが、首はある。ないとたぶん死んでしまう。

「でも、首があっても、人が死ぬことはあるわ……」

　ごく小さなアリシアのひとりごとは、なおもわめいているトレイスの声にかき消されて聞こえなかったのだろう。幼おさな馴な染じみの小言を適当に受け流し、カシュヴァーンは顔だけ振り返って別れを告げた。

「では、俺は当分戻れないと思うが、何かあったら連絡してくれ。それでは」

　夫の長ちよう靴かの底があぶみを踏もうとする、その瞬間にアリシアは叫んでいた。

「ル……、ルアーク！　ジェダ!!　カシュヴァーン様を気絶させて!!」

「……へ？」

「はっ、はいっ!!」

　突然の命令にルアークは固まったが、最近すっかりセイグラムの薫くん陶とうを受けていたジェダの反応は素す早ばやかった。

　一いち陣じんの風が場を吹き抜ける。はっと身を強こわ張ばらせたカシュヴァーンは腰の剣を握ったものの、疲労のためか反応が遅れた。

　大柄な体が崩れ落ちるのをジェダが支え、怯えかけた馬をすかさずルアークがなだめる。息の合った行動に、アリシアは思わず拍はく手しゆを送った。

「まあ、すごいわ二人とも！　さすが私の『息子』ね!!」

「……いや、思わずやっちゃったけど、わー、どうすんの、これ」

　とっさに『兄』と連れん携けいを取ってしまったルアークが今さらな後こう悔かいを漂わせ、

「はは、いえいえ、よ、夜の俺はこんなものじゃないぜ、お嬢ちゃん」

　褒められ慣れていないジェダが、おそらくバルロイ仕込みと思われる台詞を口にした。しばし茫ぼう然ぜん自失状態だったトレイスは、破廉恥警戒網が働いたのか意識を取り戻す。

「破廉恥！　……ああ、いや、それより、な、何をなさるんですかアリシア様!?　私は話をこじれさせたくない、と申し上げましたよね!?」

「そうですよアリシア様、これではセイグラムと一緒じゃないですか!!　もしやあいつ、ついにアリシア様まで洗脳を……!?」

　ティルナードがあらぬ疑いを抱き始めている。アリシアも自分のしでかしたことに若じやつ干かんしまった、と思わないでもないが、起こってしまったことにはとやかく言わない主義だ。

　それに今、強引にでもカシュヴァーンを足止めしたことは間違っていないはず。

「まあやってしまったことは仕方がないわ、トレイス」

「いや、何を他ひ人と事ごとのようにおっしゃっているんですか!?」

　これは天然だからと看かん過かできない、と詰め寄るトレイスに、アリシアはしゃんと背筋を伸ばして命じた。

「とりあえず、お祝いはきちんとしないとね。ごめんなさい、レイデン伯爵様とジェダは宴うたげの席に戻って。申し訳ないけど、領主代理としてディネロ様を残していくから、あとはお願いします。トレイス、ルアーク、手伝って」

　手て際ぎわのよい采さい配はいに、ジェダはまたすぐに「かしこまりました」と応答した。当然ながら他の面々は質問を始める。

「ジェダ、待て、いいからちょっと待て!!　アリシア様、い、祝いはそうですね、ちゃんとしないとノーラがかわいそうです。ですが、あなたとライセンはこれからどうなさるおつもりですか!?」

　今にも行動を開始しそうなジェダを押しとどめながら、ティルナードが尋たずねるとアリシアはあっさりこう答えた。

「私はこれからカシュヴァーン様を誘ゆう拐かいします。あ、ジェダ、悪いけどカシュヴァーン様を馬車に運ぶところまでは手伝ってくれる？」

「はい、分かりました、『お母さん』」

　なんとなく嬉しそうなジェダが、ひと回り体の大きなカシュヴァーンを抱えて歩き出す。ややあってルアークが手伝いを申し出、トレイスも「うう、これなら最初からジェダを使えばよかったのでは……!!」とぶつぶつ言いながらも主の足を持った。








　第五章　初めての夜







　一日強をかけてライセンの屋や敷しきに戻る間、カシュヴァーンは一度も眼めを覚まさなかった。

　眼を覚まさないよう、トレイスやルアークが気をつけてはいたが、その必要はなかった。カシュヴァーンの心も体もとっくに限界を超えて動いていたから、やっと与えられた休息をひたすら貪むさぼろうとしているのだろう。

「まーでも、そろそろおなかも減ってくるだろうし、起きるでしょ。……で、どうするのアリシア？　これから」

　戻って翌日の昼、一階の広間にて、ルアークがアリシアにそう聞いた。大きな緑の瞳ひとみは屋敷の二階、現在カシュヴァーンが眠っている領主の部屋を見上げている。

「……どうしようかしら」

　素す直なおにアリシアが答えると、ルアークは分かっていた様子で笑った。

「あはは、やっぱり無計画だったんだ。ま、実際カシュヴァーンおにいちゃん抜きでも今の時点はとりあえずやれてるっぽいしねえ」

　現在は領主代理のディネロ及および、ティルナードたちレイデン家の面々がカシュヴァーンの執しつ務むを代行している。現状〈翼つばさの祈いのり〉に動きが見えないこともあり、今のところ大たい過かはない。

「そうね、少し休んでいただく間は大丈夫だと思うわ。私のメイドも、当分必要はなさそうだし……」

　王宮で、そして地元で婚こん約やく発表を行ったノーラはもうアリシアのメイド扱いはできないので、婚約者としてティルナードの側についている。もっとも本人は「私ぐらいでないと、奥様のメイドは務つとまらないと思いますけどねッ！」と語気荒く語っており、内心未み練れんがある様子だ。

　身の回りのことは自分でできるアリシアだが、ノーラがいない寂さびしさは感じていた。アズベルグ家に預けっぱなしのコゼットは気を失って起きて気を失って、を繰くり返しているらしいから、やはりこの家のメイドは務まらないだろう。

「ノーラ、やっぱりカシュヴァーン様の愛人も続けてくれないかしら……」

　ティルナードに怒られそうなことを考えているアリシアに、ルアークは苦笑してみせる。

「まあ、レイデンは近いんだし、ティルぼっちゃんだってしょっちゅうアズベルグには来てたんだからね。完全に向こうに行くことになったって、いつでも会えるよ……、おっと？」

　数度瞬まばたきをし、ルアークが頭を搔かく。

「あちゃー、カシュヴァーンおにいちゃん、もう起きちゃいそう、ていうか起きた……、あーあ、トレイスさんが追い出されちゃった」

　何人かが交代でカシュヴァーンの様子を見ていたのだが、今はたまたまトレイスの番だったのだ。貧びん乏ぼうくじを引きがちな彼は、起き抜けの主あるじの怒いかりに触ふれたらしい。

「トレイスが追い出された……、ごめんなさいルアーク、カシュヴァーン様が出てきたなら止めて!!」

　またもうひとつの屋敷に駆かけ戻るのではないか、とアリシアは危き惧ぐしたが、ルアークは首を振った。

「あー、それは大丈夫……あんまり大丈夫じゃないけど。カシュヴァーンおにいちゃん、起きてるけど部屋にこもってる。……あ!!」

　突然ルアークが大声を出し、瞳を二階から屋敷の外へと向けた。反応の変化に、アリシアも眼をぱちくりさせてしまう。

「ど、どうしたのルアーク？　また〈翼の祈り〉の方がいらしたの？」

「あ、ううん、ごめん、あー、カシュヴァーンお兄ちゃん、部屋の中の物壊こわしてるっぽいんだけど……」

　眼を二階に戻し、ルアークがなんとも言えない表情でつぶやく。確かにがたがたと騒そう々ぞうしい音が聞こえていた。

　そこへ頭髪と衣服に乱れた跡あとがあるトレイスが、憔しよう悴すいした様子で階段を下おりてきた。

「アリシア様!!　ああ、ルアークがいるのならもうお分かりですね……、カシュヴァーン様がお目覚めになったのですが、その……」

「ええ、分かっているわ。トレイスも追い出されてしまったし、ええと、お部屋で元気を爆発させていらっしゃるのね……？」

　迂う遠えんな言い回しをしてみたアリシアだが、そうこうしているうちにカシュヴァーンは、せっかく取り戻した体力の浪ろう費ひをやめたようだ。音が途切れ、不ぶ気き味みな沈ちん黙もくがあたりを支配する。

　顔を見合わせながら全員でしばし待ってみたが、結果は同じだった。ひととおり暴れ終えたカシュヴァーンは、部屋に引きこもって動かなくなった。

　屋敷中を支配する黒と赤の呪じゆ縛ばくから唯ゆい一いつ逃のがれた領主の部屋は、カシュヴァーンにとって最も心安らぐ場所なのだろう。以前から不ふ機き嫌げんになると、自室にこもって動かなくなることはよくあったのだが……

「わ、私がもう一度行って来ます!!」

　執しつ事じとして、友人として、責任を感じているらしいトレイスが再び階段を上がっていく。しかしルアークが経けい緯いを中ちゆう継けいするまでもなく、彼はすぐにすごすごと戻ってきた。

「だ、だめです。来るな、の一点張りで、とりつく島もありません……」

　よほど今のカシュヴァーンが怖こわいのか、本物の怪かい物ぶつにでも遭あったような顔を見上げ、アリシアは言った。

「──では、今度は私が行くわ」

「だめですアリシア様!!」

　間かん髪はついれずトレイスが待ったをかけた。

「せめて少し、時間を置いたほうがいいと思います！　確かにアリシア様なら部屋に入れては下さるかもしれませんが、ですが、破は廉れん恥ち……いいえ、とにかくだめです!!」

　例の警けい戒かい網もうを働かせているトレイスが全力で止めようとするが、対照的に冷静な声でルアークが口を挟はさんできた。

「行ってあげなよ、アリシア」

　少年らしい顔立ちに不似合いな達観を瞳に宿し、ルアークは口元にかすかな笑みを浮かべている。

「今のカシュヴァーンおにいちゃんには、アリシアが必要だと思う」

「ルアーク……」

「ルアーク、こら、アリシア様を煽あおるな!!」

　眼を怒らせるトレイスを、ルアークはいつもの調子に戻ってまあまあ、となだめた。

「確かにカシュヴァーンおにいちゃんは、おなかでも空すけば出てくるかもしれないよ？　だけど、あの廃はい園えんを焼かれたことについては、おにいちゃん自身がどっかで決着をつけないとだめだよ。それもできるだけ早いうちに」

　今の状じよう況きようを長引かせれば、カシュヴァーンの心の傷は生なま乾がわきのまま放置されてしまう。一度できてしまった傷はもう仕方がないのだから、早期治ち療りように期待するしかない。

「そうよ、トレイス。だって私は……カシュヴァーン様の、妻だもの」

　半なかば自分に言い聞かせるようにアリシアはそうつぶやいた。悲痛な眼をするトレイスを安心させるように、にっこりと笑いかける。

「片方ができないことはもう片方がしてあげるんだって、二人でいるってそういうことだって、前にルアークが言っていたわよね？　カシュヴァーン様がご自分であの部屋から出てこられないなら、私が連れ出してあげる。そもそもカシュヴァーン様を拉ら致ちしたのも私だし、一度やったことは最後までやらないとね」

「……拉致については、まあそうなのですが……しかし……、いえ、分かりました」

　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、トレイスは深くアリシアに頭を下げた。

「アリシア様、カシュヴァーン様をよろしくお願いします。ですがあの、破廉恥……いえ、何かありましたら、レオニア様にいただいた粉ですとか、離れた相手を攻撃できる不思議な棒もありますので、すぐに教えて下さいね？」

　宿代代わりの発明品を手にしての発言に、アリシアはこっくりうなずいた。

「大丈夫よ、ルアークもいるし。ねえルアーク？」

「あ、うん、そうだね。でもトレイスさんも、しっかり見張っててね？　あんたの破廉恥警戒網、俺より頼りになりそうだから」

　軽く笑ったルアークに微笑ほほえみ返し、アリシアは二階を見上げた。

　怒らせてしまったのは分かっているから、正直少し、怖くはある。

　けれど、ルアークの言うとおりだ。自惚うぬぼれかもしれないが、今のカシュヴァーンを救えるのは自分しかいないのだ。

「じゃあ、行ってくるわ。トレイス、悪いけどダンに、少し食事を用意してくれるよう伝えてもらえる？　無む駄だになってしまうかもしれないけど、カシュヴァーン様、おなかを空かせていらっしゃるだろうから」

「分かりました。……あの、でも、今お食事を持っていくのは控ひかえられたほうが……、その、大丈夫だとは思いますが、投げつけられたりする可能性が……」

　心配性なトレイスの助言はあながち間違っている、とも思えなかったので、アリシアは従うことにした。

「分かったわ。じゃあ、準備だけしておいてもらえる？」

「かしこまりました!!」

　うなずいたトレイスが台所に向かうのを見送って、アリシアは階段を上のぼり始めた。

　そのアリシアをさらに見送ったルアークは、頭の後うしろで腕うで組ぐみしながら軽けい薄はくな声を出す。

「……はーい、分かってますよぉ。行けばいいんでしょ、行けば」

　視線だけを窓の外へ向かわせてつぶやいたルアークは、また二階を見上げた。折しも廊ろう下かを曲がったアリシアの、亜あ麻ま色いろの髪の先だけが瞳に映うつる。

「俺は今夜は、ここにいないほうがよさそうだし、ね」

　独白とひと吹きの風を残し、死神少年は姿を消した。







　ライセンの屋敷の二階は、墓はか場ばのような暗い静せい寂じやくに包まれていた。

「……誰もいない、わね……当たり前だけど」

　カシュヴァーンが眠っているため、起こさないようにとアリシアも二階の私室を使わず、夕べはノーラが使っていた部屋で寝たのだ。使用人たちも出入りしていないので、見事に人っ子ひとりいない。

　元々昼から薄暗い作りの建物ではある。その上人ひと気けがなければ気味が悪いのも道理だが、それだけではないよそよそしさにアリシアは覚えがあった。

「まるで、初めてこちらに来た時みたい」

　ティルナードの失言に怒ったカシュヴァーンが部屋に閉じこもり、アリシアはノーラに勧すすめられるまま料理を持って夫を訪ねた。あの時と今の状況は一部は重なっており、一部は全く異なっている。

「あの時はただ、妻の務めだからとお部屋に行ったのだけど……」

　たった一年ほど前のことなのに、不思議なほどすべてが懐なつかしく思えるのがなんだかくすぐったい。当時あれほど仲が悪かったティルナードとノーラが婚約するなど、誰が想像しただろうか。

　──欲得ずくで結ばれたはずのカシュヴァーンに、こんなに「おなかが痛い」想いをさせられるなど、誰が想像しただろうか。

　ひとりで赤くなりながら、アリシアは見み慣なれた漆しつ黒こくの扉とびらの前に立った。数度扉を叩たたくが、反応はない。

　ルアークではあるまいし、いくらアリシアの眼が悪いといっても知らない間に出て行った、ということはないだろう。なんの音も聞こえないけれど、カシュヴァーンは確かにここにいる。

「カシュヴァーン様、アリシアです。あの、突然誘ゆう拐かいしたことは謝りますわ。ですから……、お食事も用意しているので、出てきて下さいませんか？」

　もう一度扉を叩きながら呼びかけると、鋭するどい声が返ってきた。

「来るな!!」

　叩きつけるようなその叫さけびに物理的な圧力さえ感じて、アリシアは思わず扉から離れてしまった。

　しかしここで引き下がる訳にはいかない。果か敢かんに扉の前に戻り、繰り返す。

「み、みんなカシュヴァーン様のことを心配しているんです。お顔だけでも……」

「来るな!!」

「おなかが空いていらっしゃるでしょう？　お好きな物を」

「来るな!!」

　トレイスが言ったとおりだ。こちらの話の内容が耳に入っていないのか、カシュヴァーンはアリシアが口を開くたびに「来るな!!」と叫ぶだけ。

　どうしたらいいのだろう。他にカシュヴァーンの気が引けそうなものは、と考えを巡めぐらせたアリシアは、以前の約束を思い出した。

「さっ……、差し入れがあります！　私です!!」

「来る、っ……」

　条件反射で「来るな」と返しかけたカシュヴァーンの声が、消える。

　代わって聞こえてきたのは、内うち鍵かぎを外はずすかすかな金属音だった。

「……入れ」

　怒ど鳴なりすぎたせいか、少しかすれた声こわ音ねで許可を与えられ、アリシアはほっとして夫の部屋に入った。










　騒さわがしい物音で十分に分かっていたことだが、カシュヴァーンの部屋の内部はひどい有様だった。

　そしてカシュヴァーンの表情も、同じくひどい有様だった。

「……散らかっているから、足下に気をつけろよ」

　脚あしを砕くだかれた椅い子すへの注意を促うながしながら、カシュヴァーンはいつもの定位置である奥の文ふ机づくえではなく、寝しん台だいに腰掛けた。文机の上は飛び散ったインクと汚れた書類でぐしゃぐしゃになっていて、とても座れる状態ではないためだ。

　アリシアも他に居場所がないので、夫の隣となりにちょこんと座る。寝台の上にも何かの破片などが散らばってはいるのだが、そこを避さけるともう床ゆかの絨じゆう毯たんに座るしかない。

「……分かっていると思うが、俺は忙いそがしいんだぞ。トレイスの話では、今の時点で丸二日領主不在になっているそうじゃないか。いくらディネロやティルががんばってくれている、とはいえ……」

　虚うつろにつぶやくカシュヴァーンの顔は、目元のくまは幾いく分ぶんましにはなっているものの、復調とはほど遠かった。トレイスが心配していたように物を投げつけてくるような様子はないが、ろくにアリシアのほうを見ない。

「は、はい、それは分かっておりますわ。でも、カシュヴァーン様がこれ以上続けて働くと、本当に倒れてしまわれると思って」

「で？」

　なんの前触れもなく、カシュヴァーンが話の腰を折った。

　さっきまで外れていた視線が突き刺ささるように感じられ、わずかに身を引いたアリシアの手を大きな手が摑つかむ。

「俺に、ご褒ほう美びを差し入れに来てくれたんだろう？　お姫様」

　口の端はしを曲げた、嫌いやな笑みをカシュヴァーンが浮かべた。なんとなくゼオルディスのことを思い出し、背筋に寒いものを覚えたが、自分で言い出した手前「ご褒美」を実行するしかない。

「あの、では、ひ、膝ひざに頭を乗せて下さる……？」

　摑まれた手をさり気なく外してアリシアが頼むと、カシュヴァーンはあっさり言われたとおりにしてくれた。妻の膝の上に後ろ向きに頭を乗せ、おとなしく寝台の上に寝そべる。

　強い視線を浴あびない体勢になったことで、アリシアも少し気が楽になった。

　と同時に、久々の触れ合いに自然と鼓こ動どうは速くなっていく。こみ上げる「おなかが痛い」をこらえながら、見下ろす位置にある黒髪をなんとなく指で梳すく。

「それが、頭撫なでか？」

　実に素そっ気けない声が聞こえた。軽く上体をひねったカシュヴァーンが、膝の上からアリシアを見つめている。

「あ、い、いいえ！　ちゃんと……、します」

　すねた風でもない、ごく事務的な質問にびくっとしながら、アリシアは頭の形を辿たどるようにカシュヴァーンの髪を撫でた。少し硬かたい髪の感触はたちまち指に馴な染じみ、髪で指を撫でられているような心地ここちよささえ感じて、段々うっとりしてきてしまう。

　しかしカシュヴァーンは照れくさそうにするでもなく、無言でひたすら妻を見ている。

「あの、気持ちよくありませんか……？」

「差し入れはまだあるよな？」

　あまりの無反応が気まずく、おずおずとそう聞いても、質問に質問で返されてしまった。とりあえず「ご褒美」を完かん遂すいするしかなさそうなので、アリシアは次の準備を始めた。

「ええと、では、口づけをしますわね！」

　元気な宣せん言げんに、いつもなら苦笑いするはずのカシュヴァーンは表情を動かさない。黙だまって体を起こし、妻と視線の高さを合わせる。

　差し出された顔を両手で挟み込み、アリシアは正面からしっかりと夫の顔を見つめた。

　お瘦やせになったわ、と改めて痛ましく思う。頰ほお骨ぼねが目立つ輪りん郭かくは精せい悍かんを通り越し、大病を患わずらった後のようでさえあった。

「……カシュヴァーン様……」

　愛いとおしさと切なさが入り交まじり、眼鏡めがねの奥の青い瞳を潤うるませる。その眼をそっと閉じて、アリシアはカシュヴァーンに口づけをした。

「……これだけか？」

　だが、唇くちびると唇を触れ合わせるだけの、初うい々ういしいアリシアからの口づけに対する感想は素っ気ないものだった。カシュヴァーンは眼も閉じず、ただ静かにアリシアを観察している。

「う、あ、その、お約束は、こ、これだけ、……っ……!?」

　記憶を反はん芻すうしながら答えたアリシアを、カシュヴァーンが物も言わずに引き寄せる。

「やっ、んッ、……はっ、はあ……っ」

　押しつけるだけのような荒々しい口づけに、残りの言葉も呼吸も奪うばわれてしまった。こほこほとむせているアリシアを胸に抱いたまま、カシュヴァーンがその耳元に冷たくつぶやく。

「なあアリシア、俺たちも結婚して一年以上経つんだ。もうそろそろ、ままごとはやめにしないか」

「けほ、えっ、きゃあっ!!」

「やめにしないか」などと聞いたくせに、カシュヴァーンはアリシアの返事を待たなかった。家具の破片が散った掛け布団を床に投げ捨てるやいなや、敷しき布ふの上に小さな体を押し倒す。

「カシュヴァーン様……？　い、痛いですわ……!!」

　両手首をがっちりと敷布に縫ぬい止めた指は強く、その上足の間に膝ひざ頭がしらを入れてのしかかられている。まるで身動きできず、おまけに手首に食い込む指先が痛くて、アリシアは怯おびえた声を上げた。

　その声に応じたかのように、カシュヴァーンが手を放してくれた。

「あ、ありが……、あら？」

　しかしそれは、アリシアの両手を頭ず上じようでひとくくりにして押さえつけ直し、自分の右手を自由にするためだった。

「哀あわれな怪物を慰なぐさめてくれるなら、もっといい方法があるぜ、お姫様」

　分かりやすい下げ卑びた声が、耳元をくすぐる。アリシアを拘こう束そくしたまま、カシュヴァーンは耳たぶに唇を寄せていた。

「ひゃあああああっ!?」

　耳にじかに流し込まれるようにささやかれるだけでもたまらないのに、濡ぬれたものがアリシアの耳たぶを包む。そこを舐なめられている、と理解した時、アリシアはすっとんきょうな悲鳴を上げた。

「だ、だめです、私、私だめ、食べられません、『肥ひ料りよう要いらず』もたくさん食べてますからだめ、おなかを壊します……!!」

　動どう揺ようしすぎて片かた言ことになっているアリシアの首筋に、熱い感かん触しよくと鋭い痛みが生じた。

「いたっ……、カシュヴァーン様、何をなさるの……!?」

　カシュヴァーンが白い首筋に唇をつけ、きつく吸ったのだ。先日の舞ぶ踏とう会かいで仮装に選んだ「吸きゆう血けつ鬼き」のような振る舞いの痕が、朱あかい印となって刻きざまれる。

　満足そうにそれを指で撫でてから、カシュヴァーンはおもむろに自分の上着の襟えり元もとに手をかけた。外すのが面倒だったのか、ぶちぶちと引きちぎられた釦ぼたんが可愛かわいらしい音を立てて床に転がる。

　たくましい胸元を露あらわにした指先が、アリシアのドレスに伸びる。呆あつ気けなく布が裂さかれていく音は、ラグラドールの言語よりも耳慣れない響ひびきを持っていた。

「何を……、なさるの？」

　着古したドレスの胸元は引き裂かれ、アンダードレスだけが頼りなくかすかなふくらみを守っている。乾いた声でアリシアは尋たずねるが、返ってきたのはまるで嚙かみ合わない台詞せりふだけだ。

「俺の裸はだかが見たかったんだろう？　お姫様。見せてやろうじゃないか、全部」

　皮肉な言葉を並べる手が、ドレスの裾すそにかかる。いたぶるようにじわじわと、すねから貧弱な太ふと股ももを辿るようにして足を露あらわにされていくのが分かり、アリシアは凍こおりついた。

　この手のことにはとんと疎うといアリシアだ。セイグラムからもまだ詳くわしい話は聞けていない。

　だが知識以前の原始的な恐怖が、身を守る衣服が引き剝はがされていくたびに募つのっていく。

　怖い。

　カシュヴァーンが怖い。

「だからお前の体も隅すみ々ずみまで、俺に見せてくれ。見せて、触れさせて、そして……」

　欲望をにじませた瞳が肌を這はうのが、こういう時だけ分かってしまうのが嫌だ。いっそ眼鏡を外してほしいと思ったが、とても頼めそうな雰ふん囲い気きではない。

「……俺を赦ゆるしてくれ、お姫様」

　祈るようなつぶやきに合わせ、腰のあたりまで手が上ってきた。もうこれ以上耐たえられず、アリシアは大声で悲鳴を上げた。

「いっ、嫌っ、嫌っ……!!」

　しゃにむに頭を振りすぎて、眼鏡がずれてしまったが気にする余裕はなかった。ぎしぎしと寝台が鳴り、枕まくらが跳はねて床に落ちた。

「ルアーク!!　トレイス、ノーラ!!　嫌、私、嫌……っ……!!」

　無我夢中で、助けを求めて声を張り上げる。とても大切なものを無む惨ざんに踏みにじられる、しかもカシュヴァーンにという恐怖はあまりにも強く、感情の制せい御ぎよがきかない。

　泣きそうなアリシアの拘束が不意に解かれた。靴くつ音おとを高く鳴らして、カシュヴァーンが床に下り立つ。

「嫌なら何をしに来たんだ!!　俺のことを馬ば鹿かにしているのか!?」

　いら立ちを紛まぎらわせるようにぐしゃぐしゃと髪をかき回し、その辺の物を蹴けり飛ばす。残っていた脚を叩き折られた椅子が文机にぶつかり、インクに汚れた用紙が部屋中に飛び散った。

「お前といい、トレイスといい、どいつもこいつも人を腫はれ物に触さわるように扱いやがって……!!」

　周り中がカシュヴァーンを心配し、休ませようと画かく策さくしていることに本人も気づいているのだ。だが気づいているからこそ、こうもいら立つのだろう。

「向こうの屋敷にいて何がおかしい。元々あの屋敷のほうが、交通の便はいいんだ。この状況では、あっちで働くのが当然だろうが!!　これから先何が起こるか分からんのに、領主が悠ゆう長ちように休んでいられるか!!」

　吼ほえる声は正しく「アズベルグの暴君」。小型の嵐のように自室を荒らすカシュヴァーンの姿を眺ながめながら、アリシアはそろそろと身を起こした。

　このカシュヴァーンも確かに怖い。

　──しかしさっきの、見知らぬ恐怖をアリシアに与える男よりはまだ、理解ができる。

「でもここが、カシュヴァーン様のおうちでしょう……？」

　引き裂かれた服をかき合わせつつ、眼鏡を直しつつアリシアはそっと声をかけた。

「あちらのお屋敷に、ずっといるのも……、お仕事ばかりなさるのも……、おうちが……、いえ、あの廃園が焼かれてしまったからでしょう……？」

　単刀直入な指摘に、カシュヴァーンがぎっと眼を剝むいた。

　自分に対してはただ甘く優しいばかりに思えていた黒い瞳が、まるで見知らぬ他人を見るようにアリシアを見つめている。

「──ああ、そうだ。ここが俺の家だ。そしてここは、俺の部屋だ」

　俺の、とカシュヴァーンは何度も言った。俺の。俺だけの。

　そこにアリシアは含ふくまれていない。

「出て行け!!」

　あまりにも直ちよく截さいな指摘を謝る余裕も与えられなかった。明確な拒きよ絶ぜつに、心の芯しんから震ふるえがくる。

「……ごめん、なさい」

「出て行け!!」

　訪ねてきた時とはある意味逆で、ある意味同じだ。来るな、と言われたかと思えば、今度は出て行け、と言われる。

　一年と少し前、似たような状況で夫の部屋を訪ねたことがあった。だがあの時、夫婦の誓ちかいを立ててはいても、カシュヴァーンとアリシアはほとんど他人だった。

　だからたぶん、あの時同じような扱いを受けてもアリシアはあまり傷つかなかっただろう。せっかくお金持ちと結婚できたのに怒らせてはまずい、と感じ、料理だけ置いて早々に退散したに違いない。

　けれど今、二人の関係は変わっている。だからこそアリシアもここまで踏ふみ込み、カシュヴァーンはあの廃園に許可なく入り込まれた時以上の強い否ひ定ていを示しているのだ。

「……ごめんなさい」

　この言葉は届かない。分かっているけれど、言わずにはいられなかった。

　出来上がってしまった絆きずなゆえに生じる苦痛もある。一度は繫つながったはずの心が引きちぎられる痛みは透明な雫しずくとなって、アリシアの頰を伝った。

「お忙しいのに、拉致なんかして、本当に申し訳ありませんでした……」

　ぼやける視界の中、怪け我がをせずに歩ける道程を探しながらアリシアは寝台を下りた。案あんの定じよう壊れた椅子にぶつかりかけたが、なんとか避よけてそのまま部屋の外に向かう。

　だがすぐに別の障しよう害がいにぶつかった。

　それは黒髪に黒い瞳を持つ背の高い男の、絞しぼり出すような声だった。

「噓うそだ」

　振り向いたアリシアの視界はまだにじんでいて、見上げた夫の表情はよく分からない。ただ下卑た笑みも、憤ふん怒ども拒絶も、きれいに消え失うせていることだけは分かった。

「さっき言ったことは、全部噓だ。俺が悪かった。謝るから、どうか、行かないでくれ」







　めちゃくちゃになった部屋の中を大おお雑ざつ把ぱに片づけ、ある程度服装を整える。カシュヴァーンは上着の前を破いただけなのでそのままにしていたが、アリシアには自分の替えの上着を着せてくれた。

「やっぱり大きいですわ……」

　袖そでも丈たけも見事に余り、夜よ着ぎと言ってもよさそうだ。けれどぶかぶかの服全体から、カシュヴァーンの匂においがする。

　ちょっと「おなかが痛」くなって、頰を染そめるアリシアを寝台に座ったカシュヴァーンが呼んだ。

「……嫌でなければ、ここへ来て俺の膝に乗ってくれないか」

「え？」

　急な願いにきょとんとするアリシアに、カシュヴァーンは気まずそうに続ける。

「ああ、その、嫌ならいいんだ、嫌なら。……ただ……、これから先の話は、あまり顔を見られたくない。もちろんその、お前が嫌がるようなことはしないと誓ちかう」

　生き真ま面じ目めな宣せん誓せいに、アリシアも心を決めた。とことこと近寄り、カシュヴァーンに背を向けてその膝に腰掛ける。

「あの、重くありませんか……？」

「お前の体重なんぞ、ないようなものだ」

　軽い体を気き遣づかって少し姿勢を調整してから、カシュヴァーンは亜麻色の髪に鼻先を埋うずめるようにして語り始めた。

「……裏の廃園が焼かれたこと自体が、それほど衝しよう撃げき的てきだった訳じゃない」

　そこは間違えてほしくない、という風に強調した声が細くなる。

「なんと言うか……、衝撃を受けている自分が、衝撃的だった」

　廃園に眠る父と母。報むくわれない恋の犠ぎ牲せいになった、たくさんの女性たち。

　アリシアを得て、たくさんの仲間たちを得て、変われたと思っていた。怪物を愛してくれるお姫様もいるのだと、ようやく信じられるようになったのに。

「まだ俺は、親父おやじを殺したガキの頃のままなんだと……、そう、思い知らされたような気がしてな」

　振りきったはずの悪夢が追いかけてきた。逃にげるために、今の自分の力を示すように、眼の前の仕事に打ち込んだ。

「……時期が、あまりにも悪すぎたのですわ」

　寝台の上に置かれていたカシュヴァーンの手に、アリシアは自分の手を重ねた。カシュヴァーンは一瞬身を震わせたが、されるがままだ。

「続け様に、たくさんのことがありすぎて……私も混乱しましたけど、領主であるカシュヴァーン様の負ふ荷かはそれ以上ですもの。ずっと気を張っていたところに、あんなことがあれば……誰だって、嫌になりますわ」

　つまり、廃園焼失はとどめに過ぎなかったのだ。めまぐるしく切り替わる状況、ころころと入れ替わる敵味方、先行きの見えない不安……それらが少しずつ少しずつ、カシュヴァーンの神経を削けずり取っていた。

「……お前はあまり嫌になりそうにないが……、ああ、だが、そうだな」

　カシュヴァーンが身動きし、寝台がぎしりと軋きしんだ。

「なあ。抱き締めても、いいか……？」

　確認され、アリシアはかえって気恥ずかしい思いをしながらうなずいた。

「……あ」

　少し苦しいほどに強く、カシュヴァーンの両手が後ろからアリシアを抱き締める。

　自分をかき抱いだく夫の表情は、本人の希望どおりアリシアには見えないけれど……体全体をすっぽり包むようにして抱き締められているのに、なぜか抱きつかれているようにも思えた。

「──……怖いんだ」

　小さく揺ゆれる声が耳じ朶だと心を打つ。

「〈翼の祈り〉のばあさんは何を考えている？　クソ国王陛へい下かは？　『先生』は？」

　ソルラスカ、ゼオルディス、そして『先生』。目下カシュヴァーンと事を構える可能性がある彼らはいずれも独特の行動原理を持ち、次の動きが非常に読みにくい。

「新興貴族がどう動くかも分からん。ラグラドール人だってそうだ。この機に乗じて、本気でクルセージュが攻めてくるかもしれん」

　ゼオルディスが故意か無意識にか挑ちよう発はつした新興貴族たち。宗教問題で紛ふん糾きゆうしているラグラドール。仮想敵国クルセージュ。

　味方も増えたが敵も増えた。おまけに味方のはずのグラネウスやオーデル侯こう爵しやく夫妻からは、いまだなんの連絡もない。

「これから俺たちは、アズベルグは、この国は、どうなるんだ。……俺はどうすればいい。どうすれば、お前やみなを守ってやれる……!?」

　幼おさな馴な染じみのトレイスさえ、いやトレイスだからこそ、こんなに弱いカシュヴァーンの声を聞いたことはないだろう。アリシアを抱き締めて抱きついて、彼はひとり腹に溜ためていたものを吐はき出した。

「……どうすればいいかは、私にも分かりませんわ」

　やや間を置いて、アリシアは考え考えそう言った。膝の上で少し体勢を変え、カシュヴァーンと向き合う。

　まだあまり顔を見られたくないらしく、うつむくその首に手を回し、ぎゅっと抱きついて抱き締めて。すがるように、安心させるように、ささやいた。

「私にできるのは、どんな時もあなたを信じて、つらい時はこうやって側にいてお慰めするだけ。だって私は……カシュヴァーン様を愛する、あなたの妻ですもの」

　利害の一いつ致ちで始まった結婚だった。けれど、それがなんだというのか。

　はっと上げられた顔を両手で包み、唇を触れ合わせれば、何も食べなくてもおなかがいっぱいだ。この充じゆう足そく感かんが金で買えるなら、むしろ世界は今よりはるかに暮らしやすい場所となるだろう。

「これから先何が起こっても一緒だって、この間誓って下さいましたわよね？　他の方たちのことまでは、分かりませんけど……私やトレイスやルアークや、あの時誓い合ったみんなはどこまでも、水みな底そこの国までカシュヴァーン様と一緒です」

　自分も恥ずかしくなってきて、うつむくアリシアにカシュヴァーンが小さく笑った。

「ティルを水底の国に引きずり込んだら、ノーラとセイグラムに殺されそうだな……」

　暗い翳かげりが完全に消え去った訳ではない。しかしずっと安らいだ表情になったカシュヴァーンは、今度は自分が手を伸ばしてアリシアのあごを取った。

「俺だけのお姫様に、口づけをしてもいいか……？」

　まださっきのことを気にしているらしく、カシュヴァーンはいちいち確認してくる。

「ま、前に申し上げましたわ。カシュヴァーン様のなさることなら、私、なんでも……」

「……だがさっきは嫌だと言った」

「そ、それは……」

　瞬間言葉に詰つまったアリシアは、か細い声でこう答えた。

「……さっきのカシュヴァーン様は、カシュヴァーン様が嫌きらいな『怪物』でしたもの……」

「……そうだな」

　カシュヴァーン自身、自ら「怪物」となることで人の苦しみから逃れようとした自覚はあるのだろう。自じ嘲ちよう的てきに笑って、

「お前と一緒にいる時は、『王子様』でいることを誓う。もう二度と、あんなことはしないから……、いいか？」

「……ええ。でも……」

　唇が触れ合う寸前、眼を閉じながらアリシアはささやいた。

「私は……、『怪物』と戦うために『怪物』になった『王子様』を、あ、愛しています、から……」

『怪物』だからという理由で嫌いはしない。でも、『王子様』だからという理由で愛した訳ではない。

　ただの『王子様』にはできない目的を遂とげるため、人に嫌われ憎にくまれることと引き替えに『怪物』となったカシュヴァーン。相あい反はんする二つの属性に常に引き裂かれそうになっているその魂たましいこそが、「死神姫」を惹ひきつけたのだ。

「──ありがとう」

「……ん」

　ついばむように触れた唇の隙すき間まを縫って、やがて滑すべり込んできた舌を、アリシアは「おなかが痛い」に眉まゆ根ねを寄せながら受け入れる。情熱的ではあるが乱暴ではない、ただただ甘い唇にしばしうっとりと酔よわされた。

「アリシア」

　いつの間にか口づけは終わっていたのに、ぼうっとしていたアリシアをカシュヴァーンが呼ぶ。何か決意したような表情をしていた。

「今夜はずっと、ここにいてくれないか。ここに……、俺の、腕の中に」

「？　はい」

　寒いのかしら、と思いながらアリシアがうなずくと、カシュヴァーンは頭痛をこらえるような顔になった。

「……いや、だから……ああくそ、そうだった、お前にははっきり言わないと分からないんだったな……」

　はっきり言われても分かっていないことが多いアリシアである。不思議そうに待っていると、カシュヴァーンは仕切り直し始めた。

「その、部屋はこの有様だし、さっき嫌がることはしないと言っておいてなんだが──今、お前が欲しい」

　もごもご説明されて、ようやくアリシアも合が点てんがいった。

「もしかして……初夜、ですかもが」

「ば、馬鹿、口に出すな!!」

　無神経な発言を口に手を当ててふさぎながら、カシュヴァーンは眼を逸そらす。

「……だが……、まあ、そうだ。嫌なら、言ってくれ。やめる」

　それだけではアリシアが遠えん慮りよしてしまうと思ったのか、さらにこうつけ足した。

「というか、嫌なら本当に先に言ってほしい。その、男は途中でやめるのが結構大変なので……」

　トレイスが隣にいればそろそろ靴先を踏みつけられそうだが、幸か不幸かまだ押しかけてくる様子はない。夫妻双そう方ほうを心配している身としては、できればアリシアに穏おん便びんに事を収めてもらいたいとの願いから、手を出しかねているのだろう。

「嫌では、ないです。……う、嬉しい、です」

　遅おくればせながら羞しゆう恥ちを感じ、アリシアももごもご答えた。

「いつかは……、と、ず、ずっと、私も、思っていましたから……」

「……アリシア……」

　今度は正面からカシュヴァーンに抱き締められた。破れた襟元から覗のぞく胸板にどきどきしながら、ひとつの懸け念ねんを口にする。

「あの……でも、カシュヴァーン様、よろしいんですか？　その、かなり痛いというお話が……私は大丈夫ですけど、カシュヴァーン様のお体が心配ですわ」

「あの陰いん険けん眼鏡は本当に、ろくなことを周りの人間に教えんな……」

　恨うらみがましくうなったカシュヴァーンだが、咳せき払ばらいしてごまかした。

「……まあ、その辺はおいおい分かる。……だから、嫌になったら本当に早めに言えよ？」

　視界が切り替わる。さっき恐怖を味わった敷布の上に、もう一度横たえられる。

　でももう怖くなかった。今度はアリシアだけの大好きな、怪物王子様が一緒だったから。







　鳥の声が聞こえる。

「……ん……」

　まぶたの上から差し込む朝の光がまぶしくて、もぞりと身動きしたアリシアは、無意識に定位置に置いてあるはずの眼鏡を探そうとした。

　だが、眼鏡に手が届かない。というか手が動かせない。

　そもそも見ている風景がいつもの、怪物の像に四方から見下ろされたすてきな自室ではない。だが家具が壊れ床に書面が散乱した、荒れ果てた風ふ情ぜいはそれはそれでアリシアの好みではある。

「夢……？」

　おまけに何か大きくて暖かいものが背中側にあって、柔やわらかく四し肢しを搦からめ捕っているため手が動かせないのだ。こういう本を読んだことがあったかしら、とまだぼんやりした頭で思っていると、大きくて暖かいものが言葉を発した。

「起きたか……？　おはよう、アリシア」

「あ……、きゃっ、きゃあああああッ!!」

　起き抜けにしてはいやに明めい瞭りような夫の挨あい拶さつに、アリシアは大声を上げてしまった。

「きゃっ、あっ、い、嫌だわ、私、裸、カシュヴァーン様も、裸……!!」

　眠る寸前、汚れた掛け布団の代わりにとカシュヴァーンがかぶせてくれた二枚のマント以外、身を包むものは何もない。きゃーきゃー騒ぐアリシアを後ろから抱いたまま、カシュヴァーンはあくびを嚙かみ殺している。

「お前は元気そうだな。その調子だと、体はその、大丈夫だな……？」

　気遣いの言葉に蘇よみがえる、昨夜のこと。

　顔から火が出そうな思いをしながら、アリシアは一生懸けん命めい取り繕つくろった。

「だだだ、だ、だい、大丈夫、れす、わ、変態、いえ、カシュヴァーン様、は……？」

「……分かってくれたかと思うが、俺はその、多少痛かったぐらい……ああ、いや、体には特に問題はない。しかし……」

　語尾があくびに途切れる。大事な宝物を抱く子供のようにしっかり妻を抱いたまま、カシュヴァーンはしみじみと述じゆつ懐かいした。

「女を抱いて、こんなに疲れたのは初めてだ……」

　何がどうして疲れたのか、また記憶が鮮あざやかに蘇ってきた。これ以上なく赤い頰を押さえようにも放してもらえず、じたばたしながらアリシアは謝る。

「ご、ごめんなさい、私、その、お、お疲れ様でした……？」

「……なんだそれは？　気にするな、確かに疲れはしたが……」

　意味不明な謝罪に軽く笑ったカシュヴァーンは、アリシアの左耳の後ろにそっと唇を押し当ててささやく。

「こんなに満たされたのも、初めてだ……」

　言いざま、カシュヴァーンは腕に抱いた体を反転させた。そのままぎゅっと抱き締められ、厚い胸板と薄っぺらなふくらみが触れ合う。

　気恥ずかしさと心地よさでめまいがしてきた。一気に「おなかを壊した」状態になり、ふらふらしているアリシアに気づかないのか、カシュヴァーンは心の底から嬉しそうにしている。

「俺だけのお姫様。ああ、やっと、やっと、俺のものだ……!!」

　感かん極きわまったような声を出しながら、亜麻色の髪を梳いたり、背中を撫でたり、カシュヴァーンは忙しい。疲れたと本人は口にしているが、精神的な活力を得たせいか顔の艶つやが復活している。

「カ、カシュヴァーン様……あ、あの、ちょっと」

　結ばれた喜びを嚙み締める夫に、アリシアは懸命に呼びかけた。途と端たんにカシュヴァーンは心配そうにする。

「どうした、ああ、やはり痛むんだな？　無理するなよ、ゆっくり寝ていればいい。そうだ、何か着るものを」

　気がきかなくて悪い、とかなんとか言いながら、カシュヴァーンが慌あわてて体を起こす。そうすることで胸元はおろか、引き締まった腰や硬そうな太股あたりまでが露ろ出しゆつしたため、アリシアはふるふると首を振った。

「いえ、あの、鼻血が出そうなんです……お願いですから、カシュヴァーン様が先に服を着て下さい。眼の毒ですわ……」

「なぜお前のほうが!?　眼鏡もかけていないくせに!!」

　掛け布団代わりのマントをカシュヴァーンが急いで羽は織おったり、としばらくひと悶もん着ちやくあったが、二人ともどうにか衣服を身につけた。といってもカシュヴァーンは下着だけ、アリシアは夕べ借りた夫の上着を着ただけの状態ではあるが。

「破廉恥、いえ、トレイスは……？」

　一晩カシュヴァーンの部屋で過ごしたのだ。いくらなんでもトレイスが何も言ってこないはずがないだろう、とアリシアが聞くと、カシュヴァーンは微び苦く笑しようした。

「よく寝ていたから気づかなかっただろうが、あいつは夜明け前に一度部屋に来たぞ。……その、なんとなく中の様子を察して、踏み込めずにいたらしいが」

「あっ……、ま、まあ、そう、ですの……」

　では、すでにトレイスに事態は筒つつ抜ぬけという訳だ。恥ずかしさに死にそうになっているアリシアに、カシュヴァーンがもっと恥ずかしい話を始めた。

「あー、それとだな。実はさっき、ティルたちもこっちに来た。……俺がどういう状態か、心配して様子を見に来たんだろうが……まあ、なんだ。あいつらにも、筒抜けだろう」

「きゃああああああ!?」

　両手で顔を覆おおってしまったアリシアに、カシュヴァーンは苦笑いする。

「トレイスが大泣きして、芋いもづる式にばれてしまったようだ。勘かん違ちがいしたジェダが俺を仕留めようとやって来るし、夕べはそういう意味でも疲れた……」

　アリシアがぐーすか眠っている間に、カシュヴァーンはいろいろと大変だったようだ。首を回しながら愚ぐ痴ちるが、口元に浮かぶ笑みは明るい。

「そう恥ずかしがるな。いずれ分かることだ」

「え、そうですの……？　み、見て分かったり、しますの……？」

　アリシアの好きな小説でも、悪魔の印が体に表れるというような設定はある。初夜完了の印がどこかに出るのかしら、と焦あせるアリシアに、カシュヴァーンはぼそっと言った。

「……たぶん、俺が黙っていられないと思う」

「……え？」

「可能なら、今すぐ世界中に宣せん伝でんしてやりたい気分なんだ。お前は完全に俺のものもが」

　飛びつくようにして口元を押さえてきた妻の手を、カシュヴァーンは笑いながら外した。

「分かっている。お前が嫌がるようなことはしない」

「そ、そうですわよね、約束して下さったんですものね……？」

「しかし、正直なところ今すぐあちこちに言いに行きたい。特に王宮あたむぐ」

「だっ、だめです！　だめです!!　絶対だめですっ!!」

　ひとしきり騒ぎ、「しゃべれないように口で口をふさいでほしい」というしょうもない要求にまで応じさせられたアリシアは、すっかり疲れて寝台の上でぐったりしてしまった。カシュヴァーンも浮かれすぎを反省したのか、妻の頭を撫でながら真面目な顔になって言う。

「まあ、そういう訳だから、あいつらと一緒に朝食を取ろう。ノーラがお前の世話をしたい、と張りきっていたから呼んでやるといい。……ドレスの件は、できれば適当にごまかしてほしい」

　不器用に折り畳たたまれ、寝台の脇わきに置いてあるドレスを見ながらの夫の提案に、アリシアは赤い顔でうなずき……そしてふと、あることに思い当たった。

「……あの、カシュヴァーン様。その前に……裏の、廃園のことなんですけど」

「……なんだ？」

　夕べほどではないにせよ、カシュヴァーンがわずかに表情を強こわ張ばらせる。少々迷ったが、アリシアは思いきって続けた。

「あそこに、ちゃんとしたお墓を作りましょう。カシュヴァーン様のお父様のお墓も、お母様のお墓も、殺された方たちのお墓も、みんな」

　大勢の命を吸い上げた挙あげ句く、手入れもされず放置されていた薔ば薇らの廃園。禁足地とされたそこにカシュヴァーンは時折訪れて、ひとり物思いに耽ふけっていた。

　つまりあそこは墓場であり、カシュヴァーンは墓参りをしているのだ、とアリシアは認識していた。ならば本当に墓所にすればいいではないか。

「薔薇園にはみなさんいい思い出がないのですから、同じように建て直さなくていいと思いますの。ただ、あれがなくなったのなら、ちゃんとしたお墓を作ってあげないと……死者も生者も、迷ってしまいますわ」

　きちんと弔とむらわなければ、死者は至いと高たかき国へも水底の国へも行けずこの世をさまようという。そしてそんな死者を思い煩わずらうことで、生者もまた同じようにこの世をさまよう。

　黙ったまま、カシュヴァーンは瞳を屋敷の裏へと向けた。この部屋の中ではそちらは壁なのだが、精神の眼を通して彼は焼失した廃園を見ている。

　やがてカシュヴァーンは妻に眼を戻した。そして、観念したように微笑んだ。

「お前は本当に俺の女神だな、アリシア」

　敵かなわないと、そう告げる言葉に皮肉の棘とげはない。アリシアも知らず肩に入っていた力が抜け、ほっと安あん堵どの息を吐いた。

「……すべては、王家だの〈翼の祈り〉だのが片づいてから。ジーナ・アズベルグや、その他氏名が分かっている女性は、希望があるなら実家の墓に入れるよう手配する。それでいいか？」

「は、はい！　そのほうがいいと思います……!!」

　改善案を盛もり込んでの念押しに、アリシアはすっかり嬉しくなってにこにこしている。

　ぶかぶかの上着に身を包んだ妻の頭を、カシュヴァーンは優しく撫でてやった。そしてふと眼を閉じて、今まで決して口にしなかった言葉をつぶやいた。

「──レジオール・ハルバーストとマリアンヌ・ライセンの進む道に、翼の加か護ごがあらんことを」

〈翼の祈り〉の旅立ちの聖句。

　死者に向けても使われる、ありふれた決まり文句だ。〈翼の祈り〉の影響力が低下する一方のシルディーン国内にも深く根づき、あまり考えもせずに唱となえている者も多いだろう。

　しかしカシュヴァーンが、神を信じていたがゆえに神に裏切られた彼が、両親に向けて使うことには大きな意味がある。少なくともアリシアは、その重みを知っている。

「カシュヴァーン様……」

　なんとも形容しがたい感動の中にいるアリシアを引き寄せ、カシュヴァーンはぎゅっと抱き締めた。

　どんなに楽しそうにしていてもその眼の奥に凝こごっていた暗い影は、今はもうほとんど見えない。

「……これでやっと二人とも、俺の中から旅立ってくれた。……お互いに、解放された。お前のおかげだ……」

　感謝の念を示すように、敬けい虔けんな口づけがアリシアの額ひたいへ落ちる。

　次いでその左手が、アリシアのそれに重ねられた。互いに薬指に贈おくり合った愛の証あかしが触れ合い、かちりと小さな音が鳴る。

「改めて、この場にて誓う。強きよう公こう爵しやくカシュヴァーン・ライセンは、アリシア・フェイトリンを妻に迎える」

　少し気取ったその台詞は、ライセンの屋敷に嫁とついだ初日、一階の広間で聞いたのと同じもの。

　だがあの時の、明らかにいいかげんな態度とは比べものにならないぐらい、カシュヴァーンの声には愛情が満ちている。

「ア……アリシア、ライ、じゃないわフェイトリン、は、強公爵カシュヴァーン・ライセンを夫とすることを……、誓います……」

　慌てて、アリシアも誓いの言葉を返した。旧姓による名乗りに生じた違い和わ感かんが、過ぎ去った月日を感じさせた。

　こみ上げる「おなかが痛い」が目め尻じりからあふれ出る。最初に結婚の誓いを立ててから一年、今やっと、身も心も完全に結ばれたのだと……そう、思った。

「この先何があろうと、必ず幸せにする」

　指輪のはまった指と指を絡め、アリシアの瞳の縁ふちと唇にそっと口づけて、カシュヴァーンが厳おごそかに誓う。今この時、その誓いを口に出すことは相当勇気が要いったに違いないのに、言葉にしてくれる夫の誠実さがまた新たな涙を誘さそった。

「なんだか、カシュヴァーン様と再婚した気分ですわ……」

　目元をぬぐいながら照れ隠しを言うアリシアに、

「では改めて、今日からまた新婚気分でいちゃいちゃできるな」

　カシュヴァーンも笑って、新妻にもう一度口づけを仕掛けた。














　ノーラに着替えを手伝ってもらい、一階の広間にアリシアが下りてきた時、トレイスはまだ大泣きしていた。

「うっうっ、カシュヴァーン様、アリシア様、おめでとうございます……!!」

「トレイス、泣きすぎだぞ。そして何回おめでとうを言えば気がすむんだ？」

　ひと足先にいつもの黒ずくめに戻っていたカシュヴァーンが、嬉しいようなうんざりしたような調子で言った。アリシアが来るまでの間、たっぷり幼馴染みの祝福を浴びていた様子だ。

「うう、ですが……！　あのお小さかったカシュヴァーン様が、こんなに大きく成長されて、身も心も奥様と結ばれるなんて、私は本当に、本当に……!!」

「……お前、俺と二歳しか離れていないよな？」

「ですが、初めてお会いした時は私のほうが背が高かったのです……!!　いつの間にかこんなに大きくなって、いたいけな少女に破廉恥な真ま似ねを……!!　あああ……!!」

「……お前、やっぱり俺のことが嫌いだろう？」

　途中から嘆き始めたトレイスに、少し傷ついた様子でカシュヴァーンがぼやいている。ちなみに広間の隅では今さら失恋気分のリュクが、「いいなー、いいなー」といじけながら誰かが慰めてくれるのを待っているが、脇のレオニアは立ったまま昼寝していた。

「み、みんな、来てくれたのね……」

　リュクとレオニアは、騒いでいる様子を不思議に思って集まってきたのだろう。ダンやセイラにロセといった、古参の使用人たちもにこにこと嬉しそうで……、要するにみんな知っているのだ。

　恥ずかしさに身が縮む思いをしているアリシアに、今度はティルナードが声をかけてきた。

「ア、アリシア様、あの、申し上げてよいものか分かりませんが、その、お、おめでとうございます……」

「あ、あああ、あ、ありがとう、ございます」

　互いにどうにも気恥ずかしく、うつむき合って二人は挨拶を交かわした。

「やはりライセンは、アリシア様を深く愛しているんですね……!!　僕もみんなの前で誓ったのだし、早く成人して、ノーラと結婚して、その、初夜を迎えられるよう体を鍛きたえます……!!　痛みを克こく服ふくできるよう、あえてセイグラムの鞭むちも受ける覚かく悟ごです!!」

「……あ、その……」

　すでに実体験をしたアリシアは、ティルナードの知識が誤ったものだと知っている。訂てい正せいするべきか、迷うアリシアの耳に甲かん高だかい鞭の音が響いた。

「アリシア様、我が家の教育方針に口を挟まれるおつもりですか？」

　セイグラムは相変わらず、後こう見けん人にんの妻にもまるで遠慮がない。それを気にするアリシアではないのだが、未来の女主人としてノーラが加勢してきた。

「奥様っ、いいんです、ティルナード様に教えてあげて下さい!!　私の幸せのために、お願いしますっ!!」

　先ほど顔を合わせてからずっと、「あと五百年はかかると油断していたら、まんまと抜かれましたわ……!!」と悔くやしがっていたノーラだ。アリシアが正しい知識を授さずけてくれるなら渡りに船、と瞳を輝かがやかせている。

「ジェダ、あなたにとって奥様は『お母さん』よね!?　『お母さん』の邪じや魔まをするなんて、いい『息子』のすることじゃないんですからねッ!!」

　セイグラムに先んじて、ノーラはジェダを封ふうじる作戦に出た。誰の言うことを聞けばいいのか分からなくなったらしく、ジェダはおろおろしている。

　勢力は拮きつ抗こうしている。今アリシアがティルナードに、正しい知識を伝授することを阻はばむ者はいない。

「アリシア様？　あの、もしかしてセイグラムのやつ、僕のことも洗脳……」

　ティルナード自身も、何かおかしいと思い始めたようだ。いぶかしそうにこちらを見ている。

「……いえ」

　アリシアはぎこちなく首を振った。

「お、お体を鍛えて、く、下さい、ね。詳しくは、ほら、カシュヴァーン様、に」

「ああ、そうですよね！　おーい、ライセン、ちょっと話せるか!!」

　ティルナードも、同性であるカシュヴァーンのほうが聞きやすいと思ったのだろう。さほど疑問に思った様子もなく、後見人へと近づいていった。

「奥様の裏切り者!!　ご自分だけ幸せになればいいとお思いなのね、きーっ!!」

　ぷりぷり怒っているノーラに、アリシアは謝罪した。

「ご、ごめんなさい、だって……、恥ずかしいんだもの……!!」

　セイグラムやジェダの存在がどうとか、ノーラの幸福がどうとかいう問題ではなく、単純に恥ずかしかったから教えられなかったのだ。また鼻血が出そうな気がしてきて、アリシアは鼻を押さえながら提案した。

「ノ、ノーラは知ってるんでしょう？　セイグラムも言っていたじゃない、ほら、ガーゼット侯爵様の人体模も型けいを借りて、説明……」

「それができれば苦労はしませんわよー!!　ああっ、もう、こうなったらカシュヴァーン様が頼りですわ!!」

　言い捨てて、ノーラもカシュヴァーンたちのところに行ってしまった。トレイスの眼が光っていることもあり、カシュヴァーンも対応に困っているようだ。

「いっそカシュヴァーン様が、実地でレイデン伯爵様に教えて差し上げればいいのに……」

　レネが似たようなことを言い出した時のようには嫌な感じがしないし、と思っているアリシアに、控ひかえめにジェダが話しかけてきた。

「……あ、の、アリシア様」

「あら、いいのよジェダ、私のことは『お母さん』と呼んでくれて。だってあなたは、私の『息子』……」

「……もうひとりの『息子』は、どちらでしょうか」

　思いつめたような問いかけに、アリシアもはっと眼を見張る。

「あら、そういえばルアークは？」

　こういう時は真っ先にからかってきそうなルアークの姿がどこにも見えない。

「まあ、いないのはいつものことではあるのだけれど……」

　神しん出しゆつ鬼き没ばつの死神少年は、気まぐれに現れ気まぐれに姿を消すのが常だ。

「……いえ、本当にいないんです。俺が呼んでも、出てこない。そもそも気配がありません」

　いかに気まぐれなルアークとはいえ、何か用事があって呼べばほぼ確実に出てきてくれるはず。その彼が『兄』の呼びかけに応じず、気配自体存在しないとは……

「ルアーク、もしかして、ひとりで……」

「呼んだ？」

『先生』の存在を思い出し、不安になってきたアリシアとジェダの真後ろから、聞き慣れた軽薄な声がした。

「！　ルアーク!!　……お前……、いつの間にそこに!!」

　風を伴ともなうことすらなく、瞬間移動でもしたように出現したルアークにジェダは心底驚いた様子だ。ルアークはにっこり笑って、

「いやー、俺ってば才能あふれちゃってるっていうか、最近実戦が多かったせいかな？　どーもますます、動きに磨みがきがかかったみたいでさ」

　ふざけた物言いがやたらと懐かしく思えて、アリシアはほうっと息を吐いた。

「そうね、『先生』とやり合ったりもしたから……、でも、どこへ行っていたの？」

「カシュヴァーンおにいちゃんがあの調子だし、バルロイおじさんも大変そうでしょ？　だからいろいろ、情報収集。っても、結局何も摑めなくて、ごめんねって感じなんだけど」

　悪びれず言うと、ルアークは自分の帰き還かんにも気づかず熱い論争を交わしているカシュヴァーンたちを見やった。

「えっと、『息子』としちゃちょっと気恥ずかしいところなんだけど……おめでと、アリシア」

　その言い方で、ルアークもまた夕べのことを知っているのだと分かった。真っ赤になるアリシアを、ルアークはにやにやしながら眺めている。

「まー、ごたごたしたけど、かえってよかったってことかな？　カシュヴァーンおにいちゃんも楽しそうだしぃ」

　セイグラムとノーラとトレイスの板挟みになったカシュヴァーンは、「そんなに文句を言うならお前がティルに教えればいい」という理論でトレイスを攻撃している最中だ。

「え、ええ、そうね。一時は倒れられてしまうんじゃないかと思ったけど、お元気になられたようでよかったわ。やっぱりカシュヴァーン様は、健康で怖いのが一番ね」

「じゃあ今ここで教えましょうか!?」と、逆切れしたトレイスの声が響き渡る広間に二人の『息子』と並んで立ち、アリシアは満ち足りた笑みを浮かべる。

　四方敵だらけの状況に変わりはなく、カシュヴァーンを追いつめた状況の混迷は依い然ぜんとして続いている。しかし今この屋敷には、暖かで優しい空気だけが存在しているように思えた。








　終章







「なぜ勝手に兵を引いた、『先生』!!」

　長い白はく髪はつを振り乱し、火を噴ふかんばかりの勢いで老女が叫さけんだ。〈翼つばさの祈いのり〉を長く二分して争ってきた急進派でも穏おん健けん派はでもなく、聖女アーシェル自身による直接支配を唱となえる原理派の頭とう目もく、ソルラスカだ。

　ラグラドール北部にある、かつて聖女アーシェルが身を投げたとされる切り立った崖がけの上にいるのは彼女を含ふくめて三人。ソルラスカの前にひざまずいたまま微び動どうだにしない『先生』と、少し離れて同じくひざまずいているギゼ。

「おまけにアリシアを殺さなかったとは、どういうことだ！　あの小娘がアーシェルではないか、などという妄もう言げんが広まっていることは貴様も知っているだろう!!」

　吹き荒すさぶ海風を切り裂さき、わめき散らす様は聖女というより魔女に近い。鬼き気き迫せまるその様に、ギゼはうつむけた顔を不快そうに歪ゆがめたが、『先生』は全く表情を動かさない。

　だが、ひざまずいてはいても、アリシアが「空に空あいた穴」と感じた瞳ひとみはじっとソルラスカを見ている。先代聖女を殺し、当代聖女の名めい誉よを地に堕おとし、己おのれが再び聖女たらんとする女の醜みにくく歪んだ顔を。

「どのような命令も忠実に遂すい行こうする、犬としての能力を買っていたというのに……!!　今なら言い訳を聞いてやる、一体どういうつもりで」

「あなたではない」

　この崖の上に呼び出されて初めて、『先生』がしゃべり、動いた。

「あっ」

　背後から吹く風に逆らい、突き飛ばされたソルラスカの体が宙ちゆうに浮く。

　乾いた指先が虚こ空くうを搔かいた。白い法ほう衣えが風をはらみ、首から提さげた翼の紋もん章しようとアーシェルの横顔が曇どん天てんの下で鈍にぶく光る。

　そのままソルラスカは落ちていった。『先生』は、無言で崖の下で牙きばを剝むく灰色の海を見み下おろした。

　風向きが悪かったのだろう。ソルラスカは海から顔を出した岩に一度ぶつかってから沈しずんでいき……そして、二度と浮かんでこなかった。

　先日ここから彼女が順じゆん繰ぐりに突き落とした、次代の聖女候補たちと同じだ。自分だけは絶対に浮かび上がれると信じながら、少女たちは次々と灰色の海に落とされていった。

　かくて〈翼の祈り〉教団から、聖女と呼ばれるすべての女性はいなくなった。二大派は閥ばつだった穏健派も急進派も消え失うせ、原理派もたった今消しよう滅めつした。

　けれど『先生』は知っている。この世にもうひとり、聖女の名に相応ふさわしい少女がいることを。──正しい信しん仰こうと真の聖女さえ存在していれば、〈翼の祈り〉もまた存在できるということを。

「神と聖女だけが、我が主あるじ」

　海風のような声で『先生』がつぶやいた。背後で立ち上がっていたギゼの横をすり抜け、〈翼の祈り〉の本ほん拠きよ地ちである建物に向かっていく。

　ギゼには特に声をかけない。

　ついて来るのが当たり前だからだ。

「……『先生』」

　小走りにその後を追いながら、ギゼは問いかけた。

「なんで俺に……、ナディール様を告発させたのですか」

　直前にそうと教えられるまで、ギゼはナディールが〈灰色〉であることを知らなかった。息が止まるほど驚いたのに、与えられたのは最低限の指示のみ。

　なんの説明も与えられていない。なぜあのような告発をさせたのか、なぜ今ソルラスカを殺したのか、アリシアを殺さなかったのか、ギゼはいまだ何も知らない。

　必要ないからだ。

　ギゼは『先生』に従う犬だ。犬に必要なのは命令であって説明ではない。

　そもそも『先生』には、ギゼを傷つける意思などない。

　任務の遂行に足る技能を持ってそこにいたから、命じただけだ。悪意も配はい慮りよもそこには介かい在ざいしていない。

　分かっていたはずだった。

　分かっていたはずなのに、こう聞いてしまう自分を止められなかった。

「……ルアークになら、説明しましたか。……あいつに……、会ったのですよね、この間。『先生』は、やっぱりあいつを連れ戻そうと……!!」

　血を吐はくような想いで口にした問いに答える者はいない。

　ギゼが無む為いな質問に時間を割さいている間に、『先生』はすでに姿を消していた。

「……畜ちく生しよう」

　きつく、拳こぶしを握にぎる。

　ギゼにとっての神である人は、いつも「一番」だけを要求する。

「畜生……!!」

　潮しお風かぜさえもギゼを無視して、その側を吹き抜けていった。


終　　　










　あとがき




「夫婦」関係も「親子」関係も、その他の関係も諸もろ々もろ進展したり改善されたり改悪されたり!!　小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ十一作目、本編としては十作目の『死神姫の再婚　─始まりの乙女おとめと終わりの教師─』を読んでいただきましてありがとうございました!!







　今回の新キャラは……厳げん密みつに言うと以前からちょこちょこっと出てきてはいた、『先生』です。

　ユーラン、ソルラスカ、ゼオルディスと、今までもいろいろとアレな人が出てきていた「死神姫」ですが、この人もなかなかにアレな感じです（婉えん曲きよく表現）。ギゼは早く眼を覚ましたほうがよさそうですが、誰にとっても神様はいるものなので、難しいところですね。

　冒ぼう頭とうで書きましたとおり、今回一気にいろいろな関係に変化が訪れました。特に一部、一巻との対比が面おも白しろいシーンを書いたせいもあって、改めてシリーズが始まってからの年月に思いを馳はせる次第です。現実では三年弱、作中でも一年ちょっと時が流れてますからね……。

　現実でも作中でも、投とう稿こう時じには全く想像もしていなかったようなことが次々と起こっておりますが、この勢いでラストまで駆かけ抜けていきたいです。ルアークがんばれ。







　なお、「死神姫」コミカライズにつきましては、この巻と同時期に発売されます「コミックビーズログ キュン！」にて、正式に連載開始です。まだかっこつけてるカシュヴァーンを、冨ふ士じ原わら先生の美び麗れいな作画で見られますよ！　ぜひ手に取ってみて下さいね!!

　気づくと互いのお薦すすめ本の話ばかりしてしまう担当・山内様、ブログでやった人気投票で残らず悪役に投票して下さったイラストレーター・岸田メル様とがんばりますので、次巻もよろしくお願いします。





二〇一一年一月　　小野上明夜　　　　　　
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12月14日生まれの射手座のＯ型。

幼稚園の時の先生がお別れにくれた本が、私の原点だと思います。一時は教師になろうかと考えたほどです。あと高校の時の、黒板の文字をジャンプしながら端から端まで消していた生物の先生が印象深いです。……最後いらなかったですね!!
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